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図版62　　竪穴住居跡出土の大型台石ʜʜʜʜʜʜ 510
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　ᾉ　遺　　෺ʢୈ���図ʙୈ���図ʣ
　Ξ　౔　　ثʢୈ���図ʙୈ���図ʣ
　ここでは遺構に伴わない，一般的な包含層から出土し
た土器について述べる。グリッドで取り上げた土器が主
体となる。ただ，そうではあっても，全調査区を一括し
て取り上げることはせずに，１区～ 12区，13区～ 21区，
22区～ 37区という大きく３つのグループに分けてそれ
ぞれのグループ毎に土器を並べた。
　その理由は，本遺跡は住居跡のあり方から大きく３つ
のΤリアに分かれると考えたからである。１区～ 12区
が竪穴住居跡と掘立柱建物跡が狭い範囲にまとまるΤリ
ア，13区～ 21区が掘立柱建物跡と小さなピット群で構
成されるΤリア，そして，22区～ 37区が本遺跡の中心
的なΤリアで竪穴住居跡と掘立柱建物跡に円形・方形
周溝等の数多くの遺構が集中するΤリアの３つである。
もっと端的に言えば，第１のΤリアが竪穴住居跡７軒と
掘立柱建物跡８棟から成る小規模な集落であり，第２の
Τリアは竪穴住居跡がなく，掘立柱建物跡9棟と数多く
の小さなピット群から成るΤリア，そして，第３のΤリ
アはいろいろな遺構が密集するΤリアということになろ
う。なお，38区～ 48区は平成25年度の調査地区として
極めて狭い範囲であり，竪穴住居跡や掘立柱建物跡など
は検出されず，わずかにピットが20基ほど検出されたば
かりであることから，特徴的な土器で掲載の必要がある
際には３番目のΤリアに入れることにした。
　そのようにΤリアを分けて土器を掲載した理由は，そ
れぞれのΤリアは，集落を構成する住居跡等に差異が見
られることから，包含層として見たときに，遺物自体に
差異が見られるかもしれないと考えて分割して掲載する
ことにしたためである。各住居跡から出土した土器につ
いてはそれぞれの住居跡の中で取り上げたが，竪穴住居
などの居住地から外に捨てられた土器は，最終的に包含
層の中に存在することになると考えたからにほかならな
い。ただし，それら包含層中の土器がそれぞれのΤリア
の性格を語っているか否かは不明である。
　また，主要な土器を掲載した後に，特殊な土器などを
個別に掲載した。これは，Τリアを区別することなく一
括して掲載した。全体として個数が多くなかったためで
ある。中には住居跡内出土のものを載せてあるものもあ
るが，これについても住居跡の中で特殊品として掲載す
るよりも全体の中の一部として類例と同時に載せる方が
望ましいと考えたからである。

　ᾜ　ୈ̍ΤϦΞの౔ثʢୈ���図ʙୈ���図ʣ
　1389は口縁部と胴部上部に刻目突帯文を施す甕形土器
である。外面は丁寧な横あるいは縦方向のミガキ調整が
行われており，内面は指頭痕がいくらか残るほか，斜め
方向のナデがいくらか残っている。全体として丁寧な作

りであり，胴部の下部から底部が欠損するものの，残り
も非常に良い。一般的に，刻目突帯文土器は縄文時代晩
期から出現し，弥生時代の早期に位置づける人もいるほ
か，逆L字状の突帯という形態から弥生中期早葉との位
置づけもあり得るかもしれない。ここでは，他に刻目突
帯文の土器が出土していないことから，縄文時代晩期や
弥生時代早期あるいは前期としての位置づけではなく，
弥生時代中期早葉と捉えておきたい。
　1391は逆L字状の口縁を有するものであるが，口縁部
下から胴部にかけてはほぼ直線的に底部に向かっている
ことや胴部に突帯が見られないことから鉢形土器と捉え
ておきたい。1392 ～ 1396は甕形土器の口縁部から胴部
にかけての部分である。共通しているのは，逆L字状の
口縁であることであるが，口縁部の形状には三角形のも
のや四角形で中央部を浅く凹ませるものが見られる。胴
部に三角突帯が３条巡るものが多く，ハケやナデによる
調整が残っている。1395には胴部に突帯は見られないも
のの，外面にススが付着していることや胴部にかけて膨
らむ器形であることなどから甕形土器であろう。1396も
下部にかけてが不明であるものの，胴部へ膨らんでいる
様子が見られることから甕形土器と捉えて間違いないと
考えられる。1397 ～ 1400は底部である。何れも充実し
た脚台を有している。器面調整は，基本的にハケ目調整
である。
　1401 ～ 1409は壺形土器，1410は高坏である。1401 ～
1404は壺形土器の口縁部，1405は頸部，1406 ～ 1409は
底部である。口縁部はやや垂れ下がり，口唇端部は浅く
凹ませている。内面には，端部またはそれより幾分下
がったところが小さく突き出している。調整は基本的に
は横方向の丁寧なナデにより仕上げられている。1405は
頸部で，肩部までの長さが長く，肩部には見えるだけで
も２条の三角突帯が巡っている。外面の突帯近くは縦方
向のϔラミガキによる調整が行われている。
　底部は基本的に平底である。1406と1408は安定した平
底で，何れも胴部に向けては大きく広がっている。とも
に内外両面にハケ目による調整痕が残っている。1407は
底部の厚さがやや厚いもので，外底は若干丸みを帯びて
おり，やや不安定のような気がする。1409も外底が厚い
もので，外面が丸く面取りされているのか，外底に向け
て径が小さくなっており，1407よりも一層不安定に感じ
られる。
　1410は高坏の脚部である。坏部とのڥには２条の浅い
突帯が巡っている。脚部は大きく広がり，器面調整は外
面はハケ目，内面にはハケ目と指頭痕が見られる。
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ୈ���図　ୈ̍ΤϦΞ౔̍ث
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ୈ���図　ୈ̍ΤϦΞ౔２ث
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　ᾝ　ୈ２ΤϦΞの౔ثʢୈ���図・ୈ���図ʣ
　1411 ～ 1417は甕形土器の口縁部から胴部にかけて，
1418 ～ 1422は底部である。く字状の口縁部で，長さの
長短や厚みの差異と形状などには若干の違いが見られる
ものの，図化したものの端部は何れも中央部が若干凹む
形状を呈している。また，口縁部下位で胴部上部には三
角突帯を巡らすものもあるが，突帯が見られないもの全
てに突帯が付かないというわけではなく，図化した部分
よりも下位に付されているものがあるのかもしれない
が，残存していた破片を観࡯した範囲においては，突帯
やその痕跡は見られなかったものである。
　1411は口縁部の付け根の部分が厚く，胴部上部に三角
突帯を３条巡らすものである。器面の調整は，外面の口
縁部付近に指頭痕が残り，突帯までの部分は横方向のナ
デ調整であり，突帯の下位は斜め方向のハケ目である。
内面は，口唇部には横方向のナデが઱やかに見られ，稜
より下位は指頭圧痕と横方向のナデ，さらに斜め方向の
ナデ調整が観࡯される。1412も1411に類似している。口
縁部はそれほど厚くなく，厚さの割りに長い印象を受け
る。外面は，三角突帯の上位までは横方向のナデ，内面
は口唇部から稜の下位まではϤコナデ，その下にはハケ
目が見られる。1411・1412ともに胴部は膨らまずにほぼ
真っ直ぐに下りるタイプと言える。1413は口縁部が大き
く肥厚するもので，付け根から中程までぼってりと膨ら
んでいる。器面調整は，外面がϤコナデが主体で，一部

にはハケ目も観࡯される。内面は口唇部から稜の少し下
位まではϤコナデ，それより下はハケ目調整である。
　1414の口縁部は付け根が厚いが中程から端部にかけて
は割合に細く仕上げる。また，1411と比べると外反の程
度が弱く，逆L字状の口縁に近い。突帯は１条観࡯され
るが，それよりも下位に突帯があるか否かは不明である。
器面調整は内外面ともにϤコナデである。1415は外面の
口縁部と内面の稜まではϤコナデで器面調整がなされ，
それより下位は外面が縦方向のナデ，内面は斜め方向の
ハケ目である。1416の口縁部は太く短い。器面調整は，
内外面とも上部がϤコナデ，それより下位はϔラミガキ
である。1417の口縁部も短い。内面の上部が内側に盛り
上がっている。器面調整はϤコナデが中心となっている。
胴部に向けて急激にすぼまることから，鉢形土器の可能
性もある。
　1418 ～ 1422の底部の下端は何れも口縁部の端部と同
様に幾分凹ませている。何れも充実した脚台である。器
面調整は，基本的には縦方向を中心とするハケ目調整で
ある。1418は外底が平らで密着するが，それ以外は外底
が幾分上げ底となっている。1419は内面の調整にもハケ
目が見られる。1420は脚台の径が大きく，ੇ胴に近い形
状を呈している。内面に指頭痕が残る。1421は内底の中
央部が盛り上がっている。1422は本体底部とは剥離して
おり，甕形土器の製作方法が伺えるࢿྉである。

ୈ���図　ୈ̍ΤϦΞ౔３ث
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ୈ���図　ୈ２ΤϦΞ౔̍ث
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　1423～1432は壺形土器である。1423～1427は口縁部，
1429～1432は底部，1428は短頸壺形土器の完形品である。
　1423 ～ 1426は山ノ口式土器に特有の一般的な壺形土
器の口縁部で，口唇部はやや下がり気味である。1423は
口縁部自体の厚みが薄く，内面の内側に盛り上がるもの
で，段を有するように見える。1424は口縁部が厚く，断
面が三角形状となるもので，内面にはナデ調整が見られ
る。1425は1423に類似して口縁部が薄いものであるが，
内面に盛り上がりの見られないものである。1426は1424
に類似しており，口縁部が厚く，断面が三角形状となる
ものである。それに対して1427は口唇部が内傾するもの
で，短頸壺形土器に特徴的な形状である。外面の上部は
Ϥコナデ，それより下位は横方向のϔラミガキ，内面は
口唇部が斜め方向のナデ，稜から下位は斜め方向のハケ
目による調整である。
　1428は短頸壺形土器の完形品である。口縁部は1427に
類似するがそれよりも立ち上がっており，頸部より下位

の胴部上部には３条の三角突帯が巡る。底部は安定した
平底である。器面調整は，外面の口縁部はϤコナデ，頸
部が斜め方向のハケ目と横方向を主とするϔラミガキ，
突帯より下位は縦方向を主とするハケ目と横主体のϔラ
ミガキで，内面が横あるいは斜め方向のハケ目による調
整が施されている。
　底部は基本的に安定した平底である。1429は若干上げ
底となるものであるが，厚みは極めて厚く安定性がある。
器面は外底から緩やかに立ち上がった後，開きながら胴
部へと繋がる。器面調整は，外面は斜め方向のハケ目調
整である。1430は外底からほぼ直線的に胴部へと立ち上
がる。器面調整は外面が横から斜め方向のϔラミガキ調
整，内面は幅の狭いハケ目による調整である。1431と
1432は外底から胴部への立ち上がりは1429に類似する。
器面調整は，1431が内外面ともに縦方向を主とするハケ
目調整，1432は外面のみであるが縦から斜め方向のハケ
目調整である。

ୈ���図　ୈ２ΤϦΞ౔２ث
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　ᾞ　ୈ３ΤϦΞの౔ثʢୈ���図ʙୈ���図ʣ
　1433 ～ 1453は甕形土器である。その中で，1433は完
形品，1434 ～ 1443は口縁部から胴部にかけて，1444と
1445は口縁部，1446は胴部，1447は胴部から底部にかけ
て，1448 ～ 1454は底部である。
　1433は胴部下部を若干欠くものの，胎土や色調，内外
面の調整痕などを総合的に判断し，底部を含めて推定復
元したものである。口径31㎝，器高3３.4㎝に推定復元で
きた。口縁部は極端に厚くはなく，均一的な厚みで割合
に長く，端部を若干凹ませている。器面調整は，外面の
口縁部下位，三角突帯までは横方向のハケ目とナデ，突
帯から底部までは斜めから縦方向のハケ目調整が丁寧に
施されており，内面の稜の下部には指頭痕が並び，それ
より下位には斜め方向のハケ目調整である。
　1434は口縁部の付け根を太くし，端部にかけては細め
に仕上げる。胴部には上部に４条の三角突帯が巡らされ
るが，稜の鋭さに欠けるとともに，厚みも均一ではなく
ややうねったように付されている。器面調整は基本的に
ハケ目調整であり，外面は口縁部から突帯までが横方向，
突帯より下位が縦方向を意ࣝした斜め方向，内面は横か
らやや斜め方向に付されている。胴部の膨らみは1433と
同様な形態をしており，何れも突帯を巡らせる部位付近
が胴部最大径となっている。このことから，口縁部へは
幾分すぼまって行くとともに，内面の稜が明確となって
いる。
　1434 ～ 1443の口縁部から胴部までの土器のうち，
1436と1437には１条の，1438 ～ 1442には３条の，それ
ぞれ三角突帯が付されるが，1443には付されていない。
口縁部の厚さは1437が薄く，1438と1441は極めて厚く，
それ以外は平均的な厚さである。また，付け根の大きさ
は1436と1438 ～ 1442が大きく，特に1438と1440，1442
はぼってりとしている。器面調整は横方向のナデ，ある
いは横または縦方向のハケ目調整が施されたものがほと
んどである。胴部の形状は，1441が極端に内傾化してい
るが，それ以外はそれほど胴部が膨らまず，緩やかなカー
ϒで底部へと向かうものである。
　1444は上記の口縁部と類似しているが，口唇部がやや
上方にカーϒしており，内面に内側への盛り上がりが見
られる。1445も口唇部がやや上方にカーϒしているもの
の，端部にかけては若干三角形状となるところがこれま
でのものと異なっている。胴部に向けてもやや張り気味
となり，少なくとも１条以上の三角突帯が付く。
　1446は割合に張り気味となる胴部であり，３条の三角
突帯が巡っている。稜は鈍く，突帯の形状もさまざまで
ある。器面調整は，外面の突帯より上部が横方向のナデ，
下部が斜め方向のハケ目調整で，内面は斜め方向のハケ
目である。1447は胴部下部から底部にかけてであるが，
充実した脚台はやや上げ底となり，器面調整は内外面と

もに縦あるいは斜め方向のハケ目調整である。
　1448 ～ 1454の底部のうち，1448 ～ 1451は充実した脚
台の底部が平坦あるいは若干上げ底となるもの，1452と
1453は明確に上げ底となるもので，底部の端部には凹み
は見られず，丸みを帯びたものとなっている。ୠし，底
部の厚みは1448 ～ 1451と変わりがなく，充実した脚台
となっている。それに対して1454のみは極端に大きな上
げ底であり，底部に厚みがないことから，古墳時代の成
川式に類似しているようにも感じられるが，鉢形土器で
あれば問題はないと思われる。
　1455 ～ 1467は壺形土器の口縁部，1468は頸部，1469
～ 1477は胴部下部を含む底部である。
　1455は短頸の壺形土器の口縁部で，内傾化した口縁部
が大きくすぼまり，直ぐに胴部へと大きく膨らんでいる。
基本的に横方向のナデまたはハケ目調整である。1456
～ 1467は外傾化した口唇部から長い頸部が内側にすぼ
まり，肩部付近で再び胴部に向かって膨らんでいくもの
である。内面の口唇端部またはそれよりやや下部に突
起が巡るものが見られる。口唇端部にあるものは1456，
1460，1463，1464，1467であり，やや下位にあるものは
1457，1461，1465，1466である。それ以外のものには見
られない。1456は外面が口唇部及び頸部上部は横方向の
ナデ，頸部は細かなハケ目，内面が横あるいは斜め方向
のハケ目調整で，部分的に指頭圧痕が見られる。1457は
外面が口唇部と頸部上端及び下端は横のナデ，頸部は斜
め方向のハケ目，内面は横方向のハケ目に指頭痕が残っ
ている。1458は外面が縦方向のナデ調整である。
　1459は外面が横方向のナデで，内面が横及び縦方向の
ナデ調整，1460は内外両面ともに横方向を基本とするナ
デ調整，1461は内外面に横方向のナデによって器面調
整がなされている。1462は内外面に斜め方向のハケ目，
1463は内外両面に斜め方向のϔラミガキ調整，1464は内
面にハケ目調整の痕跡がہ所的に残存している。
　本報告書では，破片の残存状態により口縁部の推定復
元を行ったが，直径20㎝に満たないものから35㎝近くに
及ぶものまでさまざまである。破片の残存の状態が円周
の１/２をӽすものは多くはなく，そのほとんどが１/
６～１/10程度のものであったことから正確性に課題が
あることは仕方のないことではあるが，実測作業におい
ては正確を期すためにٙ問のあるものは複数回行って径
を出したほか，ٙ問の大きなものは掲載することを取り
，めたものもある。それでも断面の掲載ばかりよりもࢭ
想定される直径の大きさをఏ示する方が良いと考えて，
可能な限り推定復元を行った。それނ，直径の大きさの
差異はそのまま個別の壺形土器の大きさの差異であると
捉えている。1466と1467は径を出すには至らなかった。
　1468は頸部で，外面は縦方向のϔラミガキによって器
面調整が細かくなされている。
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　1469は広い底を持つ壺形土器の底部である。外底は凹
凸が激しいものの，広いことから安定していると言える。
底部から胴部にかけては緩やかなカーϒを描きながら膨
らみつつ立ち上がることも，壺形土器自体が安定してい
ることの証にもなると考えられる。器面調整は，外面が
上部は斜め方向のハケ目，下部は縦方向のϔラミガキ，
内面は縦方向のハケ目調整が施されている。それに対し
て1470は胴部径に対して底部が狭く，外見上は安定性が
ѱいように感じられる。底部は厚く，充実したものとなっ
ている。底部から胴部にかけてはほぼ直線的に広がって
いる。器面調整は，外面が斜め方向のハケ目調整，内面
には指頭圧痕が残るが縦方向のハケ目あるいは斜め方向
のナデ調整である。
　1471は1469に類似しており，安定した平底から胴部へ
は膨らみながら立ち上がる。器面調整は，外面が斜め方
向のϔラミガキ，内面は斜め方向のハケ目及びϔラミガ

キにより調整が行われている。1472の底はそれほど広く
はないが，胴部にかけて低く大きく広がっていることか
ら，安定性はあったものと思われる。外面の器面調整は
縦・斜め方向のϔラミガキ調整である。
　1473も1469などに類似した形状を呈する。器面調整は，
外面が斜め方向のハケ目及びϔラミガキ，内面が斜めの
ハケ目調整により整えられている。1475は1472に類似す
る。底部は若干上げ底となる。器面調整は，外面が斜め
のϔラミガキである。外底にはハケ目の調整痕が残る。
　1476も1475に類似するが底部の中央部を欠損してい
る。器面調整は，外面が斜めのϔラミガキ，内面が斜め
及び横方向のハケ目調整である。1477はいくらか1469に
類似するものと考えられ，外面は斜めのナデ調整が施さ
れる。1474は底部に厚みのあるもので，床面から真っ直
ぐに立ち上がった後に，胴部に向かって広がってゆく。
内外両面に指頭痕が残る。
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　ᾟ　େܕᙈܗ౔ثʢୈ���図ʙୈ���図ʣ
　甕形土器の中でも大型のものを集めた。住居跡内から
出土したものや土坑から出土したものは，それぞれのと
ころで取り扱っているので，ここに掲載したものは，基
本的に遺構に伴わない，一般の包含層出土のものが基本
になる。
　1478はA－18区の土器が集中して出土した箇所の土器
を接合した結果，途中繋がらないところがあるものの色
調や胎土，焼成などを観࡯して総合的に判断した結果同
一個体と考えられる，ということでほぼ完形品として復
元したものである。口縁部の径が47.0㎝，復元高は55.0
㎝以上となった。口縁部は大きくʮくʯ字状に開き，口
縁部の下位約３㎝のところに体部に垂直に交わる３㎝弱
に及ぶ高さの突帯が貼り付けられている。口縁部から胴
部の中央部にかけてはほぼ真っ直ぐにつながり，そこか
ら底部にかけてゆっくりとすぼまる。底部は欠損するが，
図上で復元する限り，直径は10㎝程度と考えられる。器
面調整は，外面は突帯の上下がϤコナデ，胴部の中央部

付近は指頭痕がݦ著に残るものの縦方向のハケ目が部分
的に見られ，胴部の下部は斜め方向のハケ目あるいはナ
デ調整である。内面は口縁部下の稜の下位が指頭痕が若
干残り，ほかは横から斜めのハケ目，胴部には指頭痕が
広く残り，斜めのハケ目も下部ほどݦ著で，胴部下部は
指頭による調整と斜めのハケ目調整である。
　1479は胴部の下位以下を欠損するが，1478とは異なっ
たタイプである。口縁部が著しく肥厚し，内面への盛り
上がりも大きい。口縁部下に突帯が巡るが太く短いもの
である。突帯から胴部下部にかけては直ぐに少しずつす
ぼまっていく。つまり，胴部の最大径は口縁部下にあり，
極めて上部に位置していることになる。器面調整は，外
面は口縁部と突帯の間がハケで縦方向に調整されている
もののあまり明確ではない。突帯より下位は縦や斜め方
向の極めて丁寧なϔラミガキである。内面は，上部に指
頭痕が残るものの，全体的には横や縦方向のナデ調整を
行った痕跡が残るがそれほど明確ではない。
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　1480 ～ 1502は口縁部を中心に，一部胴部の上部まで
であり，1503 ～ 1511は胴部の突帯，1512は底部付近，
1513は底部である。
　1480と1482は口縁部から胴部の上部までの部位であ
る。1480は，割合に太く短い口縁部の下位には，同様に
太い突帯が付されている。突帯から胴部の中ほどへはす
ぼまらず，ほぼ真っ直ぐに下がっていく。器面調整は，
外面の口縁及び突帯は横方向のϔラミガキ，突帯よりも
下位は横や斜め方向のϔラミガキに一部横気味のハケ目
が見られ，内面は横方向のハケ目調整に，縦方向のϔラ
ミガキもࠞじる。1482は口縁が細く長く，突帯も細く長
いものである。口縁部から直ぐに胴部へとすぼまってゆ
く。器面調整は，外面が口縁部では指頭調整が行われて
おり，突帯よりも下位は横あるいは斜め方向のハケ目調
整，内面も斜めのハケ目調整である。
　1481と1483からは口縁部である。基本的に円周が１/
６以上となるものは復元径を算出し，それに満たないも
のは断面のみの掲載とした。1481は本体との付け根部分
が太く，先端に向けては急଎にすぼまっており，明確な
三角形状を呈する。器面調整は内外面ともに横方向を主
とするϔラミガキである。1483も本体との付け根部分が
太く，先端に向けても急଎にすぼまることはなく，台形
状を呈することになる。1484は口縁部の断面形が三角形
状を呈し，1485は四角形状となる。外面の器面調整は，
1484は横方向のハケ目調整，1485は横方向のハケ目に縦
方向のϔラミガキ調整である。
　1486と1487は口縁部はほぼ平坦であるが口唇部がやや
凹んでおり，1488には凹みは見られず平らである。1493
も1486に類する。それ以外の口縁部は，やや上向きから
明確な上向きとなっているものである。口縁部自体の長
さや形状，内面への盛り上がりの有無などさまざまな形
態が見られる。また，口縁部の体部との接合方法にもさ

まざまな種類がある。体部の上部にඃせるように接合す
るものが多いように思えるものの，体部の上部端部に横
に貼り付けるものも割合に多く見られる。口唇端部の凹
みの状況にも差異が見られ，深くて明確なものから極め
て浅いものまでいろいろなものが観࡯される。
　1503 ～ 1511は胴部に付された突帯である。この突帯
よりも上位には口縁部があったことになるが，破損して
欠損している。1503は下部に向けて膨らむ形状をしてお
り，突帯は貼り付け部が広く，先端がやや細い。高さも
それほど高くはない。器面調整は，外面が突帯上部が横
方向のハケ目，突帯よりも下位は縦及び斜め方向のナデ
調整である。1504は突帯の先端部がカーϒして上向きと
なるものである。器面調整は，内外面ともに横方向を主
体とするハケ目調整である。1505は突帯の貼り付け部が
広く，その割りに先端が細くなるもので，器面調整は内
面に一部指頭痕が見られるものの，横方向のハケ目調整
が主体となっている。1506の突帯も同様な形状であるが，
器面調整が，外面は横と斜め方向のナデ調整，内面は斜
め方向の指頭によるナデと考えられる。
　1507の突帯は若干上向きでカーϒを描いているために
凹んで見える。1508は1506と類似しており，1509は貼り
付け部が広く，高さも高いことから，非常に突き出した
突帯と考えられる。1510は1508に類似している。1511は
貼り付け部が大きく，先端はそれほどすぼまらずに高さ
が低いことから，1509とは対র的に極めて小さな突帯の
ように感じられる。
　1512は底部付近の胴部下部である。底部へのすぼまり
方が割合に急激ではあるが，底部自体はもう少し長さが
あると考えられる。
　1513は底部である。安定した平底で，胴部に向かって
は立ち上がりが急激である。
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　ᾠ　ೋࠥޱԑᆵܗ౔ثʢୈ���図ʣ
　口縁部の下部に，端部が同様な形状の突帯を巡らせて
口縁をもう一つ作ったような口縁部を持つ壺形土器の一
群である。口縁部下の口縁に似せた突帯にはさまざまな
形状のものが見られる。
　1514は口縁部下の突帯を下向きに取り付けた後，口唇
端部の位置とそろえるように外側に曲げたもので，口唇
部の端部の中央がやや凹んでいるのに対して，下部に取
り付けた突帯の方は凹んではおらず，ほぼ平らになって
いる。器面調整は，外面は横方向のハケ目の下部は縦～
斜め方向のϔラミガキである。また，内面は口縁部付近
は横方向のハケ目調整，その下位は斜め方向のϔラミガ
キである。1515は口縁部下の突帯を口縁部よりもやや短
くなるように若干斜め方向に取り付け，端部は口縁部と
同様に中央部をやや凹ませる。頸部には１条の三角突帯
が巡っている。器面調整は，外面は斜め方向のハケ目及
びϔラミガキ調整，内面は口縁部から頸部上部にかけて

は横または斜め方向のϔラミガキが見られ，それより下
位には指頭痕とともに斜め方向のナデ調整が見られる。
　1516は口縁部下の突帯を斜め下方向に短く付し，端部
はやや丸まっている。口縁部の端部よりもԞまっている。
器面調整は，内外面ともに横方向のナデ調整である。
　1517は口縁部下の突帯を斜め方向に口縁部よりも長く
突き出すように付しており，内面には横方向のϔラミガ
キ調整が見られる。1518は口縁端部よりも幾分太い突帯
を下方に貼り付け，端部をやや凹ませている。内面には
横方向のハケ目痕が見られる。1519の口縁部下には斜め
方向に短い突帯を付しており，端部を凹ませる。
　1520は口縁部下の突帯を口縁部よりも外側に張り出す
ように付しており，1521は逆に小さくԞまったように貼
り付ける。1522はやや上向きとなる突帯で，端部をઑり
気味に上げている。1523は口縁部端部よりも大きく突き
だしている。1522，1523ともに外面は横方向のナデ調整
である。
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　ᾡ　.ࣈ状ಥଳᆵܗ౔ثʢୈ���図・ୈ���図ʣ
　1524 ～ 1530は肩部または胴部にM字状の突帯を有す
る壺形土器である。これは，肩部あるいは胴部に四角形
の突帯を巡らせ，その突帯の中央部をやや凹ませている
ことから，アルフΝベットのʮMʯに類似した形状を呈
することから一般的にʮM字状突帯ʯとの呼称が用いら
れている。
　1524は２つの破片は接合こそできなかったものの，胎
土や色調，焼成などから判断して同一個体と判断された
ものである。肩部の上部及び下部に各１条ずつ，合計２
条のM字状突帯が巡るものである。口縁部にかけては大
きくすぼまり，胴部に向けては肩部下部からやや傾斜を
緩くしながら膨らんでゆく。器面調整は，外面は上の突
帯の上部は横方向のハケ目，下部の突帯の下方は横方向
のϔラミガキによって調整されており，内面は肩部に当
たることからであろうか指頭痕がݦ著に見られ，それに
ࠞじって，横あるいは斜め方向のハケ目による調整が見
られる。
　1525は頸部の上部に３条の三角突帯が巡っており，そ
れよりも下位の頸部の下部にM字状突帯が１条巡ってい
る。器面調整は，外面はM字状突帯をはさんで上下に横
方向のϔラミガキによる調整，内面は指頭痕が一部に残
るものの横方向のハケ目による調整が୎ӽして見られ
る。1526は胴部の上部から中央部に向かって４条のM字
状突帯がほぼ等間隔になるように巡らされており，器面
調整は，外面は突帯の間はすべて横方向のϔラミガキに
よる調整が行われており，内面は横あるいは斜め方向の
ハケ目調整である。
　1527も胴部の上部から中央部にかけてのものであり，
上の方から２条のM字状突帯，その下方には三角突帯が
巡っているように見えるものの，最下部の突帯の途中で
破片が割れていることから，これもM字状突帯の可能性
がある。内面の器面調整としては，斜め方向のハケ目調
整が観࡯される。1528は胴部上部に付されたM字状突帯
で，その下方からは破損している。
　1529も胴部上部に見られるM字状突帯であるが，下方
には突帯が剥離した痕跡が残ることから，この部分の突
帯も三角突帯ではなくM字状突帯であったことが想定さ
れる。器面調整は，外面の突帯の間は斜め方向のナデ調
整の上下の端を横方向のナデにより調整が行われてお
り，内面は斜め方向のハケ目による調整であるが指頭痕
が著しく残存している。
　1530は胴部の上部及び中央部に各１条のM字状突帯が
付されたものである。胴部は中央部付近で緩やかに膨ら
んでいる様子が見られる。内面の器面調整は，一部に指
頭痕が残るものの横～斜め方向のハケ目調整によってい
る。
　1531と1532は胴部の上部と底部であるが，胎土や焼成，

色調などから総合的に考えて同一個体と判断されたもの
である。胴部の最大径付近に２条の突帯が巡っており，
上が低い三角突帯，下がやや高いM字状突帯となってお
り，これほど接近したところに２条の種類の異なる突帯
が付されたものは幾分௝しい。底部は若干上げ底となる
ものの安定した平底となっており，底部から胴部にかけ
ては急激に広がっており，上方の胴部と併せて考えたと
き，全体的な高さの割に胴部が大きく膨らむ壺形土器と
言うことができよう。器面調整は，外面は突帯の上部は
ハケ目による斜めあるいは横方向の調整，底部は斜め方
向の指頭による調整であり，内面は胴部には指頭痕がݦ
著に残り，底部も同様に指頭による調整が主である。
　1533は胴部に２条のM字状突帯の見られるもので，内
面の調整は横方向のハケ目調整である。
　1534 ～ 1552はM字状となる突帯部分を集めたもので
ある。突帯の幅はそれほど変化は見られないものの，高
さや端部の形状には幾分変化が見られる。また，器面調
整にもハケ目によるものからϔラミガキ，ナデ，指頭調
整によるものなど，いろいろなタイプが見られる。
　1534は，外面は横方向を主体とするハケ目，内面は指
頭調整と斜め方向のナデ，1535は外面は各方向のハケ目
調整，内面は指頭調整と斜め方向のハケ目調整，1536は
外面は主に縦方向のϔラミガキ，内面は斜め方向のハケ
目調整である。
　1537も1536と類似するが外面のϔラミガキの方向が横
方向である。1538の外面は1537と類似するものの，内面
は指頭調整とナデ調整である。1540は外面は横方向のナ
デ調整，内面は斜め方向のナデ調整に指頭痕も残ってい
る。1542は外面は縦方向の指頭調整と横方向のϔラミガ
キによる調整，内面は指頭痕が残る中に，斜め方向のハ
ケ目による調整がなされている。
　1543は外面はϤコナデ，内面は指頭調整と斜め方向の
ナデ調整，内面は指頭調整と横方向を主体としたナデ調
整，1544は内外両面ともにナデ調整である。1546は外面
には横方向の指頭による調整痕が残るほか，横方向のナ
デ調整も見られ，内面は斜め方向のハケ目による調整が
見られる。
　1551は，外面は横方向のϔラミガキによる調整，1552
も同じく横方向のϔラミガキによる調整によって器面が
整えられている。
　突帯の高さで見てみると，1531，1537，1545，1546，
1549，1552は高く，1533，1535，1538，1539，1543，
1544，1547，1548，1550，1551は低いと言えよう。それ
以外のものは一般的な高さを持つものと言えると考えら
れる。
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ୈ���図　̢ࣈ状ಥଳᆵܗ౔̍ث　

����

����

����

����

����

����

����

������������������������������������������������DN



322

ୈ���図　̢ࣈ状ಥଳᆵܗ౔２ث　
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　ᾢ　ೋࠥޱԑྨࣅᆵܗ౔ثʢୈ���図ʣ
　二叉口縁壺形土器に類似しているが，口縁部の直ぐ下
位に小さな突帯を巡らせて二叉口縁状に見せている壺形
土器である。二叉口縁の壺形土器との大きな違いは，口
縁部直下に極めて小さな突帯を巡らすことで，一体と
なった口縁に見えるものであることである。この中には，
口唇端部に細かな縦の刻みを有するものや，口縁部の直
ぐ外側に突帯を巡らすことで二重の口縁に見せるものな
どがあるが，口唇部に重ねて突帯を巡らせたものや，内
面に低い突帯を巡らせたものも，ศٓ上，この類に入れ
てある。
　1553は外面に向けた開きの大きな口縁部の直下に突帯
を巡らすことで二重口縁としたもので，上下の双方の口
唇部に縦方向の細かな刻みを付している。
　1554は1553と同様な位置に突帯を巡らせているが，刻
み目は付さない。1555も同様であるが，突帯の位置が口
縁部に接しており，どちらかと言うと二重には見えず，
垂れ下がったような口縁部に見える。

　1556はほぼ直立した口縁部の外面のやや下位に突帯を
巡らせたもので，口唇部は中央部が明確に凹んでいる。
器面調整は，外面は突帯の下部はϤコナデ及び斜め方向
のϔラミガキ，内面は口縁上面を指頭調整している。
　1557は口縁部の端部がઑり気味であり，そのすぐ下部
に鈍い稜を持つ突帯を巡らせていることから，口縁部の
中央部が凹んだ１つの口縁部に見える。内面の器面調整
は，斜め方向のϔラミガキによっている。1558は角張っ
た口唇部の直下に接して三角形の突帯を付しているもの
で，二叉口縁には見えにくいきらいがある。1559は端部
が少し丸まった口縁部の下部に，少し離れて突帯が巡っ
ていることによって，明確な二重口縁になっている。
　1560は口縁部の端部に突帯が৐っかったようになって
いる。1561は口縁部下位の突帯が破損している。1562は
直立気味の口縁部端部の下位に突帯が巡っているが，そ
の突帯には刻み目が施されている。1563は突帯の部分が
欠損している。1564は内面に低い突帯が巡るが，口縁部
の端部は欠損している。

ୈ���図　ೋࠥޱԑྨࣅᆵܗ౔ث
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　ᾣ　ಛघᆵܗ౔ثʢୈ���図ʣ
　頸部近くに三角形の突帯を数多く巡らせるものを中心
として，一部に球形をなすような器形の壺形土器を掲載
した。頸部近くに三角突帯を巡らす壺形土器は山ノ口式
土器に普遍的に見られるものであるが，ここでは頸部か
ら胴部にかけて急激に膨らむとともに，胴部の最大径を
有する部分からまた急激に底部に向かってすぼまること
で，極端な中膨らみを持つ壺形土器を念頭に分類した。
　1565は胴部の中央部と底部へと向かう下部が接合して
いるわけではないが，胎土や焼成，色調などからצҊし
て同一個体と想定したものである。頸部は極端にすぼま
ることから長頸の壺形土器と考えられ，三角突帯が６条
巡らされている。最も膨らんだ胴部の中央にはM字状突
帯が１条巡っており，その胴部最大径を示すところから
急଎にすぼまって底部へと繋がっていると考えられる。

底部はある程度広いものと考えられ，割合に安定した平
底と想定される。器面調整は，外面は三角突帯の下部は
横方向のϔラミガキ，M字状突帯のすぐ上部は横方向，
三角突帯との間は縦方向のϔラミガキによる調整が行わ
れ，内面は上部に指頭による調整，下部には横方向のハ
ケナデによる調整の痕跡が見られる。
　1566及び1567は肩部で，３～４条の三角突帯が巡って
いる。外面の器面調整は横方向のϔラミガキ，1566の内
面は指頭による調整である。
　1568及び1569も肩部の破片で，内面は両方ともに指頭
調整が見られる。
　1570は球形を呈する壺形土器の胴部で，内面の調整は
中央部は指頭による調整，上部はハケ目調整，下部はハ
ケナデによる調整である。

ୈ���図　ಛघᆵܗ౔ث　
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　ᾤ　֖ܗ౔ثʢୈ���図ʣ
　1571 ～ 1581は蓋形の土器である。口縁部の形状は壺
形土器と類似しているが，口唇端部が甕形土器の本体と
接触していたことから幾分βラβラしていたり磨໣して
いたことが，壺形土器の口縁部とは基本的に異なってい
る。
　1571は口縁部の端部に二叉口縁に見えるように突帯様
にܧぎ଍し，蓋として機能する端部以外の部分には，そ
の先端部に短い縦方向の刻みを施している。それによっ
て，いよいよ二叉口縁状を呈するようになっている。器
面調整は，口縁部より上位は縦方向のϔラミガキ，内面
は端部が横方向，それより上位は斜め方向を主とするϔ
ラミガキによって調整されている。
　1572も1571と同様な作りのものである。甕形土器の口
縁部と接する端部以外には若干斜め方向の短い刻みが施
されている。内面の器面調整は横方向のハケ目調整であ
る。
　1573もこれらに類似するが，1571及び1572と異なる点
は甕形土器の口縁部と接する端部にも斜め方向の短い刻

みが施されていることである。口縁部の最も上部の刻み
は鋭く斜め方向に刻まれており，ٕज़的には口縁部全体
の端部に向かって上方から下方に同時に刻みを施してい
る印象を受ける。
　1574は口縁部の上方に１条の突帯を巡らせ，その端部
にのみ斜め方向の短い刻みを施している。
　1575も1574と同様な製作方法がとられており，口径を
復元したところ，非常に小型となった。1576も非常に小
型の蓋型土器で，製作方法などは1574や1575とほぼ同様
と考えられる。1578 ～ 1580もこれらと類似している。
ただ，刻みを施している場所に，少しずつ形状が異なっ
ている点が見られる。1578と1579は1571や1572と類似し
た刻みが施され，1580は1575や1576と類似していると言
える。
　1577及び1581には突帯を巡らせておらず，二叉口縁と
は異なった蓋型土器である。口縁部の端部の形状はそれ
ぞれ異なっている。1581は内外面ともにナデ調整によっ
て器面が整えられている。

ୈ���図　֖ܗ౔ث
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　ᾥ　খܕᙈܗ౔ثʢୈ���図・ୈ���図ʣ
　1582 ～ 1637は小型の甕形土器である。小型としたの
は，概ね口縁部の直径が20㎝程度以下のものとしたが，
厳密な仕分けを行ったわけではない。口縁部の破片など
を観࡯して，一般的な甕形土器よりも小さい印象を受け

たものは，この範ᙝに入れてある。また，鉢形土器との
区別は，外面にススが付着しているもので煮炊きに使用
したと考えられるものを，基本的に甕形土器とした。
　1582 ～ 1599は口縁部の直径が復元できたもので，
1600 ～ 1622は径を出すに至らなかったものである。

ୈ���図　খܕᙈܗ౔̍ث　
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1582は口縁部がʮくʯ字状となるもので，内面に向かっ
て明確な稜が見られる。器面調整は，外面は口縁部の下
部は指頭による調整が行われ，頸部付近は横方向，それ
より下位は斜め及び縦方向のハケ目調整，内面は稜より
下位は斜め方向のハケ目調整である。外面の胴部中央部
付近には籾痕と見られる痕跡が残る。
　1583もʮくʯ字状を呈するものであるが，内面の稜は
それほど明確ではない。器面調整は，外面は頸部下部が
横方向のナデ，胴部は斜め方向のハケ目調整，内面は指
頭調整と斜め方向のハケ目調整である。
　1584はʮくʯ字状の口縁部よりも下位の胴部が大きく
膨らむことから，成川式土器の範ᙝに入る可能性がある。
　1585は内面の稜が割合に明確であり，内面は斜め方向
のハケ目調整により整えられている。1586は口縁部が厚
く，逆L字状を呈する。1587は外面は斜め方向のハケナ
デ，内面は斜め方向のハケ目調整である。1588は外面は
頸部付近はϤコナデ仕上げであり，内面も横と斜め方向
のナデ調整。1589は内面に向かって稜が大きく張る。　
　1590は口縁部がうねったようになっており，内外両面

とも主に横方向のハケ目調整，1591は両面ともに横方向
のハケナデによる調整，1592は外面が横方向のハケナデ
と斜めのハケ目，内面は横及び斜め方向のハケ目調整で
ある。1594は外面は横のナデ，内面はやや斜め方向のハ
ケナデ，1595の内面は横及び斜め方向のナデ，1596は外
面は横及び縦方向のハケナデ，内面は斜め方向のハケナ
デにより器面が整えられている。1597の内面には指頭に
よる器面調整の痕跡がݦ著に残る。1603は口縁部の内外
面に著しい指頭痕が残っている。また，1604 ～ 1622を
含めて，口縁部や端部の形状はさまざまである。
　1623 ～ 1625は胴部～底部にかけての部分，1626 ～
1637は底部である。1623は胴部が段状となっており，内
外面に斜め方向のナデ，内面に指頭調整が残る。底部の
形状もさまざまであるが，基本的に充実した脚台を持つ
ものが多い。ただ，底部の接地面は上げ底となるものの
ほかに，凸状となるものも見られ，安定性にやや難があ
る。その中でも1629は中央部が大きくඈび出しており，
非常に不安定な状況である。外面は斜め方向のハケ目調
整及びハケナデによって調整が行われている。

ୈ���図　খܕᙈܗ౔２ث　
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　⁪　খܕᆵܗ౔ثʢୈ���図ʣ
　小型の壺形土器のうち，1638 ～ 1645は一般的な壺形
土器の口縁部から胴部にかけて，1646 ～ 1649は二叉口
縁の壺形土器の口縁部，1651と1653は突帯を有する胴部，
1650は球形を呈する壺形土器，1652 ～ 1665は底部であ
る。
　1638は逆L字状となった口縁部が大きく反りฦってい
るもので，内面には不明瞭ながら稜が見られるものであ
る。
　1639 ～ 1642は山ノ口式の壺形土器に特徴的なものの
口縁部である。外面に向けて口縁が垂れ下がっており，
内面には明確な稜を有している。1639は口縁部下位の頸
部に横方向のナデ調整が見られ，内面は指頭調整が残る
とともに横方向のハケ目による調整の痕跡が残ってい
る。
　1643は短頸の壺形土器の口縁部から胴部にかけてであ
るが，口縁部の端部は欠損している。器面調整は，外面
は不明瞭な指頭調整に加えて横方向のϔラミガキによる
調整が行われており，内面は明確な指頭調整と横方向の
ハケ目調整が行われている。
　1644は頸部から胴部の上部にかけてである。すぼまっ
た頸部から胴部にかけては直ぐに大きく張り，それより
下位は઴次底部に向けて緩やかにすぼまる。器面調整は，
外面は横方向のナデ，内面は横方向の指頭調整とナデ調
整である。
　1645も頸部から胴部上部にかけての破片であるが，す
ぼまった頸部から徐々に開きながら胴部に向かうととも
に，口縁部に向けても同じような傾斜で広がってゆく。
器面調整は，外面の頸部よりも下位は縦方向のハケ目調
整が見られ，内面は縦方向の指頭調整の痕跡が残ってい
る。
　1646 ～ 1649は二叉口縁の壺形土器の口縁部であるが，
口縁部の下位に巡らせた突帯の形状や張り出す長さなど
には差異が見られる。
　1646は口縁部下の突帯の先端がઑっており，口縁部の
端部よりも前方に張り出している。
　1648も口縁部の端部よりも前に張り出すものの，端部
の形状は口縁部端部と同様に四角形を呈し，その中央部
はやや凹んでいる。内面は横方向のハケ目調整によって
整えられている。
　1649も四角形状を呈しており，張り出し自体は短いも
のの，口縁部の傾きが1648よりも起きていることから突
帯が張り出して見えている。

　1647は内面に向けては大きく張り出すものの，口縁部
の端部が欠損している。
　1651と1653は胴部最大径付近に三角突帯を巡らすもの
で，1651が３条，1653が２条の突帯が付されている。双
方ともにそれぞれ口縁部と底部に向かう傾斜が大きいこ
とから，胴部径に対して高さの小さい長頸の壺形土器と
考えられる。
　1650は頸部から大きく膨らむ胴部を持ち，底部にかけ
ては大きなカーϒを描きながら丸底の底部へと至る壺形
土器である。頸部から口縁部にかけては大きく開いてゆ
くと考えられる。器面調整は，外面は横及び斜め方向の
ハケ目による調整の後で，縦方向のϔラミガキによる調
整が行われており，内面は指頭調整の後，斜め方向や横
方向のハケナデまたはハケ目調整によって仕上げられて
いる。
　底部にもさまざまなタイプが見られる。
　1652 ～ 1655は安定した平底の底部から胴部に向けて
大きく広がりながら，ほぼ直線的に開いてゆくものであ
る。器面調整は，1652は外面は斜め方向のハケ目調整で
内面は指頭調整及びハケナデ調整，1655は内面が指頭調
整によって整えられている。
　1656は極めて不安定な平底を有するもので，水平に近
いような広がり方で胴部へと向かう。
　1657と1658は割合に厚手の底部で，胴部に向かっては
それほど広がらずに立ち上がってゆく。1657の器面調整
は，外面は指頭調整及び横方向のハケ目調整である。
　1659 ～ 1665は厚手の底部で，底部から一୴真っ直ぐ
に立ち上がり，その後，横に開きながら胴部へと向かっ
てゆくものである。
　1659は内面が横方向のナデ調整，1660は外面が横方向
の指頭調整と斜め方向のハケ目調整，内面は斜め方向の
指頭調整及びハケ目調整である。
　1661は外面は斜め方向のハケ目調整，内面は指頭調整
である。
　1662 ～ 1665は底部の中央部が周辺よりもやや厚く
なっていることから，幾分不安定であると言えよう。
　1662は外面を縦及び斜め方向のハケ目調整が行われて
おり，内面も同様である。
　1663は外面は縦方向の，内面は横方向のそれぞれハケ
目調整である。
　1664の外面は横方向のハケ目調整，1665は外面は指頭
による調整が行われている。
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ୈ���図　খܕᆵܗ౔ث
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ୈ���図　খܗുܕ౔ث
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　⁫　খܗുܕ౔ثʢୈ���図ʣ
　小型の鉢形土器のうち，1666 ～ 1685は口縁部から胴
部にかけての部分，1686 ～ 1692は胴部から底部にかけ
ての部分，1693 ～ 1699は底部である。
　1666 ～ 1680は口縁部が肥厚したり甕形土器のような
௳を持たず，また壺形土器や蓋形土器のように刻みを持
たないものである。胴部からほぼ真っ直ぐに，あるいは
やや傾斜を持ちながら口縁部へと繋がるもので，端部は
四角く角張っているものが多いが，中には1669のように
ઑり気味となるものや，1674・1676のように丸みを帯び
るもの，1677・1679のように内側に面取しているものや
1678・1680のように外側に面取しているものなどいろい
ろなバリΤーシϣンが見られる。
　1666 ～ 1668は胴部からほぼ真っ直ぐに立ち上がるも
のである。器面調整は，1666は外面が縦方向のハケ目
調整，内面は斜め方向のハケナデ調整が行われており，
1667は内外両面にハケナデを主として指頭による調整や
ハケ目による調整の痕跡が見られ，1668は両面に指頭調
整，外面にナデ調整，内面にナデ調整が行われている。
　1669は口唇端部に凹凸があり，きれいには整えられて
いない。器面調整は，内外両面とも指頭による調整と斜
め方向のハケ目調整である。
　1670と1671は同様な傾きを持つ口縁部で，端部は何れ
もほぼ平坦である。器面調整は何れも指頭による調整を
主とするものの，1671の外面はそれに斜め方向を主とす
るハケ目調整が加わる。
　1672と1673も同様な傾斜を持つが，端部は何れも若干
凹み，横方向を主とするハケ目あるいはハケナデ調整に
よって器面が整えられている。
　1674と1675も口縁部の傾きは同様であるが，端部の形
状が1674が丸みを帯びているのに対して1675はやや角
張っていることと，器面調整が1674は外面が横方向，内

面が斜めのハケ目調整，1675が指頭による調整と大きく
異なっている。　
　1676は口縁部がやや端反りとなっている。1677は両面
ともに縦あるいは横方向のハケ目調整により整えられて
いる。1678は非常に小さな鉢形の土器で，外面が縦方向
のϔラミガキ，内面が指頭調整と縦方向のハケナデで調
整が行われている。
　1682は甕形土器のような口縁部をしており，器面調整
は横方向のϔラミガキ，1683は指頭調整に外面が縦方向
のハケ目，内面が横方向のハケナデである。
　1681・1684・1685は口唇端部に細かな刻み目を持つ。
　胴部から底部にかけても形状や器面調整が異なる。底
部は基本的に厚く，1693と1694は外に向けて張り出し，
1694や1696 ～ 1698は張り出さない。1699は大きく外に
張り出すとともに，ͻときわ高くなっており，脚台状と
言えよう。

　ᾥᾞ　௕ᰍᆵܗ౔ߴ・ثᆀʢୈ���図ʣ
　1700 ～ 1702は長頸の壺形土器，1703 ～ 1710は高坏で
ある。
　1700と1701は長頸の壺形土器の口縁部であり，端部は
若干開いてくる。1700は外面は縦方向のナデ，内面は横
方向の指頭調整が見られる。端部の形状は，微妙に異
なっている。
　高坏のうち，1703 ～ 1709は脚部，1710は坏本体の下
部である。
　1703は坏本体と脚の取り付け部分で，段を有する。
1704 ～ 1707は突帯を有することから，1703と同様に取
り付け部分と考えられる。1706には突帯に刻み目を施し
ている。1710は内面の器面調整はハケ目による調整を
行っている。

ୈ���図　௕ᰍᆵ・ߴᆀ
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　ᾥᾟ　୮ృ౔ثʢୈ���図ʣ
　1711 ～ 1726は丹塗の土器を集めたものである。1711
は鉢形土器，1712 ～ 1725は壺形土器，1726は高坏である。
　1711は鉢形土器の口縁部である。両面に丹が塗られて
おり，口縁部から胴部へはほぼ真っ直ぐに下りた後，底
部へは緩やかなカーϒを描きながらすぼまっている。内
外面ともに丹が剥離した部分が多く，ই状となっている。
　1712 ～ 1714及び1723は口縁部である。1712は逆L字
状の口縁部で，内外両面に丹が塗られているが，剥離も
著しくই状となっている。1713はラッパ状に開く口縁部
で，端部はやや丸まっている。内外面ともに丹が塗られ
ているが，特に内面で剥落が激しく，ই状となっている。
　1714は須玖式土器の壺形土器の口縁部で，ラッパ状に
大きく広がり，端部は中央部がやや凹んでいる。内外両
面に丹が塗られているほか，内面には６条ほど内側に向
かって҉文が描かれている。1723は袋状口縁の壺形土器
の口縁部であり，本遺跡からの出土品としては極めて௝
しいものと言える。内外両面に丹が塗られている。この

口縁部よりも下位は細長い頸が付くと考えられる。
　1715 ～ 1720は胴部付近である。そのうちの1715 ～
1719には突帯が巡っている。1715 ～ 1718は三角突帯，
1719はM字状突帯である。1715は頸部の下位，胴部の上
部に三角突帯が巡っている。丹の剥落はそれほど激しく
はないものの，突帯には欠損が見られる。1716は頸部の
直ぐ下位に巡らされた突帯で，外面は横方向を主とした
ϔラミガキによって調整されている。1718は肩部に２条
の三角突帯が巡っている。1719はM字状突帯が胴部の最
大径を測る部分に巡らされている。1720は胴部であるが
突帯は巡らされていない。外面の器面調整は部分的では
あるが横及び斜め方向のϔラミガキ調整の跡が残る。
　1721は底部付近，1722，1724，1725は底部である。何れ
も平底であるが，1722は底部から胴部に向かっては直ぐ
に大きく広がっており，やや安定性に欠けるڪれがある。
1724と1725は安定した平底である。
　1726は高坏の脚部であり，外面は縦方向を主とするϔ
ラミガキで器面が調整されている。
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　ᾥᾠ　ಛघ౔ثʢୈ���図ʣ
　1727 ～ 1732は特殊な器形の土器及び粘土塊である。
特殊な器形の土器については，最終的に鉢形土器あるい
は壺形土器としてとらえられるのであるが，一般的なそ
れぞれの土器の器形とは大きく異なっていることから，
特別に分離して掲載した。
　1727と1728は鉢形土器であるが，２点とも中空となっ
ている脚台がつくものである。
　1727は鉢形土器の脚台が中空となるとともに，６か所
に長楕円形と考えられる透かしを入れている。底の方か
ら見ると，脚部の途中で折損しているために，柱状と
なった脚台の本体部分と，ܺ間状となった部分が交互に
並んでいる状況が観࡯される。鉢の体部は大きく広がっ
ており，先端部も欠いている。器面調整は，外面は縦方
向のハケ目調整，内面は同じく縦方向のϔラミガキ調整
である。
　1728も鉢形土器の脚部で，充実した脚台の底部は中空
となっている。底部の端部は大きく外へと張り出してお

り，極めて安定性が良いものと考えられる。鉢の体部と
の付け根部分には鉢巻きのような突帯が巡っている。
　1729は本体と脚部の付け根の部分と考えられるが，鉢
形土器であるのか高坏であるのかは不明瞭である。た
だ，脚部の下方に向かう傾きは，ほぼ直線的に下りてい
くことから，高坏の可能性が高いと思われる。これにも，
1728と同様に付け根の部分に突帯が巡っている。形状
は，明確な三角突帯である。
　1730と1731は須玖式土器の壺形土器の口縁部と考えら
れる。２点とも平べったい口縁部の端部には凹みが見ら
れ，傾斜もほとんど水平に近い。1730の外面の調整は，
端部付近では横方向のハケ目調整，それよりも本体に近
い側は横方向のϔラミガキ調整が施されている。
　1732は粘土塊である。平べったいもので，かつ，部分
的に折損している状況が見てとれる。両面ともに指頭痕
が見られ，手のͻらに入れた粘土の小さな塊を平らにな
るように握ってできたような形状である。

ୈ���図　ಛघ౔ث
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　ᾥᾡ　ࣃڒจ・௜ઢจ・۳ඳ೾状จʢୈ���図ʣ
　1733 ～ 1746は土器の口縁部や頸部，胴部などに施さ
れたいろいろな文様を集めたものである。
　1733と1734は口縁部に描かれた沈線で，1733は甕形土
器の口唇部に縦方向（口縁部の端部から内面方向）に６
本の沈線が焼成後に刻まれている。線の間隔は等間隔で
はなく，ばらばらである。1734は壺形土器の口唇部にڒ
。文が焼成後に刻まれているࣃ
　1735は壺形土器の頸部から肩部にかけて焼成前に櫛で
描かれた波状文である。頸部には横方向の直線文，その
下位に波状文，次に直線文，波状文のॱで施されている。
　1736は鉢形土器の口縁部から胴部にかけて施された横
方向の直線とその間に刻まれた短沈線である。口縁部の
端部など非常に特異な形状をしており施文も特異である。

　1737は高坏の脚または鉢形土器の脚部である。中空の
脚の中ほどに矢羽根状の透かしがあり，その上部に横方
向の沈線が４条巡っている。
　1738は壺形土器の肩部に櫛により波状文が施されてい
る。1739も壺形土器と考えられるものの肩部に横方向に
８本ほどの沈線が施されている。
　1740 ～ 1745は壺形土器の口縁部の口唇部に横方向（口
縁部の縁に沿って）に施された沈線で，７～２本の沈線
である。山ノ口式の壺形土器の口縁部の形状と同様では
あるが，口唇部に沈線を巡らせたものは下部が上方に持
ち上がり気味となっている。
　1746は甕形土器と思われるものの外面に描かれた沈線
で，６本の沈線で木のような大きく開いているもののよ
うに思える。
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　ᾥᾢ　ख፻Ͷ౔ث・೺ख・ઠ޸౔ثʢୈ���図ʣ
　1747 ～ 1750は手捏ね土器，1751 ～ 1755は甕形土器の
把手，1756 ～ 1758は口縁部に空けられた孔のある穿孔
土器である。
　手捏ね土器のうち，1747・1748は鉢形土器を模฿した
もの，1749・1750は壺形土器をまねたものである。
　1747は底部が安定しており，口縁部に向かっては徐々
に開きながら繋がる。1748は完形品であるが，1747と形
状がよく類似している。1749と1750は何れも底部である
が，平底を表現しているものと思われる。
　1751 ～ 1755は甕形土器の口縁部に取り付けられた把
手で，上下から指で押さえることで取り付けを行った結
果，指頭痕がݦ著に残っている。
　1751は口縁部にさやえんどうのような形状に貼り付け
られた把手であり，指頭によりつまんで引っ張るように
取り付けられたことから明瞭な指頭痕は残らず，横方向
に長く凹んでいる様子が観࡯される。

　1752と1753は上下に指頭痕がݦ著に残っており，粘土
紐を口縁部にあてがった後，上下からつまんで貼り付け
た状況が見てとれる。
　1754は把手の端部が欠損しているもので，口唇部に指
頭痕が若干残るものの，その後ナデなどにより整えられ
ている。
　1755は小型の甕形土器の口縁部に取り付けられた把手
で，上下ともに指頭痕が残っている。
　1756 ～ 1758は口唇部に孔が空けられているものであ
る。
　1756は口唇部のほぼ中央に口縁から胴部に向けて，傾
きに沿って空けられた孔であるが，途中で折損している。
　1757も同様であるが，口縁部が体部から剥がれてお
り，それを考慮すると1756と同様に，口縁から胴部に向
けて傾きに沿って孔が空けられていると考えられる。
　1758は口唇部の端部が孔のあるところから折損してい
る。孔は２個観࡯される。

ୈ���図　ख፻Ͷ౔ث・೺ख・ઠ޸౔ث
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　ᾥᾣ　໮ࠟ౔ث・૲の࣮ѹࠟ౔ثʢୈ���図ʣ
　1759 ～ 1774は稲の籾の圧痕土器並びに草の実等と思
われる圧痕の土器を集めたものである。そのうちの1759
～ 1763と1766は籾痕，1774は木の実の圧痕，それ以外
は草の実と考えられる圧痕が残る土器である。
　1759は胎土にۚӢ฼や砂ཻが大量に含まれ，焼成も良
くないことから弥生時代以前と考えられる土器の内面に
残る籾痕で，長さ４ᶱ，幅は２ᶱである。ے状の線が見
られる。縄文時代後期に૎る可能性があるものの，小片
で器面に特色が見られないため形式等は不明である。
　1760は弥生時代中期のʮくʯ字状の口縁部を持つ甕形
土器の口唇部に残る籾痕である。長さ５ᶱ，幅は３ᶱで
ある。ے状の線が見られる。
　1761は甕形土器の胴部外面に残る籾痕で，長さ４ᶱ，
幅は２ᶱで，ے状の線が見られる。
　1762は甕形土器の胴部外面に残る籾痕で，長さ５ᶱ，
幅３ᶱで，ے状の線が見られる。
　1763は甕形土器の胴部外面に残る籾痕で，長さ６ᶱ，
幅は2.５ᶱで，ے状の線が見られる。
　1766は甕形土器の口唇部に残る籾痕で，長さ６ᶱ，幅
は３.５ᶱで，ے状の線が見られる。
　1764は甕形土器と思われる胴部の内面に残る草の実と

考えられるもので，長さ４ᶱ，幅３ᶱで円形をしている。
深さも３ᶱほどあることから，球形の種実と考えられる。
1765は甕形土器の胴部内面に残る草の実と考えられる痕
跡で，長さ4.5ᶱ，幅３.5ᶱで，円形に近い形状をしてお
り，深さは２ᶱほどであることから球形に近い形状であ
ろう。
　1767は甕形土器の胴部内面に残る草の実様の痕跡で，
長さ６ᶱ，幅2.5ᶱで，長方形状をしている。深さは
１ᶱ程度で，平べったい形状である。1768は甕形土器の
口唇部に残る草の実様のものの痕跡で，長さ８ᶱ，幅４
ᶱの長方形状をしており，深さ2.５ᶱほどで円柱状を呈
していると言える。ے状の線が見られる。
　1767は壺形土器の胴部外面に残る草の実と考えられる
痕跡で，長さ４ᶱ，幅2.5ᶱの台形状で，深さは２ᶱほ
どでややઑり気味である。全体形状は，断面が四角っΆ
い先のઑった形と考えられる。1770は甕形土器と考えら
れる胴部内面に残る草の実様の痕跡で，長さ６ᶱ，幅は
３ᶱの長方形状をしており，深さは2.５ᶱほどの円柱状
であるが，先端はઑっている。1771は甕形土器と考えら
れる胴部外面に残る草の実様のものの痕跡で，長さ６ᶱ，
幅４ᶱの楕円形をしており，深さ２ᶱで全体は楕円形で
先端がઑった形である。1772は甕形土器と考えられる胴

ୈ���図　໮ࠟ౳౔ث
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部内面に残る草の実様の痕跡で，長さ４ᶱ，幅３ᶱ，深
さ１ᶱで平べったい円形，1773は長さ４ᶱ，幅３ᶱ，深
さ２ᶱでやや球形で甕形土器の胴部外面にある草の実の
痕跡である。1774は甕形土器の胴部外面にある痕跡で，
長さ７ᶱ，幅４ᶱ，深さ２ᶱとやや大きいことから木の
実と考える。

　Π　౔੡඼
　ᾜ　౔੡ޯۄʢୈ���図ʣ
　1775 ～ 1777は土製の勾玉である。
　1775は大型の土製勾玉の頭部から胴部にかけての部分
であり，丁字頭となっている。頭部の上面は平たく作ら
れており，穿孔されて表現されている目に向かって４本
の溝が刻まれている。尾部は欠損している。残存部の長
さは３.2㎝，最大幅は2.8㎝，最大厚さは2.0㎝である。
全体を丁寧なミガキによって器面調整がなされており，
色調はԫ׊色で，丹により୶׊色に塗࠼されている。焼
成は良好である。
　1776は大型の土製勾玉の尾部である。色調は明׊色を

呈しており，丁寧なミガキによって器面調整がなされて
いる。残存部の長さは2.５㎝，最大幅は2.7㎝，最大厚さ
は１.９㎝である。焼成は良好である。
　1777は小型の土製勾玉で，完全品である。頭部の上面
は平たく作られているが，丁字頭とはなっていない。長
さは2.4㎝，最大幅は1.５㎝，最大厚さは0.9㎝である。
色調は੺׊色を呈しており，全体は丁寧なミガキによっ
て器面調整がなされている。焼成は良好である。

　ᾜᾜ　౔੡Ճ޻඼ʢୈ���図ʙୈ���図ʣ
　土器を打ち欠いて作られた円形あるいは楕円形の形状
をした加工品である。その形状から，通称〝メンコ〟と
呼ぶこともあるものである。
　1778 ～ 1856は円形，1857 ～ 1927は楕円形を基本形と
するものとして分類した。一般的に，ススの付着が見ら
れることから，甕形土器を材ྉとして打ち欠き，円形ま
たは楕円形になるように加工して製作されているようで
ある。中には，大型の甕形土器を材ྉとして用いている
ものも見られる。
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　1778 ～ 1856は円形を基調とする一群である。1778及
び1779は縄文時代後期の土器を用いたものである。本来
は，縄文時代後期の遺物として取り扱うべきであるが，
ここで一括して掲示してある。1779の外面に割合に幅の
広い直線的な沈線が見られることから，おそらく指宿式
土器を材ྉとして製作されているようである。
　弥生時代中期の土製加工品のうち，1780 ～ 1835は一

般的な大きさのもので，1836 ～ 1856は小型のもので
ある。1857 ～ 1927は楕円形を基調とする一群である。
1857 ～ 1887は一般的な大きさのもの，1888 ～ 1927は大
型の甕形土器を材ྉとしたものである。弥生時代中期に，
１遺跡からこれだけの土製加工品が出土するのは௝しい
と考えられる。

ୈ��ද　౔੡Ճ޻඼ܭଌද� ຌ例　完形ɿ完形品　下欠ɿ下部欠損　上欠ɿ上部欠損　横欠ɿ横欠損
掲載番号 長さ　㎝ 幅　　㎝ 厚さ　　㎝ 備　考 掲載番号 長さ　㎝ 幅　　㎝ 厚さ　　㎝ 備　考
１７７８ ３ɽ9 ３ɽ７ ０ɽ9 円形　下欠 １８５３ ２ɽ9 ２ɽ３ １ɽ２ 円形　下欠
１７７9 ３ɽ０ ３ɽ２ ０ɽ８ ʏ　　ʏ １８５４ ２ɽ６ ２ɽ６ ０ɽ８ ʏ　　ʏ
１７８０ ４ɽ８ ４ɽ２ ０ɽ７ 　ʏ 　完形 １８５５ ２ɽ４ ２ɽ４ ０ɽ７ 　ʏ 　完形
１７８１ ５ɽ１ ４ɽ５ ０ɽ８ ʏ　　ʏ １８５６ ２ɽ５ ２ɽ２ ０ɽ9 　ʏ 　横欠
１７８２ ５ɽ１ ４ɽ７ ０ɽ８ ʏ　　ʏ １８５７ ５ɽ４ ２ɽ9 １ɽ１ 楕円形　横欠
１７８３ ４ɽ８ ５ɽ３ ０ɽ9 　ʏ 　下欠 １８５８ ６ɽ６ ５ɽ３ １ɽ１ 　ʏ　　完形
１７８４ ６ɽ０ ５ɽ４ ０ɽ9 　ʏ 　横欠 １８５9 ６ɽ０ ４ɽ４ １ɽ１ 　ʏ　　　ʏ
１７８５ ５ɽ４ ５ɽ０ ０ɽ9 　ʏ 　下欠 １８６０ ６ɽ１ ４ɽ４ １ɽ０ 　ʏ　　横欠
１７８６ ４ɽ４ ３ɽ9 ０ɽ9 ʏ　　ʏ １８６１ ４ɽ６ ３ɽ７ ０ɽ８ 　ʏ　　下欠
１７８７ ３ɽ9 ３ɽ７ ０ɽ８ 　ʏ 　完形 １８６２ ５ɽ４ ４ɽ４ １ɽ０ 　ʏ　　横欠
１７８８ ３ɽ７ ３ɽ9 ０ɽ６ 　ʏ 　横欠 １８６３ ４ɽ9 ２ɽ9 １ɽ０ 　ʏ　　　ʏ
１７８9 ４ɽ０ ４ɽ４ ０ɽ9 　ʏ 　完形 １８６４ ６ɽ８ ５ɽ１ １ɽ０ 　ʏ　　上欠
１７9０ ６ɽ０ ５ɽ０ ０ɽ８ 　ʏ 　下欠 １８６５ ６ɽ３ ４ɽ５ ０ɽ７ 　ʏ　　下欠
１７9１ ４ɽ０ ３ɽ9 １ɽ１ 　ʏ 　完形 １８６６ ５ɽ２ ４ɽ３ ０ɽ9 　ʏ　　完形
１７9２ ４ɽ５ ３ɽ８ １ɽ１ 　ʏ 　横欠 １８６７ ５ɽ０ ４ɽ２ １ɽ１ 　ʏ　　　ʏ
１７9３ ４ɽ４ ３ɽ８ １ɽ３ ʏ　　ʏ １８６８ ４ɽ７ ４ɽ１ １ɽ１ 　ʏ　　下欠
１７9４ ４ɽ５ ３ɽ9 ０ɽ9 　ʏ 　完形 １８６9 ４ɽ８ ３ɽ５ ０ɽ７ 　ʏ　　完形
１７9５ ５ɽ２ ４ɽ５ ０ɽ７ 　ʏ 　横欠 １８７０ ５ɽ9 ４ɽ８ ０ɽ9 　ʏ　　　ʏ
１７9６ ３ɽ４ ３ɽ３ １ɽ１ 　ʏ 　完形 １８７１ ５ɽ５ ４ɽ３ ０ɽ9 　ʏ　　　ʏ
１７9７ ４ɽ７ ４ɽ５ ０ɽ８ 　ʏ 　横欠 １８７２ ４ɽ７ ４ɽ２ １ɽ１ 　ʏ　　下欠
１７9８ ３ɽ８ ３ɽ３ ０ɽ８ 　ʏ 　完形 １８７３ ４ɽ７ ３ɽ６ ０ɽ9 　ʏ　　上欠
１７99 ４ɽ８ ４ɽ２ ０ɽ9 ʏ　　ʏ １８７４ ４ɽ１ ４ɽ１ １ɽ０ 　ʏ　　完形
１８００ ３ɽ9 ３ɽ５ ０ɽ８ ʏ　　ʏ １８７５ ４ɽ３ ３ɽ４ ０ɽ７ 　ʏ　　　ʏ
１８０１ ３ɽ9 ３ɽ１ ０ɽ７ ʏ　　ʏ １８７６ ５ɽ２ ４ɽ６ ０ɽ８ 　ʏ　　下欠
１８０２ ３ɽ７ ４ɽ０ ０ɽ9 ʏ　　ʏ １８７７ ５ɽ０ ５ɽ４ １ɽ０ 　ʏ　　　ʏ
１８０３ ３ɽ７ ４ɽ9 ０ɽ８ 　ʏ 　下欠 １８７８ ４，２ ４ɽ２ ０ɽ８ 　ʏ　　　ʏ
１８０４ ４ɽ１ ３ɽ３ ０ɽ9 　ʏ 　完形 １８７9 ４ɽ５ ４ɽ０ １ɽ０ 　ʏ　　横欠
１８０５ ４ɽ０ ４ɽ３ ０ɽ７ 　ʏ 　横欠 １８８０ ４ɽ６ ５ɽ１ １ɽ０ 　ʏ　　下欠
１８０６ ４ɽ３ ４ɽ６ ０ɽ８ 　ʏ 　下欠 １８８１ ４ɽ５ ３ɽ６ ０ɽ７ 　ʏ　　横欠
１８０７ ３ɽ9 ５ɽ１ １ɽ１ ʏ　　ʏ １８８２ ４ɽ６ ６ɽ9 １ɽ０ 　ʏ　　下欠
１８０８ ３ɽ５ ４ɽ４ １ɽ０ ʏ　　ʏ １８８３ ４ɽ２ ５ɽ２ ０ɽ７ 　ʏ　　　ʏ
１８０9 ３ɽ9 ５ɽ３ ０ɽ６ ʏ　　ʏ １８８４ ４ɽ４ ４ɽ３ ０ɽ８ 　ʏ　　　ʏ
１８１０ ３ɽ４ ４ɽ６ １ɽ１ ʏ　　ʏ １８８５ ３ɽ２ ２ɽ５ ０ɽ9 　ʏ　　完形
１８１１ ３ɽ７ ５ɽ８ １ɽ０ ʏ　　ʏ １８８６ ３ɽ８ ４ɽ9 １ɽ０ 　ʏ　　下欠
１８１２ ４ɽ３ ４ɽ６ ０ɽ７ ʏ　　ʏ １８８７ ３ɽ６ ３ɽ３ ０ɽ9 　ʏ　　　ʏ
１８１３ ３ɽ４ ４ɽ４ ０ɽ9 ʏ　　ʏ １８８８ ３ɽ１ ３ɽ６ １ɽ１ 　ʏ　　　ʏ
１８１４ ３ɽ４ ４ɽ２ ０ɽ８ ʏ　　ʏ １８８9 ３ɽ０ ４ɽ２ １ɽ４ 　ʏ　　　ʏ
１８１５ ２ɽ9 ４ɽ０ ０ɽ７ ʏ　　ʏ １８9０ ３ɽ５ ３ɽ４ １ɽ４ 　ʏ　　完形
１８１６ ３ɽ０ ４ɽ４ ０ɽ７ ʏ　　ʏ １８9１ ３ɽ６ ３ɽ５ １ɽ４ 　ʏ　　　ʏ
１８１７ ２ɽ６ ３ɽ８ ０ɽ８ ʏ　　ʏ １８9２ ３ɽ６ ３ɽ７ １ɽ４ 　ʏ　　　ʏ
１８１８ ３ɽ７ ４ɽ２ ０ɽ７ ʏ　　ʏ １８9３ ３ɽ７ ３ɽ４ １ɽ３ 　ʏ　　　ʏ
１８１9 ２ɽ７ ４ɽ１ ０ɽ9 ʏ　　ʏ １８9４ ４ɽ６ ４ɽ２ ２ɽ６ 　ʏ　　　ʏ
１８２０ ２ɽ9 ３ɽ４ ０ɽ８ ʏ　　ʏ １８9５ ３ɽ9 ３ɽ9 １ɽ４ 　ʏ　　下欠
１８２１ ２ɽ２ ３ɽ５ ０ɽ9 ʏ　　ʏ １８9６ ３ɽ9 ３ɽ６ １ɽ２ 　ʏ　　　ʏ
１８２２ ２ɽ9 ３ɽ２ １ɽ０ ʏ　　ʏ １８9７ ４ɽ３ ３ɽ８ １ɽ５ 　ʏ　　完形
１８２３ ４ɽ７ ４ɽ２ ０ɽ７ 　ʏ 　横欠 １８9８ ４ɽ０ ４ɽ１ １ɽ６ 　ʏ　　　ʏ
１８２４ ４ɽ０ ３ɽ9 ０ɽ9 ʏ　　ʏ １８99 ４ɽ２ ３ɽ６ １ɽ１ 　ʏ　　横欠
１８２５ ４ɽ9 ４ɽ４ １ɽ２ ʏ　　ʏ １9００ ４ɽ４ ３ɽ６ １ɽ６ 　ʏ　　完形
１８２６ ４ɽ9 ３ɽ５ ０ɽ７ ʏ　　ʏ １9０１ ４ɽ３ ３ɽ７ １ɽ３ 　ʏ　　下欠
１８２７ ４ɽ６ ３ɽ８ ０ɽ9 ʏ　　ʏ １9０２ ４ɽ１ ４ɽ５ １ɽ３ 　ʏ　　　ʏ
１８２８ ５ɽ０ ４ɽ８ ０ɽ9 　ʏ 　下欠 １9０３ ４ɽ７ ４ɽ０ １ɽ６ 　ʏ　　　ʏ
１８２9 ４ɽ０ ３ɽ３ ０ɽ８ 　ʏ 　完形 １9０４ ４ɽ６ ３ɽ9 １ɽ８ 　ʏ　　　ʏ
１８３０ ４ɽ１ ３ɽ２ ０ɽ７ 　ʏ 　横欠 １9０５ ５ɽ６ ４ɽ２ １ɽ６ 　ʏ　　　ʏ
１８３１ ４ɽ４ ３ɽ８ １ɽ０ ʏ　　ʏ １9０６ ６ɽ３ ５ɽ５ １ɽ４ 　ʏ　　横欠
１８３２ ５ɽ４ ５ɽ２ １ɽ０ ʏ　　ʏ １9０７ ４ɽ６ ４ɽ７ １ɽ１ 　　ʏ　上欠･横欠
１８３３ ４，１ ３ɽ２ ０ɽ６ ʏ　　ʏ １9０８ ５ɽ４ ５ɽ１ １ɽ３ 　ʏ　　完形
１８３４ ５ɽ１ ３ɽ２ １ɽ０ ʏ　　ʏ １9０9 ５ɽ６ ５ɽ２ １ɽ６ 　ʏ　　　ʏ
１８３５ ４ɽ４ ３ɽ４ ０ɽ８ ʏ　　ʏ １9１０ ６ɽ２ ５ɽ２ １ɽ３ 　ʏ　　下欠
１８３６ ４ɽ３ ３ɽ７ ０ɽ７ ʏ　　ʏ １9１１ ６ɽ9 ６ɽ０ ０ɽ9 　ʏ　　完形
１８３７ ４ɽ５ ４ɽ７ １ɽ０ 　ʏ 　下欠 １9１２ ５ɽ６ ４ɽ２ １ɽ５ 　ʏ　　横欠
１８３８ ４ɽ５ ３ɽ８ ０ɽ9 　ʏ 　横欠 １9１３ ６ɽ５ ５ɽ７ １ɽ２ 　ʏ　　　ʏ
１８３9 ３ɽ9 ３ɽ０ ０ɽ７ ʏ　　ʏ １9１４ ５ɽ８ ５ɽ０ １ɽ１ 　ʏ　　下欠
１８４０ ３ɽ３ ３ɽ６ １ɽ０ 　ʏ 　完形 １9１５ ５ɽ２ ６ɽ５ ０ɽ８ 　ʏ　　　ʏ
１８４１ ３ɽ３ ３ɽ７ １ɽ０ 　ʏ 　横欠 １9１６ ５ɽ６ ４ɽ9 １ɽ１ 　　ʏ　横欠・下欠
１８４２ ３ɽ７ ４ɽ２ ０ɽ9 ʏ　　ʏ １9１７ ５ɽ３ ５，６ １ɽ１ 　ʏ　　下欠
１８４３ ５ɽ０ ４ɽ２ １ɽ０ ʏ　　ʏ １9１８ ７ɽ１ ５ɽ６ １ɽ２ 　　ʏ　下欠･横欠
１８４４ ４ɽ０ ３ɽ４ ０ɽ9 ʏ　　ʏ １9１9 ６ɽ０ ４ɽ０ １ɽ１ 　ʏ　　完形
１８４５ ４ɽ０ ３ɽ５ １ɽ０ ʏ　　ʏ １9２０ ６ɽ５ ４ɽ６ １ɽ４ 　ʏ　　　ʏ
１８４６ ３ɽ４ ３ɽ４ ０ɽ9 ʏ　　ʏ １9２１ ６ɽ３ ５ɽ１ １ɽ６ 　ʏ　　　ʏ
１８４７ ４ɽ１ ３ɽ３ ０ɽ9 ʏ　　ʏ １9２２ ６ɽ２ ４ɽ６ ０ɽ9 　ʏ　　横欠
１８４８ ３ɽ２ ３ɽ１ １ɽ３ 　ʏ 　下欠 １9２３ ８ɽ２ ５ɽ８ １ɽ２ 　ʏ　　完形
１８４9 ３ɽ１ ２ɽ9 １ɽ１ 　ʏ 　完形 １9２４ ８ɽ７ ６ɽ３ ０ɽ８ 　ʏ　　下欠
１８５０ ３ɽ０ ３ɽ０ ０ɽ８ ʏ　　ʏ １9２５ ４ɽ４ ５ɽ５ ０ɽ9 　ʏ　　　ʏ
１８５１ ３ɽ５ ２ɽ６ ０ɽ７ 　ʏ 　横欠 １9２６ ５ɽ０ ６ɽ２ １ɽ１ 　ʏ　　　ʏ
１８５２ ３ɽ２ ３ɽ０ ０ɽ８ 　ʏ 　完形 １9２７ ５ɽ２ ６ɽ８ １ɽ２ 　ʏ　　　ʏ
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ୈ���図　౔੡Ճ޻඼̍
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ୈ���図　౔੡Ճ޻඼２
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ୈ���図　౔੡Ճ޻඼３
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　΢　ੴ　　ثʢୈ���図・ୈ���図ʣ
　ᾜ　ຏ੡ੴ᭲ʢୈ���図ʣ
　包含層から出土した磨製石鏃の製品及び未製品等は６
点ある。
　1928は%－24区から出土したもので，先端を微妙に欠
くもののほぼ完形品と言って良いだろう。長さは３.7㎝，
幅は2.１㎝，厚さは0.2㎝で，重さは2.0̶である。黒色
の頁岩製で，内面には基部を除く二側縁に沿って稜が作
られているが，外面には際だった稜は見られない。外面
は一方の側縁は先端方向を鋭い角度で磨き上げているも
のの，もう一方の側面は反対側の側縁までを緩やかに磨
き上げている。内面は二側縁に稜を作って鋭い角度を設

けながら磨き上げるとともに，中央部は平坦になるよう
に磨いて仕上げている。
　1929は先端を欠損するが，両面の両側縁に鋭い角度を
設けて磨き上げるとともに，中央部は平坦に仕上げてい
る。Ｃ－27区で出土し，黒色の頁岩製である。1930も先
端を幾分欠損するが，内外面ともに二側縁と基部に沿っ
て丁寧に磨き上げられた黒色の頁岩製の磨製石鏃であ
る。B－18区からの出土である。1931は1930に類似し，
製作方法も極めて類似している。̚－13区から出土した
黒色の頁岩製である。基部の一つの角を欠損している。
　1932と1933は未製品または製作途中で遺棄されたもの
と思われるもので，1932は基部の片側の角を，1933は先

ୈ���図　ຏ੡ੴ᭲

����

����

����

����

���� ����

�����������������������������������������������DN



343

端部を大きく欠損している。1928 ～ 1931に比べると大
型であるが，未製品等であることを考慮する必要があろ
う。何れも%－16区から出土している。

　ᾝ　ຏ੡ੴි΄͔ʢୈ���図ʣ
　磨製石鏃以外の石器で，確実に弥生時代中期に該当す
ると考えられるものを掲載した。ただし，磨石・敲石や
石皿など縄文時代とも考えられる石器についてはʮ̐　
ᶙ૚ग़౔のੴثʯの߲に掲載した。
　1934と1935は磨製石斧の刃部を欠損する基部である。
1934は全面を敲打により成形し，刃部付近は磨いて仕上
げたものである。刃部は広く，基部にかけては若干すぼ
まることから，撥形の石斧と言える。1935は基部近くか
らすぐに大きく欠損しているものである。基部の先端は
ややઑり気味で，刃部に向けて広がっていることから，

1934と同じく撥形の石斧と言えよう。２点とも砂岩製。
　1936は長軸方向の両端部を用いるハンϚーストーンで
ある。幾分曲がった頁岩の自然礫を用いている。
　1937は砂岩製のࡲ切石器である。平たい自然礫の２側
縁を整えて三角形状に作り，刃部は磨いて仕上げるとと
もに，鋭い刃部を用いてࡲり切りを行っている状況が観
。される࡯
　1938はノミ型石器である。砂岩製で，刃部のみの出土
であり，刃部より上部は大きく欠損する。平たい面の片
面の中ほどを大きく凹ませており，ノミとしての機能を
持たせている。
　1939は砥石であるが，平たい面の１面にے状の痕跡が
多く見られ，先端がઑったものを研ぐ使用想定されると
ともに，側面には平らでࡲ痕が見られることから一般的
な砥石としても使用されたものと考えられる。

ୈ���図　ຏ੡ੴි΄͔
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̐　ᶙ૚ग़౔のੴثʢୈ���図ʙୈ���図ʣ
　Ⅲ層からは多くの種類の石器が出土している。これら
は，出土している土器から考えると，古いものでは縄文
時代後期から，新しいもので弥生時代中期を経て古墳時
代までの時期に位置づけられる。しかし，弥生時代中期
に位置づけられる磨製石鏃や大型の砥石など，͝く一部
を除いては時代をまたいで出土するものであることか
ら，厳密に時代・時期を確定することができない。その
ため，ここにⅢ層出土の石器として器種毎に一括して掲
載することとした。

　Ξ　ଧ੡ੴ᭲ʢୈ���図・ୈ���図ʣ
　打製石鏃はいろいろな種類のものが出土している。使
用等により欠損しているものも見られるが，形態等の種
類が多かったことから，そのほとんどを図化した。
　三角形鏃が多いものの，中には五角形鏃もあり，大型
のものと小型のもの，実用に଱えたかٙ問が残るような
凝灰岩製の非常に軽いものも見られる。図にैって，概
略を述べてみたい。
　1940 ～ 1950は三角形鏃である。すべて凹基式である
が，次第に凹部が大きくなるように並べてある。1940は
側線が若干丸みを帯び，基部は極めて小さく凹む。1941
は先端がやや欠けているとともに，先端部と基部のバラ
ンスがやや整っていない。1942は基部の片側を欠損する。
1943は基部のバランスがややѱく，片側の一面に自然面
を残す。1944は基部の幅に対して長さが長いものであ
り，基部の片側を欠損する。1945は基部が極めて平坦に
近く，側線はやや丸みを帯びる。1946は脚部の片側が欠
損しており，側線の途中が幾分膨らむ。1947はやや大型
のものである。基部が大きく凹み，脚のバランスがや
や整わない。1948は先端と基部の両側の端が欠損する。
1949は基部が大きく凹むものであるが，脚のバランスが
整っていない。1950はやや大型の鏃であるが，基部の両
脚はきれいに整っている。
　1951と1954は五角形鏃である。1951は両面の中央部が
調整されておらず，両側縁のみが細かく整えられている。
基部は折損していると考えられる。1954は大型の五角形
鏃で，先端はઑっておらず，基部は凹部がภっている。
　1952も大型の石鏃である。基本的に三角形鏃で，基部
の凹みが大きい。1953は長さに対して凹みが非常に大き
い。横から見ると，側線に対して脚が上下にずれている。
1955は長い三角形鏃であり，形が非常に整っている。
　1956 ～ 1958は小型の三角形鏃で，1956と1957は基部
の凹みが極めて浅く，先端の角度が鈍角となる。1958も
先端の角度が鈍角であるが，基部が深く凹み，脚は四角
形を呈する。
　1959は基部の凹みが極めて浅い三角形鏃で，先端は欠
損する。1960は先端と両方の脚の端部を欠く。裏面の片

側縁にはほとんど調整が行われておらず，大きな剥離痕
が残っている。
　1961は打製石鏃であるが側縁及び基部の凹部を整えた
後に，２平面を磨って仕上げたものである。先端部は鈍
く，ઑっていない。1962は凝灰岩製の石鏃で，側縁と凹
部を整えてあるが先端は欠損しており，全体的になめら
かで軽いことから，実用として使用されたかどうかは極
めてٙわしい。1963は先端を欠くが，両側縁と凹部を若
干整えてあるだけで細かな調整は行われておらず，両面
ともに剥離面が大きく残っている。
　1964 ～ 1970は基部には抉りが見られ，両脚は四角形
を基本とし，全体的な形状は五角形の鏃と言える。1964
は側縁が若干丸みを帯びているが，先端部から基部方向
に１/４ほど下がったところが角張っても見えることか
ら，五角形鏃と見なしてよいと考える。1965も側縁に角
があると考えられる。1966 ～ 1970は側縁に明瞭な角が
見られるもので，1966 ～ 1968は幅に比べて長く，1969
と1970は幅の割に短いタイプである。1967と1969は先端
が欠損している可能性がある。
　1971は長脚鏃といえよう。先端から中央部にかけては
それほど幅が広がらないものの，脚部は大きく広がって
いる。また，脚部の形状も，一方は直線的で，もう一方
は曲線的になっている。また，横から見たとき，側縁に
対して脚が上下にずれている状況が見られる。
　1973は全体的に円形を呈する鏃である。抉りが大き
く，曲線的である。1974は五角形鏃，1975は中央から先
端部を欠くことから全体的な形状は不明である。三角形
鏃あるいは五角形鏃の何れとも言いがたい。

　Π　ੴ　࡬ʢୈ���図ʣ
　1972は横型の石匙である。基部の端部には自然面が残
り，つまみは短く直線的である。刃部は平坦ではなく，
全体の１/ ２ほどが全体的に上方を向いて直線的であ
り，残りの１/２はいくぶんހ状を呈している。

　΢　εΫϨΠύʔʢୈ���図・ୈ���図ʣ
　1976は縦型の小型のスクレイパーである。上方には若
干自然面が残り，側縁の片方が刃部となっている。外面
は，中央部に稜が見られ，内面はほぼ平坦である。
　1977と1978は横型のスクレイパーである。1977はཌྷ状
の石材の下部を刃部として両面から精៛な調整を行って
いる。刃部は全体の１/３ほどが直線的となり，残りの
２/３ほどは曲線状を呈している。直線的な刃部は内面
側にภっており，曲線状の刃部はほぼ真ん中に位置して
いる。基部は２か所の打撃点を残し，一方を直線的に折っ
ている。1978は外面の一部に自然面を残し，刃部と基部
の２方向に調整を行って仕上げている。刃部は両面から
の交互の調整により凹凸の激しい波状を呈しているが，
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ୈ���図　ੴ᭲２・ੴ࡬
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刃は全体的にほぼ真ん中に位置している。基部の調整は
主に内面で行われている。

　Τ　ଧ੡ੴිʢୈ���図ʙୈ���図ʣ
　1979 ～ 2005は打製石斧である。1979 ～ 1981は基部，
1982 ～ 1984は刃部である。1979は片面に大きく自然面
が残り，もう一面には剥離面が大きく残っている。両側
面に丁寧な調整を施すことで整えている。端部はある程
度ઑらせている。1980も片面に自然面が残り，両側面を
丁寧に調整している。端部は平らになっている。短冊形
の石斧と言える。1981は両側面に丁寧な調整を施して整
え，基部よりも刃部にかけての方が少しずつ広がり気味
となる撥形の石斧と言えよう。1982は両側縁に丁寧な調
整痕が見られるが，刃部には見られないことから折損し
ていることも考えられる。1983と1984は両側縁に加えて
刃部も両面から丁寧な調整が行われている。
　1985は短冊形の石斧で，ほぼ中央部で折れていたもの
が接合できたものである。基部及び両側縁には丁寧な調
整が見られるが，刃部は端部が曲線気味となって，片面
からの大ざっͺな調整が行われており，斜め方向のࡲ痕
が見られる。これは使用痕と考えられる。1986もほぼ短
冊形と言える石斧で，基部と両側縁，刃部は細かな調整
により整えられている。刃部の先端はやや丸みを帯びて
いる。使用によるものか，斜めに折れていたものが接合
したものである。1987と1988は基部で，何れも刃部を欠
損する。基部及び両側縁には丁寧な調整痕が見られる。
　1989 ～ 1994は基部よりも刃部が開くタイプの打製石
斧で，一般的には石܃と呼ばれているものである。刃部
の形状がさまざまであることから，使用による消໣に
よって形が変わった可能性も考えられる。1989は抉りか
ら基部にかけてはほぼ直線的であるが，刃部の取り付き
方はやや斜めである。刃部の両面端部のほぼ全面に縦方
向の細かなࡲ痕が見られ，縦方向の使用が考えられるこ
とから，石܃としての使用でޡりはないものと思われる。
1990はいわゆるラケット形の石斧で，抉りから基部へは
ほぼ直線的に৳びており，端部は欠損する。刃部は広く
大きい。全体的に細かな調整が全周を巡る。1993も抉り
から基部にかけてがほぼ直線的で，刃部はੇ٧まりの菱
形を呈しており，基部の端部以外は全体的に細かな調整
が全周を巡っている。1991はやや分ಔ形と見られる石斧
で，基部及び刃部からの抉りがやや大きい。基部の端部
を欠損する。全体的に細かな調整痕が全周を巡っている。
1994は刃部が小さい石斧で，端部には縦方向の短いࡲ痕

が両面に見られる。基部も広がることから，抉りが大き
くなっていると考えられる。1992は刃部が幾分広がる程
度であることから，短冊形の石斧と言えよう。基部を大
きく欠損している。
　1995 ～ 2002も打製石斧の完形品及び基部を集めたも
のである。1995は側縁の一方が直線的であるのに対し
て，もう一方は中央部やや下位に抉りが見られることか
ら，基部の方にかけては直線的であるが，刃部は小さな
曲線を描いている。ただ，基部の端部及び両側縁は細か
く調整されているものの，刃部は両面からある程度まで
しか調整が行われていない。1999と2000は抉りは見られ
るものの，極端に深くはなく，刃部にかけては細長くなっ
ている。特に1999は基部の長さの約2�5倍の長さの刃部
を持つ。抉りは極めて浅い。2000は抉りがやや深く，基
部にかけては片側が大きく広がっている。刃部に向けて
は移植͝てのように五角形に近い形で広がる。基部の長
さの約1�5倍の長さの刃部がある。これは，当ॳは刃部
もある程度の広さがあったことが可能性として考えられ
る。
　1996は短冊形あるいは撥形の石斧の基部と推定され，
1997，1998，2001，2002は抉り入りの石斧の基部と考え
られる。
　1996は基部の先端がやや丸みを帯びている。1997は
2000と類似しており，基部にかけては片側が大きく広
がっている。端部は欠損している。1998と2001は抉りが
小さいもので，1999と類似している可能性がある。両方
とも，基部の先端が三角形状にઑっていることが特徴と
なっている。2002は基部の先端が丸くなっているが，抉
りが深いことが考えられることから，2000と類似するタ
イプと言えよう。
　2003と2004は基部を欠損する刃部であるが，2003の先
端がやや広がっているのに対して，2004は逆に小さく丸
まっている。このことから，2003は石܃のようなものに
復元でき，2004は短冊形の石斧に復元できるものと考え
られる。2005は短冊形の石斧の完形品で，刃部の先端及
びそれよりもやや上位に縦や斜め方向のࡲ痕が見られ
る。

　Φ　ຏ੡ੴිʢୈ���図ʣ
　2006は磨製石斧である。一つの面には敲打痕が大きく
残っていることから，打製石斧に分類した。反対側の面
は両側縁と刃部に調整が見られる。基部は先端部を欠損
している。全体的な形状から，撥形の石斧と言える。
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ୈ���図　ଧ੡ੴි̐・ຏ੡ੴි
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　Χ　ੴ　ࡼʢୈ���図ʣ
　2007 ～ 2009は石皿及びその破片である。2007はፏ平
な自然礫を用いて石皿としたもので，一つの面を使用し
ている。側縁や角などに割れなど破損が見られるが，使
用時であるのか遺棄時点であるのかについては不明であ
る。長軸方向の断面はほぼ平坦であるのに対して，短軸
方向の断面は傾斜している状況であることから，横長に
置いて使用していた可能性も考えられる。短軸方向の両
側縁には敲打の痕跡が見られることから，立てた状態で
敲打の台石として使用したことも考えられる。2008と
2009は石皿の破片である。使用面が２面あり，断面観࡯
により安定して平坦であることから，使用後に破損ある
いは破壊したものと考えられる。2008は何れも中央部に
向かってやや凹みが大きくなっている。2009は割合に平
坦であるが，裏面には小さく凹んだ状況が見られる。

　Ω　ຏ・ᏏੴٴͼԜੴʢୈ���図ʙୈ���図ʣ
　2010 ～ 2032は磨・敲石，凹石である。2010は棒状
の自然礫の二側縁を使った棒状の敲石である。2011 ～
2013は球形あるいは平べったい楕円形を呈する自然礫を
用いた磨石と考えられる。面積の広い面を磨り面として
使用している。2013は磨り面に凹凸が見られるが，頂部
を中心に磨り面が見られる。2014も球形であるが幾分小
型である。一部に磨り面が見られることから磨石と考え
ているが，他よりも小型であることをצҊすると投石（投
弾）の可能性も考えられる。2015 ～ 2017は磨石である。
やや平坦な楕円形を呈する自然礫の最も広い面を磨り面
として使用している。2016は側縁の端部がややઑり気味
である。2017は一部に欠損が見られる。
　2018，2020，2021，2023，2025，2026は敲石である。
2018は側縁を敲打しており，一部には著しい敲打痕が
残っている。2020も側縁を敲打しているが，下部及び一
側縁に広い面積で敲打痕が残る。2021も同様であるが，
下部にのみ著しい敲打痕が残っている。2023は小型の敲
石で，球形に近い形状をしている。側縁部が敲打してあ
り，下部にはߋに著しい敲打痕が残る。2025は側縁の下
部と広い面の１面に著しい敲打痕が残る。2026は凹凸の
激しい自然礫の主に下部を敲打に使用している。
　2019は磨石である。広い面を磨り面として使用してい
るが，一方の面にはইの痕跡が残っている。2022と2024
は磨石と敲石の二つの目的で使用されたものである。
2022は側縁を磨石として，また，広い面を敲石として使
用している。広い面の１面には敲打によると考えられる
著しい敲打痕がݦ著に残っている。2024は小型のもので，

広い面を磨石として，側縁を敲石としてそれぞれ使用し
ている。側縁の短軸方向には両側に敲打痕がݦ著に残る。
　第293図はさまざまな形状等の磨石，敲石，凹石を集
めたものである。
　2027は側縁を中心として広い面にも敲打痕が数多く残
る敲石で，楕円形で厚みのある自然礫を使用している。
2028も敲石であるが，球形に近い厚みのある楕円形の自
然礫を使用しており，下部に著しい敲打痕が数多く残る
ほか，広い面の下方には敲打によると考えられる面の破
損が見られる。2029は小型の不整形の自然礫を使用した
磨・敲石である。基本的に広い面を磨石として使用する
とともに，側縁を中心に稜に近い部分を敲石として利用
している。細かな敲打痕が随所に見られる。
　2030は凹石である。広い二面が大きく凹んでいるほか，
下部には敲打によると考えられる破損箇所が４か所ほど
観࡯される。
　2031は砥石を転用した敲石である。棒状の長い砥石の
様々な面を敲打に使用している。頂部にも敲打痕が見ら
れることから，いろいろな方向に持って使用したことが
想像される。敲打痕が折損した部位にまで及んでいるこ
とから，敲打に使用している最中に折損したことも考え
られる。2032は棒状の断面が三角形となる自然礫の頂部
を敲打に使用した敲石で，側縁等には敲打痕が見られな
いことから，ઐら頂部を敲打することだけを目的に使用
されたと考えられる。

　Ϋ　ੴ　਴ʢୈ���図ʣ
　2033は台形状のፏ平な自然礫を使用し，側縁の３方向
のそれぞれほぼ中央部に，やや幅広く凹んだ箇所が見ら
れたことから，石錘ではないかと考えて図化したもので
ある。この浅く凹んだ部分は細かな敲打で調整されてお
り，面的にある程度の広がりがあるようである。

　έ　ͦのଞʢୈ���図ʣ
　2034は円柱状の礫の加工品である。表土で࠾集された
ものであることから，時期的なものとしては確実性が低
の݋してしまうが，形状等から判断すると円柱状の石ݮ
可能性が考えられる。長さ的にも͝く一部に過ぎないの
であるが，基部から中央部にかけて次第に直径が大きく
なることや，どの部分をとってみても断面が円形をして
いることなどから，石݋の基部と判断できるように思わ
れる。表土からの出土であることから，後世の耕作や֧
乱によって器面の至るところにইが付いていることが極
めて残念である。
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ୈ���図　ຏ・Ꮟੴ̍
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ୈ���図　ຏ・Ꮟੴ２
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ୈ���図　ຏ・Ꮟੴ３ɼੴ਴౳
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　ί　ܰੴՃ޻඼�ʢୈ���図ʣ
　軽石の加工品を２点図化した。
　2035は管状のものの破片である。中央部に直径約２㎝
の穿孔が見られ，周囲は管状になっているが，完形では
ない。軽石が加工しやすい石材であることから，管状に
加工した軽石を垂飾品としたものではないかと考えられ

る。
　2036は１面がほぼ平坦になっているもので，その面を
下にして置いたとき，短い辺の中央部やや下位に直径約
２㎝ほどの穿孔を施した形跡が残っている。また，ほぼ
平坦な面には３か所に斜め方向の条痕が見られる。
　

　α　మ੡඼ʢୈ���図ʣ
　鉄製品が１点出土した。2037は൘状の鉄片で，基本的
には四角形を呈しているが，本来の形状や大きさなどは
全く不明である。ただ，厚みがどの場所でもほぼ均一で
あることから，同じ厚さを持つ൘状の鉄片の一部かとも

考えられる。中央部から端部方向にかけては厚さが若干
薄くなっているようにも見えることから，刀子などの刃
物の破片である可能性も考えられる。෗食が著しく，全
体的に軽い印象を持つことから，鉄自体の෗食は相当に
ਐんでいることが考えられる。

ୈ���図　ܰੴՃ޻඼

ୈ���図　మ੡඼
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෿時代Ҏ߱のௐࠪݹ　̑
　�ᾇ　�ௐࠪの֓要　　　　　　�
　古墳時代以降の調査はⅡ層を中心として行った。ただ
し，Ⅲ層の調査において，弥生時代及び弥生時代を含ん
でそれよりも新しいと考えられる場合には，これに含め
た。特に，溝状遺構や道跡のように，Ⅱ層から掘り下げ
を行った場合，それよりも下位のⅢ層までそのӨڹが及
ぶこともあるほか，Ⅲ層を弥生時代の包含層として調査
を行った場合に，溝状遺構や道跡のような遺構が検出さ
れた際，部分的に上位の層が落ち込んでいたり，周囲に
それ以降の時代・時期を確定できるような遺物が見られ
ない場合などは，その遺構の時期を確定することが非常
に困難であったことなどによる。
　実際に，調査時にその遺構の時期を弥生時代と判断し
ているものもあったが，若干傾斜しているような地形に
おいては，溝状遺構にしても道跡にしても，上層のⅡ層
から掘り下げを行ったもので上位の埋土等を除去した後
もⅢ層にまでӨڹが及んでいるものもあり，その場合，
弥生時代にそれらの持つ機能として使用されていたもの
が，次の時代にもܧ続的に使用されていたとみなされる
ことはありうると考えられる。そのことから，ここでは
調査担当者が弥生時代と判断した遺構をも扱っている。
弥生時代の߲で扱わなかった理由は，確実に弥生時代の
みに限定される遺構であるかの判断ができなかったこと
による。ただ，想定される時代が判明している場合には，
そのことを記載するように౒めた。

　ᾈ　遺　構ʢୈ���図ʙୈ���図ʣ
　Ξ　溝状遺構ʢୈ���図ʙୈ���図ɼୈ���図ʣ
　溝状遺構は20条検出された。調査範囲の中で区域を分
けるような区画溝は検出されず，全体的に地形が傾斜し
ていることによる排水の機能を持った溝と考えられる。
また，同時に，その内部に硬化した部分があるものがあ
り，傾斜した地形にあることと併せて考えると，その部
分を使った道跡と考えられる。そのような溝と道を݉ね
た遺構と考えられるものもいくらか見られる。遺構の名
称は調査時に付したものとは別に，西から東に向けてそ
れぞれの遺構毎に１号から番号をつけ，溝状遺構１号，
道跡１号などと呼称することとした。それは調査時に，
その双方の遺構を同じ̨̙として区別していなかったこ
とと，硬化面として図化していてもそれらに番号等を付
していなかったものが相当数あったこと，それに先述し
たように溝と道の両方の機能を持つものにどちらかの名
称を付していたことなどから，整理時にࠞ乱をটいたこ
とによる。
　以下，遺構の番号にैって概略આ明を行っていくこと
にする。

溝状遺構̍߸ʢୈ���図ʣ
　A－６区で検出された。Ⅲ層の調査中に確認され，埋
土は黒色土である。最大幅25㎝，検出した総延長は2�26
ｍで，深さは最深部で５㎝であった。主軸方向は/10˃
Eで，真北よりもやや東に振れている。南から北へと傾
斜している。弥生時代の遺構と考えられる。

溝状遺構２߸ʢୈ���図ʣ
　B－10区Ⅲ層で検出された。埋土は不明である。最大
幅25㎝，検出した総延長は3�4ｍで，最大深さは25㎝で
あった。主軸方向は/41 E˃で，南から北へと傾斜して
いる。時代は不明である。　

溝状遺構３߸ʢୈ���図ʣ
　B－10区で検出された。Ⅲ層の調査中に確認され，埋
土は不明である。最大幅40㎝，検出した総延長は2.7ｍ
で，深さは最大で14.５㎝であった。主軸方向は/41 E˃で，
南から北へと傾斜している。時代は不明である。

溝状遺構̐߸ʢୈ���図ʣ
　B－10区Ⅲ層で検出された。埋土は黒色土である。最
大幅100㎝，検出した総延長は6.2ｍで，最大深さは18.5
㎝であった。主軸方向は/10 E˃で，北から南へと傾斜
している。時代は不明である。　

溝状遺構̑߸ʢୈ���図ʣ
　B－10・11区で検出された。Ⅲ層の調査中に確認され
た。埋土は不明である。最大幅48㎝，検出した総延長は
5.92ｍで，深さは最大で５㎝であった。主軸方向は/58�
Eで，北から南へと傾斜している。埋土中に薩摩焼の破
片が出土したことから，近世以降の遺構と考えられる。

溝状遺構̒߸�ʢୈ���図ʣ
　B－10・11区Ⅲ層で検出された。埋土は不明である。
最大幅58㎝，検出した総延長は5.３4ｍで，最大深さは７
㎝であった。主軸方向は/58 E˃で，南から北へと傾斜
している。この溝状遺構６号が，ほぼ並行している溝状
遺構５号を切っていることから溝状遺構５号よりも新し
く，近世以降の遺構と考えられる。　

溝状遺構̓߸�ʢୈ���図ʣ
　B－10区で検出された。Ⅲ層の調査中に確認され，埋
土中に安永のࡩ島のՐ山灰と考えられるものが見られ
た。最大幅53㎝，検出した総延長は4.7ｍで，深さは最
大で9.5㎝であった。主軸方向は/46 E˃で，中央部がۼ
んでいるが，総体的には北から南へと傾斜しているよう
である。大正時代の遺構と考えられる。



ୈ���図　溝状遺構・道跡全体図
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ୈ���図　溝状遺構̍
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溝状遺構̔߸ʢୈ���図ʣ
　�A・B－10・11区Ⅲ層で検出された。埋土に大正のࡩ
島のՐ山灰と考えられるものが含まれていた。最大幅68
㎝，検出した総延長は9.12ｍで，最大深さは11㎝であっ
た。主軸方向は/43 E˃で，北から南へと傾斜している。
近代（大正時代）以降の遺構と考えられる。　

溝状遺構̕߸ʢୈ���図ʣ
　Ｃ･%－11区で検出された。Ⅲ層の調査中に確認された。
埋土は不明である。最大幅50㎝，検出した総延長は10.2
ｍで，深さは最深部で6.8㎝であった。主軸方向は/32˃
Eで，中央部がۼんでいるが南から北へと傾斜している。
道跡７号と重なる。時代は不明である。

溝状遺構��߸ʢୈ���図ʣ
　%・E－12区Ⅲ層で検出された。埋土は不明である。
最大幅56㎝，検出した総延長は6.6ｍで，最大深さは８
㎝であった。主軸方向は/35 E˃で，南から北へと傾斜
している。北側にピットが３基並ぶが，この溝状遺構と
の関連は不明である。安永Ր山灰が堆積していたことか
ら，近世の遺構と考えられる。　

溝状遺構��߸�ʢୈ���図ʣ
　Ｃ・%－15 ～ 17区で検出された。Ⅲ層の調査中に確認
され，埋土は黒に近い஡׊色土である。最大幅55㎝，検
出した総延長は22.6ｍで，深さは最大で11㎝であった。
主軸方向はE8で，西から東へと傾斜している。時代は
不明である。

溝状遺構��߸ʢୈ���図ʣ
　F－17区Ⅵ層で検出された。埋土は黒׊色砂質土で礫
を含む。最大幅46㎝，検出した総延長は2.78ｍで，最大
深さは10.5㎝であった。主軸方向は/Sで，北から南へ
と傾斜している。弥生時代の遺構と考えられる。　

溝状遺構��߸ʢୈ���図ʣ
　F－17区で検出された。Ⅵ層の調査中に確認され，埋
土は黒׊色砂質土である。最大幅58㎝，検出した総延長
は4.68ｍで，深さは最大で6.３㎝であった。主軸方向は
/６ E˃で，北から南へと傾斜している。道跡12号と重
なる。弥生時代の遺構と考えられる。

溝状遺構��߸ʢୈ���図ʣ
　A～ Ｃ－18・19区Ⅲ層で検出された。埋土は不明であ
る。最大幅100㎝，検出した総延長は18.５ｍで，最大深
さは20㎝であった。主軸方向は/Sで，北から南へと傾
斜している。道跡13号と重なる。土器８点と石鏃１点が
出土していることから，弥生時代の遺構と考えられる。

溝状遺構��߸ʢୈ���図ʣ
　E・F－21 ～ 25区で検出された。Ⅲ層の調査中に確認
され，҉׊色・黒׊色土が埋土である。最大幅130㎝，
検出した総延長は3９.2ｍで，深さは最大で34㎝であった。
主軸方向はE8で，西から東へと傾斜している。時代は
不明である。

溝状遺構��߸ʢୈ���図ʣ
　%～ F－26・27区Ⅲ層で検出された。埋土は不明であ
る。最大幅75㎝，検出した総延長は22.6ｍで，最大深さ
は20㎝であった。主軸方向は/６ 8˃で，北から南へと
傾斜している。時代は不明である。

溝状遺構��߸ʢୈ���図ʣ
　�E・F－29 ～ 31区Ⅲ層で検出された。埋土は҉׊色
土である。最大幅75㎝，検出した総延長は2.8ｍで，最
大深さは６㎝であった。主軸方向は/51 8˃で，北から
南へと傾斜している。道跡19号と一部重なる。時代は不
明である。

溝状遺構��߸�ʢୈ���図ʣ
　F－31・32区で検出された。Ⅲ層の調査中に確認され
た。埋土は不明である。最大幅50㎝，検出した総延長は
15.45ｍで，深さは最深部で８㎝であった。主軸方向は
/47 8˃で，北から南へと傾斜している。道跡20号と重
なる。時代は不明である。

溝状遺構��߸ʢୈ���図ʣ
�　%～ F－35 ～ 37区Ⅲ層で検出された。埋土は不明で
ある。最大幅140㎝，検出した総延長は37.5ｍで，本遺
跡で最長である。最大深さは７㎝であった。主軸方向は
̣15˃̬ で，途中で約90度屈曲しているが，総体的に北
から南へと傾斜していると言える。時代は不明である。

溝状遺構��߸�ʢୈ���図ʣ
　%－35 ～ 37区で検出された。Ⅲ層の調査中に確認さ
れ，埋土は੺黒色土である。最大幅280㎝で，本遺跡最
大幅をތる。検出した総延長は18.3ｍで，深さは最大で
７㎝であった。主軸方向はE8で，西から東へと傾斜し
ている。弥生時代の遺構と考えられる。
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ୈ���図　溝状遺構２
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ୈ���図　溝状遺構３
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ᶃ　�黒色でサラサラした手ざわりの土である。粘質は弱い。非常
に細かくキラキラしたۚӢ฼のようなものがࠞざっている。

ᶄ　�ᶃに色調は近いが，ᶃよりやや஡色が入ったような黒׊色土
である。質もサラサラしており，ᶃと類似している。

ᶅ　�ᶄと類似しているが，ᶄよりも若干黒がࠞじる黒色土である。
やわらかく，乾いた土である。

ᶆ　�黒色の硬くしまった土である。硬化面の残存部分と考えられ
る。部分的に下層のアカホヤがࠞざっている箇所もみられる。
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ୈ���図　溝状遺構̑
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ୈ���図　溝状遺構̒
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ୈ���図　溝状遺構̓
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　Π　道　　跡�ʢୈ���図ʙୈ���図ʣ
　遺構が検出された面や遺物が出土した面に，ͻときわ
状ےい面（硬化した面）が見つかった。自然の状態でݻ
（まれにൗ点状）に硬化することはまずあり得ないこと
から，人ҝ的に౿みݻめられた痕跡として，道跡と推定
した。調査時は〝硬化面〟として捉えていたが，整理･
報告書作成時点で道跡としてॲ理することとした。
　道跡は22か所検出された。〝か所〟としたのは，一般
的にはے状のものがほとんどではあるが，中にൗ点状を
呈するものがあったことから，普通用いられる〝条〟と
いう単位ではなく，〝か所〟という単位を用いることに
した。
　遺構の番号は，西から東にかけて道跡１号から道跡22
号までを付した。なお，溝状遺構の中には，そのۼみを
人間が通ることにより，その面が硬化したものも見られ
た。その際には，溝状遺構の番号とは別に，道跡として
の番号を付してある。ैって，それらは２つの遺構とし
て，個別の番号が付されていることになる。
　以下，番号ॱに概略આ明を行っていくことにしたい。

道跡̍߸ʢୈ���図ʣ
　A・B－１・２区のⅢ層及びⅥ層で検出された。ے状
及びൗ点状の道跡である。最大幅は250㎝，検出した総
延長は9�72ｍで，最大厚さは６㎝である。道跡を形成し
ている土は黒色土及び黒׊色土である。主軸方向は/69˃
8で，西から東方向に上がっている。池田降下軽石層の
直上で確認されたことから，弥生時代の遺構と考えられ
る。

道跡２߸ʢୈ���図ʣ
　Ｃ－３・４区のᶚ層で検出された。ے状及びൗ点状の
道跡である。最大幅は254㎝，検出した総延長は1５.7ｍ
で，最大厚さは６㎝である。道跡を形成している土は黒
色土である。主軸方向は/59׊ 8˃で，北から南方向に
上がっている。弥生時代の遺構と考えられる。

道跡３߸�ʢୈ���図ʣ
　Ｃ－５区のᶚ層からⅤ層で検出された。ے状の道跡で
ある。最大幅は304㎝，検出した総延長は9.2ｍで，最大
厚さは不明である。主軸方向は/21 8˃で，南から北方
向に上がっている。時期は不明である。

道跡̐߸�ʢୈ���図ʣ
　A・B－５区のⅢ層で検出された。ൗ点状の道跡であ
る。最大幅は280㎝，検出した総延長は9.2ｍで，最大厚
さは不明である。道跡を形成している土は黒色土である。
主軸方向は/30 8˃で，西から東方向に向かって上がっ
ている。時期は弥生時代と考えられる。

道跡̑߸ʢୈ���図ʣ
　E・F－８・9区のⅢ層で検出された。ے状の道跡で
ある。最大幅は200㎝，検出した総延長は11.３4ｍで，最
大厚さは７㎝である。道跡を形成している土は黒׊色土
である。主軸方向は/81 8˃で，東から西方向に向かっ
て上がっている。時期は不明である。

道跡̒߸ʢୈ���図ʣ
　̗－８・9区のⅢ層で検出された。ے状の道跡であ
る。最大幅は208㎝，検出した総延長は6.57ｍで，最大
厚さは不明である。主軸方向は/52 8˃で，西から東方
向に向かって上がっている。時期は不明である。

道跡̓߸�ʢୈ���図ʣ
　̘・̙－11区で検出された。ے状の道跡である。最大
幅は131㎝，検出した総延長は18.4ｍで，最大厚さは不
明である。主軸方向は/37 E˃で，北から南方向に向かっ
て上がっている。溝状遺構9と重なっている。時期は近
世か近代と考えられる。

道跡̔߸�ʢୈ���図ʣ
　A～ E－12 ～ 14区のⅡ層で検出された。２列のے状
及びൗ点状の道跡である。道跡を形成している土は黒色
土であり，埋土中に８点の陶器などを含んでいる。最大
幅は292㎝，検出した総延長は38.8ｍで，最大厚さは不
明である。主軸方向は̣11˃̬ で，南から北方向に向かっ
て上がっている。時期は近世～近代と考えられる。

道跡̕߸ʢୈ���図ʣ
　̙～̛－14 ～ 17区のᶚ層で検出された。ے状の道跡
である。道跡を形成している土は黒׊色土である。最
大幅は164㎝，検出した総延長は28.8ｍで，最大厚さは
9㎝である。主軸方向は/69 8˃で，東から西方向に向
かって上がっている。時期は縄文時代後期または晩期と
考えられる。

道跡��߸�ʢୈ���図ʣ
　%・E－15・16区のⅢ層で検出された。ൗ点状の道跡
である。最大幅は1110㎝，検出した総延長は1３.３ｍで，
最大厚さは不明である。主軸方向は/16 E˃で，傾斜の
方向は不明である。時期は弥生時代と考えられる。

道跡��߸�ʢୈ���図ʣ
　B－16～18区のᶚ層で検出された。ے状の道跡である。
最大幅は236㎝，検出した総延長は20.38ｍで，最大厚さ
は不明である。主軸方向は/56 8˃で，東から西方向に
向かって上がっている。時期は弥生時代と考えられる。
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ୈ���図　道跡̍
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ୈ���図　道跡２

道跡２߸

道跡３߸

������������������������������������������������������������������������N

ᶃ
　
黒
׊
色
の
土
層
　
か
な
り
硬
い

ᶄ
　
ᶃ
よ
り
，
や
や
ॊ
ら
か
く
砂
質
が
ࠞ
じ
る

ᶅ
　
ᶃ
と
同
じ
く
，
か
な
り
硬
い

　
　
˞
ᶄ
，
ᶅ
の
下
に
パ
ミ
ス
層
は
見
ら
れ
な
い

-������N

ᶄ

ᶃ

ᶅ

"

"�

$

$

#

#

%

%

%��
$��

%��
$��

"

"�

%��
$��

%��
$��

-������N

-������N

-������N

-������N

"

"

ᶃ ᶃ

%��
$��

%��
$��

%�
�
$�
�
%�
�
$�
�

-������N

" "�

" "�

அ໘図εέʔϧ

�����������������������������N

$��$�� %��%��



372

ୈ���図　道跡３
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ୈ���図　道跡̐
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ᶅ　黒色の硬い層，ほんの少し粘質である
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ある

ᶃ　黒色のとても硬い層
ᶄ　ᶃよりも少し஡系のࠞじる硬い層
ᶅ　�とても硬い黒色の土層，ところどころ
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道跡��߸ʢୈ���図ʣ
　F－17区のⅥ層で検出された。ے状の道跡である。道
跡を形成している土は黒׊色砂質土である。最大幅は46
㎝，検出した総延長は2.66ｍで，最大厚さは１㎝である。
主軸方向は/６ 8˃で，南から北方向に向かって上がっ
ている。溝状遺構13号と重なる。時期は不明である。

道跡��߸　ʢୈ���図ʣ
　A～ Ｃ－18・19区のⅥ層上面で検出された。ے状の道
跡である。道跡を形成している土は黒׊色土である。埋
土には15点の土器と３点の礫を含む。最大幅は48㎝，検
出した総延長は18.02ｍで，最大厚さは9㎝である。主
軸方向は/Sである。傾斜の方向はほぼ平らであるため
に不明である。時期も不明である。

道跡��߸�ʢୈ���図ʣ
　Ｃ－20区のⅢ̳層で検出された。ے状の道跡である。
最大幅は156㎝，検出した総延長は3.59ｍで，厚みはほ
とんど確認できなかった。主軸方向は/Sで，南から北
方向に向かって上がっている。時期は弥生時代と考えら
れる。

道跡��߸ʢୈ���図ʣ
　F ･ (－22 ～ 25区のⅢ̲層上面で検出された。ے状の
道跡である。道跡を形成している土は明஡׊色土である。
最大幅は50㎝，検出した総延長は47ｍで，最大厚さは３
㎝である。主軸方向は/58 8˃であるが，途中で緩やか
なカーϒを描いており，東から西方向に向かって上がっ
ている。時期は弥生時代ࠒと考えられる。

道跡��߸ʢୈ���図ʣ
　F－22 ～ 25区のⅢ̲層上面で検出された。ے状の道
跡である。道跡を形成している土は明஡׊色土である。
最大幅は40㎝，検出した総延長は35.3ｍで，最大厚さは
9㎝である。主軸方向は/73 8˃で，東から西方向に向
かって上がっている。時期は弥生時代ࠒと考えられる。

道跡��߸ʢୈ���図ʣ
　E ･ F－22 ～ 24区のⅡ層～Ⅲ層上面で検出された。２
列のے状の道跡である。最大幅は212㎝，検出した総延
長は20.16ｍで，最大厚さは不明である。主軸方向は
/73 8˃で，東から西方向に向かって上がっている。時
期は古代～中世ࠒの可能性がある。

道跡��߸ʢୈ���図ʣ
　E ･ F－26 ～ 28区で検出された。最大幅は260㎝，検
出した総延長は21.１5ｍで，最大厚さは不明である。主
軸方向は/87 8˃で，東から西方向に向かって上がって

いる。時期は不明である。

道跡��߸ʢୈ���図ʣ
　E・F－29 ～ 31区で検出された。道跡を形成している
土は҉੺灰色土である。最大幅は80㎝，検出した総延長
は16.１ｍで，最大厚さは６㎝である。主軸方向は/39˃
8で，東から西方向に向かって上がっている。溝状遺構
17号と一部重なる。時期は不明である。

道跡��߸�ʢୈ���図ʣ
　F－31・32区で検出された。最大幅は215㎝，検出し
た総延長は19.2ｍで，最大厚さは不明である。主軸方向
は/52 8˃で，レベル数値が記載されていないことから
傾斜方向は不明である。溝状遺構18号と重なる。時期は
不明である。　　　

道跡��߸ʢୈ���図ʣ
　%－33区で検出された。道跡を形成している土は҉੺
灰色土である。最大幅は46㎝，検出した総延長は4.08ｍ
で，最大厚さは9㎝である。主軸方向/55 8˃で，東か
ら西方向に向かって上がっている。時期は不明である。

道跡��߸ʢୈ���図ʣ
　%－35 ～ 37区で検出された。道跡を形成している土
は҉੺灰色土である。最大幅は190㎝，検出した総延長
は17.75ｍで，最大厚さは８㎝である。主軸方向は/79˃
8�で，東から西方向に向かって上がっている。時期は
不明である。

溝状遺構ٴͼ道跡ग़౔の౔ثʢୈ���図ʣ
　溝状遺構及び道跡から出土した主な土器について，そ
の概略を述べる。ただし，これらの出土遺物がそのまま
その遺構の時期を表わすものではないことを，まず断っ
ておきたい。あくまでも，その遺構から出土した主な遺
物を掲載したにすぎない。
　2038は溝状遺構１号から出土しており，大型の甕型土
器の口縁部である。2043は溝状遺構２号から出土してお
り，壺形土器の肩部で低い４条の三角突帯が付されてい
る。2045は溝状遺構８号から出土した大型の壺形土器の
口縁部である。口唇部にはϔラミガキの痕跡が残ってい
る。
　2047と2048は溝状遺構10号から出土しており，甕型土
器の口縁部から胴部上部にかけての破片である。2047に
はM字状の突帯が，2048には３条の三角突帯が付されて
いる。2044は溝状遺構８号から，2053は溝状遺構10号か
らそれぞれ出土した甕型土器の底部である。何れも充実
した脚台である。2056と2057は何れも溝状遺構10号から
出土した壺形土器の胴部で，M字状突帯が巡るとともに，
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ୈ���図　溝状遺構・道跡ग़౔遺෺
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外面には丁寧なϔラミガキ痕が残る。2061から2065は主
に甕形土器の胴部に付された三角突帯であるが，同じ三
角突帯でも形状や本数などが異なっている。
　2067は道跡１号で出土した甕形土器の胴部下部であ
り，内外面はともにハケナデによる調整の痕跡が残って
いる。

　΢　੊状遺構܈�ʢୈ���図ʣ
　Ⅲ̱・Ⅲ̲層の調査時に，ある狭いΤリアに凹凸のあ
る遺構が検出された。数条がまとまって検出されたこと
から，畑の畝の跡ではないかと想定して〝畝状遺構〟と
呼称して取り扱った。B・%－26・27区の３か所で検出
した。
　Ⅲ̱層またはⅢ̲層の調査の際に検出されており，何
条もほぼ平行に並ぶ遺構であることから，時期は不明確
ながらも，古墳時代以降であることは明らかである。形
状等から古代あるいは中世ࠒ以降のものではないかと想
定される。
　以下，それぞれについて述べていく。

੊状遺構̍߸ʢୈ���図ʣ
　%－26・27区で検出した。ほぼ南北となる方向に，１
条の幅約233㎝，長さは最大で465㎝，深さは最も深いも
ので27㎝である。合計12条あり，その総体の幅は4.6ｍ
に及ぶ。総面積は10.8㎡である。

੊状遺構２߸ʢୈ���図ʣ
　B－26区で検出した。ほぼ東西方向に，１条の幅約
178㎝，長さは最大で368㎝，深さは最も深いもので８㎝
である。合計４条あり，その総体の幅は3.7ｍ，総面積
は6.５㎡である。

੊状遺構３߸ʢୈ���図ʣ
　畝状遺構２号と同様，B－26区で検出した。ほぼ東西
方向に，１条の幅約162㎝，長さは最大で642㎝，深さは
最も深いもので13㎝である。合計４条検出されたが，南
側の調査区域外にのびていると考えられるため，全容は
不明である。検出された部分で，その総体の幅は6.4ｍ，
総面積は10.4㎡である。
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　ᾉ　遺　　෺ʢୈ���図ʙୈ���図ʣ
　Ⅲ層及びⅡ層，表土，֧乱層等から出土した古墳時代
以降の土器等について述べていく。

　Ξ　੒઒ࣜ౔ثʢୈ���図ʣ
　10点を図化した。2068 ～ 2075は甕形土器，2076及び
2077は手捏ね土器である。
　2068 ～ 2072は突帯が付されている。
　2068は甕型土器の胴部上部の突帯部分である。口縁部
はʮくʯ字状に外反するもので，その外反部分よりも下
方に三角突帯を巡らせ，その突帯に൘状の施文具による
と考えられる斜め方向の刻みを付している。
　2069は胴部の突帯である。幅に変化のあるו๶状の突
帯を巡らせ，その突帯に൘状の施文具によると考えられ
る斜め方向の刻みを付す。内面は，斜め方向のナデ調整
である。
　2070も突帯部分で，やや鋭さに欠ける三角形の突帯を
巡らせ，その突帯には極めて浅い斜め方向の刻みが施さ
れている。突帯よりも下方には斜め方向のハケ目による
調整痕が見られる。
　2071は鈍いו๶状の突帯で，図化した部分には刻み目
は見られない。
　2072も突帯であるが，極めて浅いו๶状の突帯を巡ら

せ，その突帯に斜め方向の൘状の施文具によるかと考え
られる刻みが施されている。刻み目の間隔は短く，非常
に丁寧に刻み目が付される。
　2073 ～ 2075は何れも甕型土器の底部である。
　2073は本体の底部がややઑり気味で，その外周に中空
の脚台を取り付ける。脚台は大きく開くことはなく，そ
の端部はほぼ真っ直ぐに下りてしっかりと下面に౿ん
張っている。外面には横方向のナデ調整が見られ，内面
には指頭痕と考えられる痕跡が若干残っている。
　2074は脚台の部分である。外に向かって大きく開いて
いるが，端部は内向きとなっている。内外両面に指頭痕
と横あるいは斜め方向のナデによる調整痕が残る。
　2075も脚台の部分である。外に向かって大きく開いて
おり，端部も外に向いている。内外面ともに横方向のナ
デ調整がݦ著に見られる。
　手捏ね土器の２点は何れも鉢形土器を模して作られて
いる。そのうち2076は底部の脚台部分が低く，体部は全
体的に大きく広がっている。内外両面には指頭痕がݦ著
に見られる。
　2077も底部の脚台部分は低く作られているが，体部は
全体的に小さくすぼまり気味になっている印象を受け
る。外面には指頭痕が明瞭に残るものの，内面にはハケ
による斜め方向を主体とした調整が見られる。
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　Π　౔ثࢣ・ਢثܙ�ʢୈ���図ʣ
　土師器15点，須恵器１点，נ器１点を図化した。
　土師器のうち，2078は甕，2079 ～ 2089は椀，ഋ，皿
の類で，2090 ～ 2092はᖿᖻと考えられるものの破片で
ある。
　2078は土師甕である。口縁径3１.2㎝，残存高20.8㎝で
ある。外面が縦方向のϔラケズリ，内面は斜め方向のϔ
ラケズリ及び横方向のナデにより調整されている。口縁
部内面には明瞭な稜は見られない。2079は椀で，口縁部
径14.３㎝，残存高6.2㎝で，底部径は推定で7.6㎝である。
口縁部の端部は体部からほぼ真っ直ぐである。2080 ～

2083は椀の口縁部の端部で，丸いものから鋭くઑるもの
まである。2084と2085は内黒土師器の胴部である。2085
は内面にϔラミガキが見られる。2086 ～ 2088はഋまた
は皿の底部である。2088は若干中央部がۼむ。2089は椀
の底部である。端部が外側に張り出す。
　2090は推定口径が1９.2㎝のᖿᖻの口縁部で，端部が丸
まっている。2091と2092もᖿᖻの口縁部と考えられる。
　2093は須恵器の甕の胴部と考えられる。外面が横方向
のタタキ，内面はケズリである。
　2094はנ器の椀であろう。外面にُߕの文様が見られ
る。

ୈ���図　౔ثࢣ・ਢثܙ
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　΢　ಃث࣓・ثʢୈ���図ʣ
　陶器22点，磁器２点を図化した。
　2095 ～ 2109は࿸である。2095 ～ 2098，2106は口縁部，
2099 ～ 2102は胴部，2106を除く2103 ～ 2109は底部であ
る。2095は端反り࿸である。2106は口縁部が大きく折れ
曲がっており，߳࿍の可能性もある。底部のうち2108は

ਠ底，2109は底部周辺を打ち欠いて丸くした加工品でޟ
はないかと考えられる。2110 ～ 2113は薩摩焼（黒薩摩）
の甕や鉢，Ꭼ鉢等であろう。
　2110は甕，2111は片口の口縁であろう。2112・2113は
底部である。2114 ～ 2116及び2119は土ළと考えられる。
　2117と2118はછ付の࿸と思われる。
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ୈùûද　溝状遺構ܭଌද
号 検出区 検出面層 主軸方向 長径（㎝）短径（㎝）深さ（㎝） 埋土 遺　物 時期 備　考
1 A-6 Ⅲ層 /10ƅE 226 25 5�0� 黒色土
2 B-10 － /41ƅE 340 25 25�0�
3 B-10 － /41ƅE 270 40 14�5�
4 B-10 － /10ƅE 620 100 18�5� 黒色土
5 B-10･11 － /58ƅE 592 48 5�0� サツϚ焼
6 B-10・11 － /58ƅE 534 58 7�0� 溝6が溝5を切っている
7 B-10 － /46ƅE 470 53 9�5� 安永Ր山灰か 近世
8 A･B-10･11 Ⅲ層 /43ƅE 912 68 11�0� 大正Ր山灰か 大正
9 Ｃ･%-11 Ⅲ層 /32ƅE 1,020 50 6�8� 道跡7号と重なる
10 %･E-12 Ⅲ層 /35ƅE 660 56 8�0� 近世 安永Ր山灰が堆積

11 Ｃ・%-15～17 Ⅲ層 E8 2,260 55 11�0� 黒に近い�
஡׊色土

12 F-17 Ⅵ層 / 278 46 10�5� 黒׊色砂質土 弥生 礫あり
13 F-17 Ⅵ層 /　6ƅE 468 58 6�3� 黒׊色砂質土 弥生 道跡12号と重なる
14 A～Ｃ-１8･19 Ⅲ層 /S 1,850 100 20�0� 土器8･石鏃1 弥生 道跡13号と重なる

15 E・F-21～25 Ⅲ層 E8 3,920 130 34�0� 色土׊҉
黒׊色土

16 %～F-26･27 Ⅲ層 /　6ƅ8 2,260 75 20�0�
17 %～F-29～31 Ⅲ層 /51ƅ8 2,800 75 6�0� 色土׊҉ 道跡19号と重なる
18 F-31･32 Ⅲ層 /47ƅ8 1,545 50 8�0� 道跡20号と重なる
19 E･F-35～37 Ⅲ層 /15ƅ8 3,750 140 15�0�
20 %-35～37 Ⅲ層 E8 1,830 280 7�0� ੺黒色土 弥生

ୈùýද　੊状遺構ܭଌද
号 検出区 検出面 長軸方向 長さ（㎝） 幅（㎝） 深さ（㎝） 面積（㎡） 備　考
1 %-26･27 /S 465 233 27 10�8
2 B-26 /S 368 178 8 6�5
3 B-26 E8 642 162 13 10�4

ୈùüද　道跡ܭଌද
号 検出区 検出面層 主軸方向 長軸（㎝）短軸（㎝） 厚さ（㎝） 形成土 遺　物 時　期 備　考

1 A･B-1･2 Ⅲ層･Ⅵ層 /6９ƅ8 972 250 6 黒色土・�
黒׊色土 弥生 池田層の直上

2 Ｃ-3･4 ᶚ層 /59ƅ8 1,570 254 6 黒׊色土 弥生
3 Ｃ-5 ᶚ層～Ⅴ層 /21ƅ8 920 304 －
4 A･B-5 Ⅲ層 /30ƅ8 920 280 － 黒色土 弥生
5 E･F-8･9 Ⅲ層 /81ƅ8 1,134 200 7 黒׊色土
6 B-8･9 Ⅲ層 /52ƅ8 657 208 －
7 Ｃ･%-11 － /37ƅ̚ 1,840 131 － 近世か近代？ 溝9と重なる

8 A～E-12～
14 Ⅱ層 /11ƅ8 3,880 292 － 黒色土 遺物/P2234･

2227～2233 近世～近代

9 %～F-14～17 ᶚ層 /69ƅ8 2,880 164 9 黒׊色土 縄文後晩期
10 %･E-15･16 Ⅲ層 /16ƅ̚ 1,330 1,110 － 弥生
11 B-16～18 ᶚ層 /56ƅ8 2,038 236 － 弥生
12 F-17 Ⅵ層 /　6ƅ8 266 46 1 黒׊砂質土 溝13と重なる

13 A～Ｃ-18・19 Ⅵ層上面 /S 1,802 48 9 黒׊色土 18点
（内3点礫） 溝14と重なる

14 Ｃ-20 Ⅲ̳層 /S 359 156 厚みຆど無し 弥生

15 ・̛(-22～
25 Ⅲ̲層上面 /58ƅ8 4,700 50 3 明஡׊色土 弥生

16 F-22～25 Ⅲ̲層上面 /73ƅ8 3,530 40 9 明஡׊色土 弥生

17 E･F-22～24 Ⅱ層～�Ⅲ層上面 /73ƅ8 2,016 212 － 古代～中世

18 E･F-26～28 － /87ƅ8 2,115 260 －

19 E・F-29～31 － /39ƅ8 1,610 80 6 ҉੺灰色土 溝17と一部重
なる

20 F-31･32 － /52ƅ8 1,920 215 － 溝18と重なる
21 %-33 － /55ƅ8 408 46 9 ҉੺灰色土
22 %-35～37 － /79ƅ8 1,775 190 8 ҉੺灰色土



386

ୈùþද　ୈ̍ΤϦΞ౔࡯؍ثදȂ̍
ૠ図番号 掲載番号 出土区 層 器　種 部　位

口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調
焼成 取上番号 備　考

㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石ӳ 長石 角ર石 Ӣ฼ 砂ཻ その他 外面 内面

247
1389 A・B-5 Ⅲ 甕 口縁部～胴部 31�0� ï26.９ð ミガキ 指頭圧痕

ミガキ・ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶいԫ׊ 良 1388他 刻み目突帯

1390 Ｃ-33 ⅢE 甕 口縁部～胴部 32�0� ï１6.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい橙 橙 良 20222他 突帯

　　　　ୈ̍ΤϦΞ౔࡯؍ثදȂ２

248

1391 E-8 Ⅲ 鉢 口縁部～胴部 43�0� ï１１.6ð ��ナデ ��ナデ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 791 突帯･外面スス付着
1392 A-5 Ⅲ 甕 口縁部～胴部 28�0� ï１３.2ð ��ナデ ��ナデ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良 847他 突帯･外面スス付着
1393 %-10 Ⅲ 甕 口縁部～胴部 21�0� ï7.１ð ハケ目・ナデ ��ナデ ˓ ˓ ׊ ׊ 普 4498他 突帯･外面スス付着

1394 Ｃ-9 Ⅲ 甕 口縁部～胴部 29�1� ï１５.５ð ハケ目
指押さえ・ナデ

ハケ目
指押さえ・ナデ ˓ ˓ ˓ 黒 ҉ 普 4555他 籾痕・外面スス付着

突帯
1395 A-6 Ⅲ 甕 口縁部～胴部 22�3� ï１0.4ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 明׊ 普 4301他 外面スス付着
1396 B-18 Ⅲ 甕 口縁部 18�0� ï３.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ － － 良 4706 外面ほぼ摩໓
1397 B-5 － 甕 底部 7�2� ï8.３ð ハケ目・ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ ҉灰ԫ 普 一括
1398 Ｃ-４・５ － 甕 底部 6�8� ï５.１ð ハケ目・ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 黒 良 一括 内面যげ残存
1399 Ｃ-７～9 － 甕 底部 8�6� ï8.0ð ハケ目・ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良 一括
1400 A-11 ᶚ 甕 底部 8�2� ï4.３ð ハケ目・ナデ － ˓ ˓ ˓ ˓ 明׊ － 粗 2482 外面ほぼ摩໓

　　　　ୈ̍ΤϦΞ౔࡯؍ثදȂ３
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1401 B-5 Ⅲ 壺 口縁部 23�8� ï2.１ð ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 橙 良 990他
1402 B-13 Ⅲ 壺 口縁部 24�8� ï３.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ ੺׊ 良 2275他
1403 E-16 Ⅲ 壺 口縁部～胴部 20�5� ï５.8ð － － ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 橙 橙 粗 1948 内外面とも摩໓
1404 B-5 Ⅲ 壺 口縁部 ï１.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 1044他
1405 %-4 Ⅲ 壺 頸部～肩部 ï１５.１ð ミガキ・ハケ目 ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 岩片 橙 ԫ׊ 普 24他 突帯
1406 F-15 Ⅲ 壺 底部 8�0� ï３.8ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ にぶい׊ 普 3120他 内面摩໓
1407 Ｃ-18 Ⅲ 壺 底部 5�3� ï１.8ð － － ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ にぶい׊ 普 2903
1408 A-4 Ⅲ 壺 底部 7�1� ï５.0ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 橙 灰ԫ 良 116他
1409 %-4 Ⅲ 壺 底部 7�2� ï6.0ð ミガキ・ハケ目 ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 橙 にぶい׊ 良 840
1410 A-１９ Ⅲ 高坏 脚部 ï8.0ð ハケ目 ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ 橙 ԫ灰 普 13623 突帯･外面摩໓

ୈùÿද　ୈ２ΤϦΞ౔࡯؍ثදȂ̍
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1411 (-24 ⅢC 甕 口縁部～胴部 32�0� ï１３.３ð ハケ目・ナデ ナデ ˓ ˓ 明׊ にぶいԫ׊ 良 19101他 突帯・外面スス付着
1412 %-24 ⅢE 甕 口縁部～胴部 24�5� ï6.2ð ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ 灰ԫ׊ 明׊ 良 20719 突帯
1413 E-4 ⅢC 甕 口縁部～胴部 25�9� ï4.３ð ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ׊ 良 19026
1414 (-23 ⅢC 甕 口縁部～胴部 26�0� ï５.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ にぶいԫ׊ 良 19405 突帯
1415 %-24 ⅢE 甕 口縁部～胴部 22�4� ï4.7ð ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 明׊ 普 19350他
1416 B-23 ⅢD 甕 口縁部 27�0� ï５.0ð ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 28590他
1417 E-24 ⅢC 甕 口縁部 22�2� ï4.6ð ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ 明੺׊ 良 19045 スス付着
1418 %-24 ⅢE 甕 底部 7�8� ï6.１ð ハケ目 ナデ ˓ ˓ ˓ 明׊ 灰׊ 良 19349 内面যげ残存
1419 B-23 ⅢD・ⅢE 甕 底部 7�2� ï９.4ð 指押さえ・ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ׊ 良 28584他 内面যげ残存
1420 B-25 ⅢE 甕 底部 8�0� ï8.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ׊ 黒 良 29514 内面যげ残存
1421 Ｃ-23 ⅢE 甕 底部 6�9� ï５.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 黒 普 20730 内面যげ残存
1422 E-23 ⅢC 甕 底部 7�0� ï7.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 普 19015

　　　　ୈ２ΤϦΞ౔࡯؍ثදȂ２
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1423 E-22 Ⅲ 壺 口縁部 26�6� ï2.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 橙 良 5177
1424 Č･ĎȂ20ɷ22 － 壺 口縁部 19�6� ï３.１ð ナデ後ミガキ 指ナデ・ハケ目 ˓ ˓ 橙 橙 良 外面スス付着
1425 F-24 Ⅲĩ 壺 口縁部 ï2.５ð ハケ目・ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ 橙 橙 普 19539
1426 %-24 ⅢC 壺 口縁部 ï2.7ð ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ 橙 橙 良 22394
1427 F-24 Ⅲ･Ⅲī 壺 口縁部～肩部 17�0� ï6.0ð ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 明੺׊ 良 21629他
1428 A-21 ⅢE 壺 口縁部～底部 24�8� 21�8� ï7.8ð ミガキ・ハケ目 ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ ੺׊ 良 28075他 突帯･外面スス付着
1429 E-22 Ⅲ 壺 底部 8�6� ï５.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 普 8862
1430 Ｃ-22 ⅢD 壺 底部 8�2� ï4.6ð ミガキ ハケ目 ˓ ˓ ˓ 明׊ 橙 良 28631
1431 %-24 ⅢC 壺 底部 7�6� ï4.2ð ハケ目・ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ にぶい׊ 普 18977
1432 %-23 ⅢC 壺 底部 8�0� ï５.2ð ハケ目・ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 橙 明ԫ׊ 普 18520

ୈùĀද　ୈ３ΤϦΞ౔࡯؍ثදȂ̍
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1433 %-28 ⅢE 甕 口縁部～底部 31�0� 8�0� ï３３.4ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 岩片 黒׊ 明੺׊ 良 25117他 突帯･図上復元
1434 %-28 ⅢC 甕 口縁部～胴部 39�0� ï20.2ð ハケ目 ハケ目 ˓ ˓ 明੺׊ ׊ 普 22259他 突帯

　　　　ୈ３ΤϦΞ౔࡯؍ثදȂ２
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1435 %-30 ⅢE 甕 口縁部～胴部 31�5� ï2３.５ð ハケ目・ナデ ナデ ˓ ˓ ׊ ׊ 良 20001他 突帯・外面スス付着
1436 %-30 ⅢE 甕 口縁部～胴部 27�0� ï１３.３ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 20253他 突帯・外面スス付着
1437 Ｃ-30 ⅢE 甕 口縁部～胴部 25�6� ï１2.7ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 20279他 突帯・外面スス付着
1438 %-28 ⅢE 甕 口縁部～胴部 26�6� ï8.7ð ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ にぶい׊ 灰׊ 良 25229他 突帯
1439 %-28 ⅢC 甕 口縁部～胴部 24�2� ï１0.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明׊ 良 25217 突帯
1440 %-28 ⅢE 甕 口縁部～胴部 26�6� ï8.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 明׊ 良 25205他 突帯・外面スス付着
1441 F-25 ⅢC 甕 口縁部～胴部 22�4� ï１１.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ ੺׊ 良 22582他 突帯・外面スス付着

　　　　ୈ３ΤϦΞ౔࡯؍ثදȂ３
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1442 %-28 ⅢE 甕 口縁部～胴部 23�4� ï8.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 明׊ 良 25120他 突帯･スス付着
1443 %-30 ⅢE 甕 口縁部～胴部 22�0� ï９.５ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ҉੺׊ 明੺׊ 良 20692他 外面スス付着
1444 E-30 ⅢC 甕 口縁部 32�2� ï５.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 18768他 外面スス付着
1445 Ｃ-27 ⅢC 甕 口縁部～胴部 ï１３.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明׊ 黒׊ 良 24056他 突帯･外面スス付着
1446 %-28 ⅢE 甕 胴部 ï１３.4ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 明׊ 良 25190他 突帯･外面スス付着
1447 F-29 ⅢC 甕 胴部～底部 7�7� ï１6.0ð ハケ目 ハケ目 ˓ ˓ にぶい੺׊ 明੺׊ 良 18659他
1448 F-30 ⅢE 甕 底部 7�2� ï7.１ð ハケ目 ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 良 20736他
1449 B － 甕 底部 8�2� ï7.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ً石 明੺׊ 灰׊ 普 一括
1450 Ｃ-30 ⅢE 甕 底部 8�4� ï7.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明׊ 良 19915他
1451 %-27 ⅢE 甕 底部 8�5� ï8.0ð ハケ目 ナデ ˓ ˓ 橙 ׊ 良 24882
1452 Ｃ-30 ⅢE 甕 底部 8�8� ï９.３ð ハケ目 ˓ ˓ ˓ 橙 橙 粗 19９83他 内，外面とも摩໓
1453 F-25 ⅢC 甕 底部 7�0� ï7.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明ԫ׊ 良 22587
1454 %-28 ⅢE 鉢 底部 8�7� ï8.３ð 指押さえ・ナデ ナデ ˓ ˓ ً石 明੺׊ オリーϒ黒 良 21082他
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ୈùĀද　ୈ３ΤϦΞ౔࡯؍ثදȂ̐
ૠ図番号 掲載番号 出土区 層 器　種 部　位 口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調 焼成 取上番号 備　考㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石ӳ 長石 角ર石 Ӣ฼ 砂ཻ その他 外面 内面
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1455 B-25 ⅢE 無頸壺 口縁部～胴部 16�0� ï4.8ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷
黒曜石 明׊ にぶいԫ׊ 良 21738 外面スス付着

1456 F-24・25 ⅢC 壺 口縁部～頸部 19�0� ï8.９ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 22571他 頸部上端指押さえ跡
口唇部と外面スス付着

1457 E-28 ⅢC・ⅢE 壺 口縁部～頸部 28�0� ï１4.0ð ハケ目・ナデ 指頭圧痕
ハケ目 ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 24807他 突帯�

内外面わずかにスス付着
1458 Ｃ-27 ⅢE･ᶚB� 壺 口縁部～頸部 23�4� ï１0.2ð 摩໣ 摩໣ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石

玉਷ 明׊ 明׊ 粗 24493他 全面摩໣

1459 %-28 ⅢE 壺 口縁部 19�6� ï３.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明੺׊ 黒׊ 良 25047 外面スス付着�
内面যげ残存

1460 %-26 ⅢE 大壺 口縁部 20�2� ï2.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明੺׊ 明੺׊ 良 23592 口唇部スス付着
1461 E-29 ⅢC 大壺 口縁部 32�0� ï6.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ ੺׊ ੺׊ 良 24050 口唇部先端スス付着
1462 %-28 ᶗ 大壺 口縁部 34�7� ï５.7ð ハケ目・ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明੺׊ 明੺׊ 良

1463 %-43 ᶚB 大壺 口縁部 29�8� ï３.6ð ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 黒׊ 明੺׊ 良 26275 外面スス付着
内面যげ残存

1464 %-36 ⅢE 大壺 口縁部 29�0� ï2.９ð ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明੺׊ ੺׊ 良 26367他 内外面口唇部スス付着
1465 E-29 ⅢC 大壺 口縁部 34�6� ï３.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ にぶいԫ׊ 良 18655
1466 B-26 ᶗ 大壺 口縁部 ï2.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶい׊ にぶい׊ 良 内外面口唇部スス付着
1467 %-34 ᶗ 大壺 口縁部 ï2.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 橙 橙 良
1468 E-29 ⅢC 大壺 頸部 ï8.4ð ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶい橙 にぶい橙 良 18617

　　　　ୈ３ΤϦΞ౔࡯؍ثදȂ̑
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1469 %-28 ⅢE 壺 胴部～底部 10�0� ï１2.4ð ミガキ・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 25192他

1470 %-28 ⅢE 壺 胴部～底部 7�2� ï１１.９ð ハケ目 指頭圧痕
ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石 明੺׊ 黒׊ 粗 25115他 内面যげ残存

1471 %-28 ⅢC 壺 胴部～底部 6�8� ï7.7ð ミガキ ミガキ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 明׊ 良 25024
1472 F-29 ⅢC 壺 胴部～底部 6�8� ï8.0ð ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ ً石 にぶい׊ 橙 普 20844
1473 %-35 カクラン 壺 胴部～底部 7�0� ï6.4ð ミガキ ハケ目 ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良

1474 E-27 カクラン 壺 底部 5�0� ï2.4ð 指頭圧痕
ナデ

指頭圧痕
ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ׊ にぶいԫ׊ 普

1475 E-29 ⅢC 壺 底部 7�4� ï５.９ð ミガキ ハケ目 ˓ ˓ ˓ 貝殻片 明׊ 橙 良 18638 外面スス付着�
内面籾痕

1476 F-30 ⅢC 壺 底部 8�0� ï３.９ð ミガキ・ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶい׊ 橙 良 18845

1477 B － 壺 底部 7�8� ï３.2ð ナデ 摩໣ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷�
ً石 明੺׊ 橙 粗 一括

ୈú÷ද　େܕᙈܗ౔࡯؍ثදȂ̍
257 1478 A-18 Ⅲ 大甕 口縁部～底部 47�0� ï５５.0ð 指頭圧痕

ハケ目
指頭圧痕
ハケ目 ˓ ˓ ˓ 橙 にぶい׊ 良 3143他 突帯・図上復元

　　　　େܕᙈܗ౔࡯؍ثදȂ２
258 1479 %-28 ⅢE 大甕 口縁部～胴部 43�6� ï３３.５ð ミガキ 指頭圧痕

ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷�
黒曜石 橙 明੺׊ 良 25028他 突帯

　　　　େܕᙈܗ౔࡯؍ثදȂ３
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1480 %-4� Ⅲ 大甕 口縁部～胴部 58�0� ï2１.５ð ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明੺׊ 良 230他 突帯
1481 %-3 Ⅲ 大甕 口縁部 53�2� ï５.0ð ミガキ ミガキ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ ׊ ׊ 良 23他 突帯

1482 Ｃ-6 Ⅲ 大甕 口縁部～胴部 49�2� ï１6.6ð 指頭圧痕�
ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石 明੺׊ 明੺׊ 普 ５88他 突帯

　　　　େܕᙈܗ౔࡯؍ثදȂ̐
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1483 F-32 ⅢC 大甕 口縁部 51�0� ï6.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ੺׊ 黒׊ 良 22425
1484 %-28 Ⅲī 大甕 口縁部 ï３.7ð ハケ目 ナデ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 24765
1485 %-28 Ⅲī 大甕 口縁部 ï３.９ð ミガキ ナデ ˓ ˓ 黒׊ 明׊ 良 25195
1486 E-33 ⅢD 大甕 口縁部 ï6.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 23977
1487 (-2３ Ⅲĩ 大甕 口縁部 ï５.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明׊ 良 19111
1488 (-29 ⅢC 大甕 口縁部 ï３.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ԫ橙 橙 良 19393他
1489 E-36 カクラン 大甕 口縁部 ï５.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良
1490 F-24 ⅢC 大甕 口縁部 ï３.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 橙 良 19456
1491 Ｃ-28 ⅢC 大甕 口縁部 ï4.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ橙 橙 良 21385
1492 F-28 ⅢC 大甕 口縁部 ï３.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ ׊ 良 一括
1493 A-22 ⅢD 大甕 口縁部 ï2.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 28689
1494 E-26 ⅢC 大甕 口縁部 ï2.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ੺׊ ੺׊ 良 23066
1495 E-24 ⅢC 大甕 口縁部 ï３.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 19022
1496 (-23 ⅢC 大甕 口縁部 ï2.8ð ナデ ナデ ˓ ً石 ׊ ׊ 良 19107
1497 %-29 ⅢC 大甕 口縁部 ï2.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶい׊ 良 21156
1498 %-27 ⅢE 大甕 口縁部 ï３.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良 25109
1499 Ｃ-27 ⅢC 大甕 口縁部 ï2.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 23894
1500 B － 大甕 口縁部 ï３.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 橙 良 一括
1501 B － 大甕 口縁部 ï4.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ً石 橙 橙 良 一括

1502 B-26 ⅢC 大甕 口縁部 ï4.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ੺׊ にぶいԫ׊ 良 20544

　　　　େܕᙈܗ౔࡯؍ثදȂ̑
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1503 E-28 ⅢC 大甕 胴部 ï９.7ð 指頭圧痕�
ハケ目 ハケ目 ˓ ˓ 玉਷ ੺׊ ׊҉ 普 23768他 突帯

1504 Ｃ-28 ⅢC 大甕 胴部 ï９.１ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ にぶいԫ橙 灰׊ 普 21389 突帯
1505 %-27 ⅢE 大甕 胴部 ï6.９ð ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ 明׊ 明ԫ׊ 普 24862他 突帯
1506 Ｃ-25 ⅢC 大甕 胴部 ï6.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明ԫ׊ にぶいԫ׊ 普 20503他 突帯・外面スス付着
1507 A-22 ⅢD 大甕 胴部 ï6.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 橙 明׊ 普 28537 突帯・外面スス付着
1508 Ｃ-25 ⅢC 大甕 胴部 ï５.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ 玉਷ 橙 ׊ 普 21004 突帯

1509 %-25 ⅢC 大甕 胴部 ï4.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ً石�
岩片 橙 ׊ 普 20945 突帯

1510 %-27 ⅢC 大甕 胴部 ï4.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ً石�
岩片 にぶいԫ׊ にぶいԫ׊ 普 24104 突帯

1511 F-23 ⅢB� 大甕 胴部 ï３.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 岩片 ׊ 明੺׊ 普 一括 突帯
1512 F-22 ⅢC 大甕 胴部 ï4.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ً石 橙 橙 普 19128他
1513 F-24 ⅢB� 大甕 底部 13�6� ï4.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒曜石 橙 橙 普 24346

ୈúøද� ೋࠥޱԑᆵܗ౔࡯؍ثද� � �
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1514 E-29 ⅢC 壺 口縁部 40�8� ï９.３ð ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ にぶいԫ׊ 良 18619
1515 (-23 ⅢC 壺 口縁部～頸部 26�4� ï１2.５ð ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 橙 橙 良 19108 突帯
1516 Ｃ-25 ⅢC 壺 口縁部 20�2� ï4.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ にぶいԫ׊ 良 21008
1517 %-37 カクラン 壺 口縁部 23�4� ï３.4ð ナデ ミガキ ˓ ˓ ˓ ˓ 明׊ にぶい׊ 良
1518 %-28 ⅢC 壺 口縁部 24�6� ï３.0ð ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶいԫ׊ にぶい׊ 良 21464
1519 %-30 ⅢE 壺 口縁部 16�6� ï３.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 黒׊ 良 20701
1520 Ｃ-27 ⅢC 壺 口縁部 ï4.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明׊ 明׊ 良 23899
1521 Ｃ-25 ⅢC 壺 口縁部 ï３.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶいԫ橙 にぶいԫ橙 良 21223
1522 Ｃ-28 ⅢC 壺 口縁部 ï4.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ ׊ 良 21395
1523 %-31 Ｉ 壺 口縁部 ï2.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶい੺׊ にぶい੺׊ 良
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ୈúùද　.ࣈ状ಥଳᆵܗ౔࡯؍ثදȂ̍
ૠ図番号 掲載番号 出土区 層 器　種 部　位

口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調
焼成 取上番号 備　考

㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石ӳ 長石 角ર石 Ӣ฼ 砂ཻ その他 外面 内面
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1524 %-30 ⅢE 壺 肩部 ï7.５ð ミガキ・ハケ目 指頭圧痕後
ハケ目 ˓ ˓ ੺׊ 明੺׊ 良 20648他

1525 %-4� Ⅲ 壺 肩部 ï6.8ð ミガキ ハケ目 ˓ ˓ ً石 ׊҉ ׊ 良 132他
1526 A － 壺 胴部 ï8.7ð ミガキ ハケ目 ˓ ˓ 黒׊ ׊ 良 一括
1527 Ｃ-3 Ⅲ 壺 胴部 ï５.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 灰׊ にぶいԫ׊ 良 184他
1528 E-26 ⅢC 壺 肩部 ï３.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 23040

1529 F-32� ⅢC 壺 胴部 ï6.５ð ナデ 指頭圧痕�
ハケ目 ˓ ˓ 明੺׊ ׊ 良 19268

1530 %-28 ⅢC 壺 胴部 ï９.５ð 摩໓ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 24110

දȂ２࡯؍ث౔ܗ状ಥଳᆵࣈ.　　　　
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1531 A-21� Ⅲ̳ 壺 胴部 ï7.2ð ハケ目 ナデ ˓ ˓ 明׊ にぶいԫ׊ 良 28092他
1532 A-21� ⅢE 壺 底部 6�2� ï５.7ð ハケ目 ナデ ˓ ˓ 明ԫ׊ ԫ橙 良 28094他
1533 Ｃ-23 ⅢC 壺 胴部 ï4.8ð ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ ׊ にぶいԫ׊ 良 20728
1534 B-5 Ⅲ 壺 胴部 ï５.９ð ハケ目 ナデ ˓ ˓ 橙 橙 良 1041
1535 B-6 Ⅲ 壺 胴部 ï6.５ð ハケ目 ハケ目 ˓ ˓ 橙 ҉灰ԫ 普 1106
1536 B-27 ⅢC 壺 胴部 ï５.９ð ミガキ ハケ目 ˓ ˓ ˓ ҉੺׊ ੺׊ 良 23848
1537 B-27 ⅢC 壺 胴部 ï５.１ð ミガキ・ナデ ハケ目 ˓ ˓ ੺׊ ੺׊ 良 23856

1538 Ｃ�32 カクラン 壺 胴部 ï５.7ð ミガキ 指頭圧痕�
ナデ ˓ ˓ 玉਷ ׊ 黒׊ 良

1539 B-4～7 － 壺 胴部 ï５.３ð ナデ 剥離 ˓ ˓ ˓ 岩片 灰׊ 灰׊ 良 一括

1540 Ｃ-25 ⅢC 壺 胴部 ï4.8ð ナデ 指頭圧痕�
ナデ ˓ ˓ ׊҉ 橙 良 19673他

1541 %-26 ⅢC 壺 胴部 ï５.6ð ナデ ハケ目 ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 20936
1542 Ｃ-25 ⅢC 壺 胴部 ï３.１ð ミガキ・ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 普 20507
1543 B-8 Ⅲ 壺 胴部 ï6.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 1633
1544 Ｃ-25 ⅢC 壺 胴部 ï6.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良 一括
1545 F-6 ⅢC 壺 胴部 ï4.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 灰ԫ 普

1546 Ｃ-25 Ⅲ 壺 胴部 ï３.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい੺׊ 橙 良 20966

1547 %-4� Ⅲ 壺 胴部 ï4.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶい׊ 良 253
1548 Ｃ-25 ⅢC 壺 胴部 ï３.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ 橙 良 20518
1549 F-27 ⅢC 壺 胴部 ï３.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明ԫ׊ 黒׊ 良 一括
1550 B-25 ⅢC 壺 胴部 ï５.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 21748
1551 %-28 ⅢE 壺 胴部 ï4.５ð ミガキ ナデ ˓ ˓ 黒׊ 黒׊ 良 25898
1552 Ｃ-4 Ⅲ 壺 胴部 ï５.５ð ミガキ ナデ ˓ ˓ ҉੺׊ にぶい੺׊ 良 186

ୈúúද　ೋࠥޱԑྨࣅᆵܗ౔࡯؍ثද
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1553 E-28 ⅢC 壺 口縁部 16�5� ï2.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ׊ 良 一括 刻み目突帯
1554 B-25 ⅢC 壺 口縁部 18�1� ï３.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ ҉灰ԫ 良 21208他

1555 %-30 ⅢC 壺 口縁部 17�4� ï３.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ 玉਷ 明੺׊ ׊ 良 20620 内面口縁部�
੺色塗࠼・突帯

1556 E-34 ᶗ 壺 口縁部 21�6� ï３.6ð ナデ･ミガキ 指頭圧痕�
ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ 黒׊ 良 突帯

口唇部に刻み
1557 Ｃ-30 ⅢE 壺 口縁部 ï4.３ð ナデ ミガキ ˓ ˓ ˓ ׊ 黒׊ 良 19928 突帯
1558 E-26 ⅢC 壺 口縁部 ï2.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ ׊ 良 23064 突帯
1559 B-26 ⅢC 壺 口縁部 ï３.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 ੺ 良 19795 突帯
1560 E-27 ⅢC 壺 口縁部 ï１.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明ԫ׊ にぶい׊ 良 一括 突帯
1561 %-35 カクラン 壺 口縁部 ï2.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 突帯
1562 Ｃ-32 ᶗ 壺 口縁部 ï３.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 橙 良 突帯
1563 － － 壺 口縁部 ï３.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ ׊҉ 良 一括
1564 B － 壺 口縁部 ï３.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 橙 良 一括 突帯

ୈúûද　ಛघᆵܗ౔࡯؍ثද
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1565 B-26 ⅢC 長頸壺 肩部～
底部付近 ï１５.９ð ハケ目後�

丁寧なミガキ
ハケ目後　　
　ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶいԫ׊ 良 20553 突帯・外面スス付着

1566 Ｃ-26 Ⅲĩ 壺 肩部 ï５.4ð ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ ׊ 良 21287 突帯
1567 %-28 Ⅲī 壺 肩部 ï３.4ð ミガキ 剥離 ˓ ˓ 黒׊ 黒׊ 良 一括 突帯
1568 Ｃ-26 ⅢC 壺 肩部 ï2.7ð ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒׊ ׊ 良 21294 突帯
1569 Ｃ-26 ⅢC 壺 肩部 ï2.7ð ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 灰׊ 良 21304 突帯

1570 E-28 ⅢE 壺 胴部 ï8.8ð 剥離 指頭圧痕�
ハケ目・ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 明׊ 良 一括 外面スス付着

ୈúüද　֖ܗ౔࡯؍ثද
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1571 %-30 ⅢE 蓋 裾部 23�2� ï2.8ð ナデ後ミガキ ナデ後ミガキ ˓ ˓ ً石 橙 にぶい׊ 良 20645 刻み
1572 B － 蓋 裾部 16�8� ï３.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 にぶい׊ 良 一括 刻み
1573 (-23 Ⅲ 蓋 裾部 25�3� ï１.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 明੺׊ 良 8867 刻み

1574 E-33 ⅢC 蓋 裾部 23�0� ï１.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ׊ ׊ 良 23950 刻み
内面スス付着

1575 E-30 ⅢC 蓋 裾部 14�2� ï１.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 にぶい橙 良 18740 刻み
1576 %-30 Ⅲ̱ 蓋 裾部 ï１.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ً石 橙 黒׊ 良 一括 刻み
1577 %-28 ⅢC 蓋 裾部 12�2� ï１.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ 岩片 橙 橙 普 一括
1578 Ｃ-22 ⅢD 蓋 裾部 ï2.0ð ミガキ ミガキ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 白׊ 良 28667 刻み
1579 E-22 ⅢC 蓋 裾部 ï１.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 橙 にぶい橙 良 一括 刻み
1580 F-35 ⅢC 蓋 裾部 ï１.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 灰ԫ׊ 灰ԫ׊ 良 26151 刻み
1581 E-27 ⅢC 蓋 裾部 ï３.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ ੺׊ 灰׊҉ 良 23014

ୈúýද　খܕᙈܗ౔࡯؍ثදȂ̍

268

1582 %-23 ⅢE 小型甕 口縁部～胴部 20�0� ï９.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明׊ 明׊ 良 19147他
1583 E-8� Ⅲ 小型甕 口縁部～胴部 17�1� ï7.0ð ハケ目・ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 黒׊ 普 2674 外面スス付着
1584 F-33 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 17�0� ï6.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 浅ԫ 浅ԫ 良 19292
1585 F-24 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 14�2� ï6.３ð ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ԫ׊ 明੺׊ 良 19458
1586 E-29 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 15�0� ï4.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶい׊ にぶい׊ 良 18646 外面スス付着
1587 Ｃ-26 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 13�7� ï５.2ð ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ にぶいԫ橙 良 19749 外面スス付着
1588 F-24 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 13�0� ï５.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 普 19077 外面スス付着
1589 F-35 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 14�0� ï4.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 明׊ 良 26080
1590 E-36 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 26�2� ï4.4ð ハケ目・ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ 黒׊ ҉੺׊ 良 27629他 外面スス付着
1591 F-29 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 22�3� ï３.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 黒 ׊ 良 20846 外面スス付着
1592 B-25 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 16�0� ï３.7ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石 橙 橙 良 21063
1593 %-26 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 18�2� ï2.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良 一括
1594 E-30 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 10�8 ï2.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒 灰׊ 良 18717 外面スス付着
1595 F-28 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 15�2� ï2.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ 黒׊ 粗 一括
1596 E-30 ⅢC 小型甕 口縁部～胴部 13�4� ï2.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 18789 外面スス付着
1597 Ｃ-27 ⅢE 小型甕 口縁部～胴部 11�1� ï2.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 黒׊ ׊ 良 24204 外面スス付着
1598 Ｃ-28 ⅢC 小型甕 口縁部 12�6� ï１.５ð ナデ 指頭圧痕 ˓ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 22161
1599 F-24 ⅢE 小型甕 口縁部 9�2� ï１.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 21641
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1600 Ｃ-24 カクラン 小型甕 口縁部 ï１.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ੺׊ 灰׊ 良 外面スス付着
1601 %-28 ⅢC 小型甕 口縁部 ï2.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ 岩片 にぶいԫ橙 にぶいԫ橙 普 21096
1602 %-25 ⅢC 小型甕 口縁部 ï３.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 灰׊ 灰ԫ׊ 良 20898
1603 %-23 ⅢC 小型甕 口縁部 ï１.7ð 指押さえ・ナデ 指押さえ・ナデ ˓ ˓ ˓ 灰׊ にぶい׊ 良 18931
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1604 F-25 ⅢC 小型甕 口縁部 ï2.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明੺׊ 明੺׊ 良 22621
1605 %-３5 カクラン 小型甕 口縁部 ï2.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明੺׊ 橙 良 外面スス付着
1606 %-26 ⅢE 小型甕 口縁部 ï2.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒 ੺׊ 良 一括 外面スス付着
1607 Ｃ-26 ⅢE 小型甕 口縁部 ï2.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石 灰ԫ׊ 明׊ 良 22866
1608 %-24 ⅢC 小型甕 口縁部 ï2.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 明੺׊ 良 18962 外面スス付着
1609 B-27 ⅢC 小型甕 口縁部 ï１.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶい׊ 灰׊ 良 21555 外面スス付着
1610 F-28 ⅢC 小型甕 口縁部 ï１.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶいԫ橙 にぶいԫ橙 良 一括
1611 E-28 ⅢC 小型甕 口縁部 ï１.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 灰׊ ׊ 良 一括 外面スス付着
1612 B-27 ⅢC 小型甕 口縁部 ï１.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石 明ԫ׊ 灰 普 一括
1613 Ｃ-26 ⅢC 小型甕 口縁部 ï2.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 20619
1614 %-28 ⅢE 小型甕 口縁部 ï１.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明੺׊ 明੺׊ 良 一括
1615 Ｃ-27 ⅢC 小型甕 口縁部 ï１.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 灰׊ 灰׊ 良 一括 外面スス付着
1616 B-27 ⅢC 小型甕 口縁部 ï１.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶいԫ橙 にぶいԫ橙 良 一括
1617 B-27 ⅢC 小型甕 口縁部 ï１.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 黒׊ 黒׊ 良 一括
1618 E-28 ⅢC 小型甕 口縁部 ï１.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ 玉਷ 灰ԫ׊ にぶいԫ橙 良 一括
1619 F-24 Ⅲ 小型甕 口縁部 ï１.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明੺׊ 明੺׊ 良 一括
1620 B-25 ⅢC 小型甕 口縁部 ï１.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ橙 にぶいԫ橙 良 21202
1621 B-27 ⅢC 小型甕 口縁部 ï0.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ － 黒׊ 普 一括
1622 F-28 ᶗ 小型甕 口縁部 ï１.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷ ׊҉ 明׊ 良
1623 A-1～３ － 小型甕 胴部 ï4.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶい׊ にぶい׊ 良 一括
1624 F-23 ᶗ 小型甕 胴部 ï4.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶいԫ׊ 明׊ 良
1625 F-24 ⅢC 小型甕 胴部 ï３.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明׊ 明੺׊ 良 19076
1626 %-27 ⅢE 小型甕 底部 5�0� ï３.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明׊ 明׊ 良 25879
1627 E-32 ⅢE 小型甕 底部 4�0� ï３.4ð ハケ目・ナデ － ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 黒׊ － 良 21958
1628 %-28 ⅢC 小型甕 底部 4�8� ï4.３ð ナデ － ˓ ˓ ˓ ˓ 明׊ － 普 21108
1629 B － 小型甕 底部 5�2� ï4.2ð ハケ目・ナデ － ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 灰׊ － 良 一括
1630 B-25 ⅢE 小型甕 底部 5�4� ï2.6ð ナデ － ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶい੺׊ － 普 21742
1631 %-28 ⅢC 小型甕 底部 5�0� ï2.4ð ナデ － ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明׊ － 良 21142他�
1632 %-28 ⅢE 小型甕 底部 5�4� ï2.１ð ナデ － ˓ ˓ ˓ ˓ ׊ － 良 24919 外面スス付着

1633 Ｃ-28 ⅢE 小型甕 底部 4�6� ï2.0ð ナデ － ˓ ˓ ˓ ˓ ً石
玉਷ 明੺׊ － 普 24885

1634 Ｃ-30 ᶗ 小型甕 底部 3�9� ï2.３ð ナデ － ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 灰׊ － 普
1635 %-37 カクラン 小型甕 底部 5�3� ï１.９ð ナデ － ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明੺׊ － 普
1636 %-27 ⅢE 小型甕 底部 5�5� ï2.0ð ナデ － ˓ ˓ ˓ ˓ 橙 － 普 一括
1637 %-３３ Ⅲī 小型甕 底部 5�1� ï0.8ð ナデ － ˓ ˓ ˓ 玉਷ 明੺׊ － 普 一括
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1638 E-26 ⅢC 小型壺 口縁部 18�5� ï2.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ オリーϒ׊ ҉ԫ 普 23061
1639 (-34 ⅢC 小型壺 口縁部 12�4� ï2.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい੺׊ ׊ 良 24772
1640 Ｃ-25 ⅢC 小型壺 口縁部 11�4� ï１.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ オリーϒ׊ オリーϒ׊ 普 21007
1641 %-28 ⅢC 小型壺 口縁部 15�0� ï１.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい੺׊ ੺׊ 良 21840
1642 E-23 ⅢC 小型壺 口縁部 13�1� ï１.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ オリーϒ׊ 普 19590

1643 %-26 ⅢC 小型壺 口縁部 12�2� ï4.8ð 指頭圧痕�
ナデ

指頭圧痕�
ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ ׊ 普 19721

1644 %-22 ⅢC 小型壺 頸部～胴部 ï2.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ ׊ ੺׊ 普 18888

1645 E-32 ᶗ 小型壺 頸部 ï2.7ð 指頭圧痕
ナデ 指頭圧痕 ˓ ˓ 岩片 にぶい੺׊ オリーϒ黒 普

1646 B-25 ⅢC 小型壺 口縁部 15�2� ï2.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ׊ ׊ 良 21059
1647 %-28 ⅢE 小型壺 口縁部 18�0� ï2.0ð ナデ・ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ 黒׊ 良 一括
1648 %-37 カクラン 小型壺 口縁部 13�8� ï2.4ð ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ ׊ ׊ 普
1649 %-30 ⅢE 小型壺 口縁部 13�0� ï１.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ 明׊ 普 20252

1650 %-28 ⅢC 小型壺 頸部～底部 ï１３.５ð ミガキ
ハケ目

指頭圧痕�
ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 21818他

1651 E-22 Ⅲĩ 小型壺 胴部 ï３.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒׊ ԫ׊ 普 一括 突帯

1652 F-３2　 Ⅲĩ 小型壺 底部 7�4� ï５.0ð ハケ目 ナデ ˓ ˓ 明ԫ׊ 明੺׊ 普 22378他
1653 %-23 ⅢC 小型壺 胴部 ï2.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ԫ׊ にぶいԫ׊ 普 18506 突帯
1654 %-３6 Ⅲī 小型壺 底部 7�4� ï３.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ オリーϒ׊ ԫ׊ 普 26602
1655 E-28 ⅢC 小型壺 底部 8�2� ï３.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ 黒׊ にぶいԫ׊ 普 一括
1656 A-7 Ⅲ 小型壺 底部 2�0� ï0.8ð ミガキ ミガキ ˓ ˓ ˓ ˓ 灰ԫ׊ 黒 普 4340
1657 F-24 ⅢE 小型壺 底部 5�0� ï３.0ð ハケ目 ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ ׊҉ 普 21653
1658 Ｃ-30 ⅢE 小型壺 底部 3�4� ï１.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ橙 にぶいԫ橙 普 一括 外面スス付着
1659 Ｃ-26 ⅢC 小型壺 底部 4�7� ï３.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 オリーϒ黒 普 21274 内面যげ残存

1660 F-24 ⅢE 小型壺 底部 3�6� ï4.0ð 指頭圧痕�
ナデ

指頭圧痕�
ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ ׊ 普 22291他

1661 %-28 ⅢC 小型壺 底部 4�8� ï2.8ð ハケ目 指頭圧痕�
ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ׊ 普 21132

1662 B-25 ⅢC 小型壺 底部 3�6� ï2.7ð ハケ目 ハケ目 ˓ ˓ ˓ オリーϒ黒 明੺׊ 普 19643 外面スス付着
1663 B-27 ⅢE 小型壺 底部 4�0� ï３.１ð ハケ目 ハケ目 ˓ ˓ ˓ 明׊ 明੺׊ 普 24623
1664 (-23 ⅢC 小型壺 底部 3�2� ï３.１ð ハケ目 摩໓ ˓ ˓ ˓ ˓ ׊ 明׊ 普 19421
1665 %-28 ⅢE 小型壺 底部 3�0� ï2.３ð 指頭圧痕 ナデ ˓ ˓ ˓ ҉灰ԫ 灰オリーϒ 普 一括
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1666 B-25 ⅢC 小型鉢 口縁部～胴部 23�6� ï５.９ð ハケ目 ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ ׊ 良 21204
1667 Ｃ-30 ⅢE 小型鉢 口縁部～胴部 19�4� ï4.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒׊ ׊҉ 良 19894
1668 %-28 ᶚB 小型鉢 口縁部～胴部 20�2� ï4.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 24654

1669 Ｃ-27 ⅢC 小型鉢 口縁部～胴部 10�0� ï３.９ð 指頭圧痕�
ナデ ハケ目 ˓ ˓ ੺׊ 黒׊ 良 一括

1670 (-24 ⅢC 小型鉢 口縁部～胴部 14�0� ï4.９ð 剥離 指頭圧痕�
ナデ ˓ ˓ ˓ ׊҉ 明੺׊ 普 19096

1671 %-27 ⅢC 小型鉢 口縁部～胴部 14�6� ï３.９ð 指頭圧痕 指頭圧痕�
ナデ ˓ ˓ ˓ 灰ԫ׊ にぶいԫ׊ 良 25475 外面スス付着

1672 B-26 ⅢE 小型鉢 口縁部～胴部 18�0� ï4.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ׊҉ ੺׊ 良 21309
1673 E-35 ⅢC 小型鉢 口縁部～胴部 12�0� ï4.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ ੺׊ 良 26212
1674 B-24 ⅢC 小型鉢 口縁部～胴部 18�6� ï4.6ð ハケ目・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 明׊ 良 18592

1675 (-34 ⅢE 小型鉢 口縁部～胴部 24�0� ï３.7ð 指頭圧痕�
ナデ

指頭圧痕�
ナデ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 24938
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1676 F-30 ⅢC 小型鉢 口縁部～胴部 20�0� ï３.2ð 指ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 19311

1677 %-28 ⅢC 小型鉢 口縁部～胴部 20�4� ï３.５ð ハケ目 ナデ ˓ ˓ ˓ ੺׊ ׊ 良 21862
1678 %-30 ᶗ 小型鉢 口縁部 6�2� ï2.6ð ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒׊ にぶいԫ׊ 良

1679 E-26 ⅢC 小型鉢 口縁部～胴部 17�2� ï３.2ð 指頭圧痕�
ナデ

指頭圧痕�
ナデ ˓ ˓ にぶい੺׊ ׊ 良 23052

1680 F-30 ⅢC 小型鉢 口縁部 17�8� ï2.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ׊҉ 明੺׊ 良 一括

1681 B-36 ⅢE 小型鉢 口縁部 ï2.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ੺׊ ੺׊ 良 27029 刻み突帯

1682 %-12 － 小型鉢 口縁部～胴部 18�0� ï6.１ð ミガキ ミガキ ˓ ˓ にぶいԫ׊ 黒׊ 良 一括
1683 Ｃ-32 ᶗ 小型鉢 口縁部～胴部 10�2� ï５.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良
1684 %-36 ⅢE 小型鉢 口縁部 ï2.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 27027 刻み突帯
1685 %-36 ⅢE 小型鉢 口縁部 ï１.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ橙 良 27059 刻み突帯
1686 B-15 － 小型鉢 胴部 ï4.５ð 指ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 橙 良 一括
1687 B － 小型鉢 胴部 ï4.2ð ナデ 指頭圧痕・ナデ ˓ ˓ 明ԫ׊ 明ԫ׊ 良 一括
1688 B-2 Ⅲ 小型鉢 胴部 ï５.0ð 剥離 ナデ ˓ ˓ ԫ橙 灰׊ 良 329
1689 F-24 ⅢE 小型鉢 胴部 ï4.１ð ミガキ 指頭圧痕・ナデ ˓ ˓ ׊ 黒׊ 良 21649
1690 B-27 ⅢE 小型鉢 胴部 ï2.6ð 剥離 ナデ ˓ ً石 ੺׊ ੺灰 普 一括
1691 F-24 ⅢE 小型鉢 胴部 ï３.7ð ナデ 指押さえ・ナデ ˓ ˓ にぶいԫ橙 にぶいԫ׊ 良 19526
1692 Ｃ-9 Ⅲ 小型鉢 胴部 ï4.2ð ミガキ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ׊ オリーϒ黒 良 4570
1693 B-9 Ⅲ 小型鉢 胴部～底部 3�8� ï５.３ð ナデ 指頭圧痕・ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ橙 良 5035

1694 B-26 ⅢE 小型鉢 胴部～底部 3�4� ï５.7ð ハケ目 指頭圧痕�
ϔラナデ ˓ ˓ ˓ 黒׊ ׊ 良 22818

1695 － － 小型鉢 胴部～底部 3�5� ï4.１ð 指ナデ 指頭圧痕・ナデ ˓ ˓ 明੺׊ ԫ灰 良 一括
1696 F-22 Ⅲ 小型鉢 胴部～底部 3�0� ï2.6ð 指頭圧痕・ナデ 指頭圧痕・ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ橙 橙 良 5227
1697 Ｃ-9 Ⅲ 小型鉢 胴部～底部 2�8� ï３.4ð 指ナデ 指ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ ԫ׊ 良 4548
1698 Ｃ-5 Ⅲ 小型鉢 胴部～底部 2�5� ï３.2ð 指ナデ 剥離 ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 橙 普 1325
1699 B-13 － 台付鉢 底部 4�7� ï５.0ð 指頭圧痕・ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ 灰ԫ׊ 良 2289
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1700 F-32� ⅢC 長頸壺 口縁部 5�9� ï7.0ð ナデ 指頭圧痕・ナデ ˓ ˓ ˓ 岩片 橙 明׊ 良 22390
1701 Ｃ-27 ⅢC 長頸壺 口縁部 6�7� ï３.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 24193
1702 E-26 カクラン 長頸壺 頸部 ï５.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明׊ 良
1703 B － 高坏 脚部 ï５.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ にぶいԫ橙 良 一括 突帯
1704 Ｃ-25 ⅢC 高坏 脚部 ï５.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ੺׊ ੺׊ 良 21018 突帯
1705 Ｃ-24 Ⅲ 高坏 脚部 ï4.0ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ橙 にぶいԫ׊ 良 一括 突帯
1706 E-24 ⅢC 高坏 脚部 ï３.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ 明ԫ׊ 良 一括 刻み突帯
1707 %-26 ᶗ 高坏 脚部 ï2.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ にぶいԫ׊ 良 突帯
1708 E-24 ⅢC 高坏 脚部 ï4.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 19042
1709 Ｃ-25 ⅢC 高坏 脚部 ï2.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 にぶい橙 普 一括
1710 F-30 ⅢC 高坏 胴部 ï2.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ橙 灰׊ 良 20374
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1711 B-13 Ⅲ 鉢 口縁部 12�8� ï4.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 浅ԫ 灰ԫ׊ 良 2286
1712 F-３2 Ⅲĩ 壺 口縁部 24�4� ï2.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ੺׊ 橙 良 22346
1713 － － 壺 口縁部 ï１.4ð ミガキ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 一括
1714 %-31 ᶗ 壺 口縁部 ï１.１ð ナデ ミガキ ˓ ˓ ˓ ੺ ੺׊ 良 ҉文，須玖
1715 Č-2９ カクラン 壺 胴部 ï３.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ にぶいԫ橙 良 突帯
1716 B-16 － 壺 胴部 ï５.１ð ミガキ 摩໓ ˓ ˓ ˓ ˓ ੺׊ 橙 普 一括 突帯
1717 (-23 ⅢC 壺 胴部 ï３.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい੺׊ 明੺׊ 普 19104 突帯
1718 F-23 ⅢC 壺 胴部 ï2.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ にぶいԫ橙 良 19448 突帯
1719 B-9 Ⅲ 壺 胴部 ï2.8ð ミガキ 摩໓ ˓ にぶい੺׊ － 普 突帯
1720 B-11 Ⅲ 壺 胴部 ï4.0ð ミガキ ナデ ˓ ˓ ੺ 橙 良 一括他

1721 E・(
20～22 － 壺 胴部 ï３.３ð ミガキ ミガキ ˓ ˓ ً石 ੺ にぶいԫ橙 良

1722 %-10 Ⅲ 壺 胴部～底部 4�0� ï6.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 橙 良 4519他
1723 Ｃ-9 ᶗ 壺 口縁部 10�0� ï３.7ð ミガキ 剥離 ˓ ˓ ੺׊ 明੺׊ 良 袋状口縁
1724 Ｃ-9 Ⅲ 壺 底部 8�2� ï2.8ð ミガキ 剥離 ˓ ˓ 橙 － 普 5041
1725 B-15 Ⅲ 壺 底部 8�2� ï３.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ橙 灰׊ 普 2630
1726 B-26 ⅢC 高坏 脚部 ï３.4ð ミガキ 剥離 ˓ ˓ ˓ にぶいԫ橙 明੺׊ 普 一括
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1727 Ｃ-27 ᶚB 鉢 胴部～底部 ï7.１ð ハケ目 ナデ後ミガキ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石 明੺׊ 明੺׊ 良 24667

1728 Ｃ-27 ⅢC 鉢 脚部 10�7� ï7.6ð 摩໓ 摩໓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 岩片
玉਷ 明੺׊ 明੺׊ 良 24606 突帯

1729 Ｃ-26 ⅢE 高坏 脚部付近 ï4.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ً石
玉਷ 明ԫ׊ 灰׊ 良 22867他 内面যげ残存

1730 %-29 ⅢC 壺 口縁部 ナデ後ミガキ ナデ ˓ ˓ 岩片 灰׊ 橙 良 21153 須玖
1731 Ｃ-25 ⅢC 壺 口縁部 ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい׊ にぶいԫ׊ 良 20983 須玖
1732 E-26 ⅢC 土൘ － 指押さえ・ナデ 指押さえ・ナデ ˓ ˓ 橙 橙 良 23037
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1733 Ｃ-28 ⅢC 大甕 口縁部 ï2.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石 橙 橙 良 21387 口唇部線刻
1734 B-27 ⅢC 壺 口縁部 ï2.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ً石 ҉੺׊ ҉੺׊ 良 23858 口唇部線刻
1735 %-36 カクラン 壺 肩部 27�2� ï３.５ð ハケ目 ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ にぶい橙 灰׊ 良 外面櫛描波状文
1736 (-27 ⅢC 鉢 胴部～胴部 14�9� ï4.５ð ナデ ˓ ˓ ˓ 灰ԫ 灰ԫ 良 22966 表に沈線文

1737 E-30 － 高坏 脚部 10�4� ï５.6ð ナデ ˓ ˓ 黒 黒 良 26373 外面沈線�
すかし孔・P33

1738 Ｃ-32 ᶗ 壺 肩部 ï３.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ 浅ԫ 黒׊ 良 外面櫛描波状文
1739 Ｃ-31 ⅢE 壺 頸部 ï３.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ 浅ԫ 黒 良 20151 外面沈線文
1740 F-15 Ⅲ 壺 口縁部 22�4� ï１.7ð ˓ ˓ ੺׊ 明੺׊ 良 3122 外面沈線文
1741 B － 壺 口縁部 22�4� 2.6　 ˓ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 普 一括他 外面沈線文
1742 B-2 － 壺 口縁部 ï2.6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ׊ 良 外面沈線文
1743 A － 壺 口縁部 ï１.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石 明׊ 明׊ 良 一括 外面沈線文
1744 %-7～9 － 壺 口縁部 ï１.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい੺׊ ׊ 良 一括 外面沈線文
1745 B － 壺 口縁部 ï１.１ð ナデ ナデ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 一括 外面沈線文

1746 B － 甕 胴部 ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 一括 外面線刻
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1747 B-27 ⅢC 小型土器 胴部～底部 3�6� ï３.4ð 指押さえ・ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 一括
1748 %-26 ⅢC 小型土器 口縁部～底部 4�2� 3�0� ï2.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 20605
1749 %-27 ⅢC 手捏ね 胴部～底部 3�0� ï2.4ð ナデ 指押さえ ˓ ˓ ˓ ˓ 明׊ ҉灰׊ 良 一括
1750 E-28 ⅢE 手捏ね 胴部～底部 2�4� ï１.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ً石 ੺׊ ׊ 普 一括
1751 B － 小型鉢 把手 ï2.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 明੺׊ 良 一括
1752 Ｃ-27 ᶚB 小型鉢 把手 ï３.１ð 指押さえ・ナデ 指押さえ・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 灰׊ 明ԫ׊ 良 24721
1753 B-28 ⅢC 小型鉢 把手 ï３.4ð 指押さえ・ナデ 指押さえ・ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 22132
1754 %-12 － 小型鉢 把手 ï１.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 橙 明੺׊ 良 一括
1755 F-23 ⅢE 小型鉢 把手 ï１.１ð － 指押さえ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 明੺׊ 普 一括
1756 E-27 ⅢC 小型壺 口縁部 15�9� ï３.１ð － ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 一括 穿孔
1757 Ｃ-25 ⅢC 小型甕 口縁部 ï2.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 灰׊ 良 一括 穿孔

1758 E-32 ᶗ 小型甕 口縁部 ï１.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石
玉਷ 橙 橙 普 穿孔
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1759 Ｃ-27 ⅢE 鉢 胴部 ï３.0ð 摩໣ 摩໣ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶい੺׊ 明੺׊ 粗 24493 縄文
1760 B-27 ⅢC 甕 口縁部 ï2.4ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 明ԫ׊ 明ԫ׊ 良 一括 頸部スス付着
1761 Ｃ-30 ⅢE 甕 胴部 ï4.３ð ナデ ナデ ˓ ˓ 玉਷ ׊ ׊ 良 19935 外面スス付着

1762 F-34 ᶗ 鉢 口縁部～胴部 18�8� ï6.7ð ナデ 指頭圧痕�
ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶい׊ 明੺׊ 良 籾痕・外面スス付着

1763 E-27 ⅢC 壺 頸部 ï３.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 橙 ੺׊ 良 23789 籾痕
1764 F-27 ⅢC 甕 胴部 ï4.１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ 黒׊ 良 一括 草の実痕・内面যげ残存

1765 F-29 ⅢC 大甕 胴部 ï4.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石
玉਷ にぶいԫ׊ 明ԫ׊ 良 20409 草の実痕・外面スス付着

1766 住22 － 甕 口縁部 ï３.５ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 黒׊ 灰ԫ׊ 良 一括 籾痕・外面スス付着
1767 ĉ Ȃ 甕 胴部 ï4.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 玉਷ 黒׊ 明׊ 良 一括 草の実痕
1768 %-27 ⅢC 甕 口縁部 ï５.2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 一括 草の実痕
1769 F-32� ⅢC 壺 胴部 ï4.0ð ミガキ 摩໣ ˓ ˓ ˓ ˓ 玉਷ ੺׊ 明੺׊ 普 22368 草の実痕・外面スス付着
1770 B － 甕 胴部 ï３.９ð ナデ 摩໣ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 普 一括 草の実痕
1771 Ｃ-28 ᶗ 甕 胴部 ï３.2ð ナデ 摩໣ ˓ ˓ ˓ 玉਷ にぶいԫ׊ 橙 普 草の実痕・外面スス付着
1772 Ｃ-27 ⅢB� 甕 胴部 ï2.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ׊ 良 一括 草の実痕
1773 %-33 ⅢE 甕 胴部 ï１.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ً石 明੺׊ 黒׊ 普 一括 草の実痕

1774 住12 － 甕 胴部 ï2.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石
玉਷ 明׊ 橙 良 一括 木の実痕
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1775 B ᶗ 土製勾玉 頭部～胴部 3�2� 2�8� ï2.0ð 丁寧なミガキ ˓ ˓ ˓ ˓ ԫ׊色に୶׊色塗࠼ 良 一括 丁字頭

1776 F-26 Ⅲĩ 土製勾玉 尾部 2�5� 2�7� ï１.９ð 丁寧なミガキ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石
玉਷ 明׊ 良 18676

1777 B-29 Ⅲī 土製勾玉 完形 2�4� 1�5� 0.９ 丁寧なミガキ ˓ ˓ ˓ ˓ ੺׊ 良 22213
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1778 F-33 ⅢC メンコ 3�9� 3�7 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ 明׊ 橙 良 23565
1779 B － メンコ 3�0� 3�2 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ 黒 明׊ 良 一括
1780 A-19 Ⅲ メンコ 4�8� 4�2 0�7� ナデ － ˓ ˓ ˓ 橙 橙 普 3273
1781 Ｃ-27 ⅢC メンコ 5�1� 4�5 0�8� ナデ － ˓ ˓ ˓ 橙 黒׊ 普 23887
1782 B-23 ⅢE メンコ 5�1� 4�7 0�8� ナデ － ˓ ˓ 橙 橙 普 29341
1783 B-16 Ⅲ メンコ 4�8� 5�3 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 橙 普 3600他
1784 仮B － メンコ 6�0� 5�4 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい橙 にぶい橙 良 一括
1785 E-24 ⅢC メンコ 5�4� 5�0 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ 灰׊ 橙 良 19024
1786 － － メンコ 4�4� 3�9 0�9� ハケ目 ナデ ˓ にぶい׊ 灰׊ 良 一括
1787 B-8 Ⅲ メンコ 3�9� 3�7 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい੺׊ 黒׊ 良 1853
1788 %-16 Ⅲ メンコ 3�7� 3�9 0�6� － ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 黒׊ 普 2159
1789 E-29 ⅢE メンコ 4�0� 4�4 0�9� ナデ － ˓ ˓ にぶい׊ 灰׊ 普 一括
1790 南西部 － メンコ 6�0� 5�0 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ橙 良
1791 B － メンコ 4�0� 3�9 1�1� ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 にぶい׊ 良 一括
1792 B － メンコ 4�5� 3�8 1�1� 剥離 剥離 明੺׊ 明੺׊ 普 一括
1793 A-23 ⅢE メンコ 4�4� 3�8 1�3� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 29394
1794 A-18 Ⅲ メンコ 4�5� 3�9 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ 灰׊ 灰׊ 良 3237
1795 B － メンコ 5�2� 4�5 0�7� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい橙 良 ２トレンチ
1796 B-13 － メンコ 3�4� 3�3 1�1� ナデ ナデ ˓ ˓ ԫ׊ ԫ׊ 良 一括
1797 Ｃ-27 Ⅲ メンコ 4�7� 4�5 0�8� ハケ目 ナデ ˓ 明੺׊ 明ԫ׊ 普 8957
1798 B － メンコ 3�8� 3�3 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ 明׊ 橙 良 一括
1799 B － メンコ 4�8� 4�2 0�9� 摩໣ 摩໣ ˓ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 普 一括
1800 %-31 カクラン メンコ 3�9� 3�5 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 明׊ 普
1801 Ｃ-26 Ⅲ メンコ 3�9� 3�1 0�7� ミガキ ナデ ˓ 灰׊ 橙 良 8928
1802 B-6 Ⅲ メンコ 3�7� 4�0 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 1231
1803 E-24 ⅢC メンコ 3�7� 4�9 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ 灰׊ 灰׊ 良 一括
1804 %-5・6 ᶗ メンコ 4�1� 3�3 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい橙 にぶい橙 良
1805 B-13 － メンコ 4�0� 4�3 0�7� ナデ ハケ目 ˓ ˓ 明׊ 橙 良 一括
1806 － － メンコ 4�3� 4�6 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ 灰׊ 灰׊ 良 一括
1807 － － メンコ 3�9� 5�1 1�1� ナデ － ˓ ˓ にぶい׊ にぶいԫ׊ 普 一括
1808 E-34 ᶗ メンコ 3�5� 4�4 1�0� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい׊ ׊ 良
1809 A-18 Ⅲ メンコ 3�9� 5�3 0�6� ナデ ナデ ˓ ˓ ׊ ׊ 良 3211 外面スス付着
1810 A-19 Ⅲ メンコ 3�4� 4�6 1�1� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい੺׊ にぶい׊ 良 3274
1811 A-13 － メンコ 3�7� 5�8 1�0� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ׊ 良 一括
1812 A-1 Ⅲ メンコ 4�3� 4�6 0�7� ナデ 剥離 ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ׊ 普 366
1813 － － メンコ 3�4� 4�4 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ橙 にぶい橙 良 一括
1814 B － メンコ 3�4� 4�2 0�8� 剥離 ナデ ˓ 橙 灰׊ 良 一括
1815 A-18 Ⅲ メンコ 2�9� 4�0 0�7� ナデ ミガキ ˓ ˓ にぶいԫ׊ 黒 良 13565
1816 B-13 － メンコ 3�0� 4�4 0�7� ナデ ハケ目 ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 一括
1817 － － メンコ 2�6� 3�8 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 にぶい੺׊ 良
1818 E-15 Ⅲ メンコ 3�7� 4�2 0�7� ナデ 剥離 ˓ ˓ 明׊ 橙 普 3128
1819 B-13 ᶚ メンコ 2�7� 4�1 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ ׊ 灰׊ 普 2270
1820 B － メンコ 2�9� 3�4 0�8� ハケ目 ナデ ˓ にぶいԫ׊ 黒׊ 良 一括
1821 B-12 － メンコ 2�2� 3�5 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい׊ にぶいԫ׊ 良 一括
1822 B-6 Ⅲ メンコ 2�9� 3�2 1�0� ミガキ ハケ目 ˓ ˓ 明੺׊ 橙 良 1544 外面スス付着
1823 B-13 Ⅲ メンコ 4�7� 4�2 0�7� ナデ ハケ目 ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 2257
1824 B － メンコ 4�0� 3�9 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 にぶいԫ׊ 良 ２トレンチ
1825 B － メンコ 4�9� 4�4 1�2� ナデ ハケ目 ˓ ˓ にぶい׊ ԫ׊ 良 一括
1826 A-18 Ⅲ メンコ 4�9� 3�5 0�7� ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ ੺׊ 普 3427
1827 A － メンコ 4�6� 3�8 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ԫ׊ にぶいԫ׊ 良
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1828 %-24 Ⅲ メンコ 5�0� 4�8 0�9� ミガキ 剥離 ˓ ˓ 灰׊ 明੺׊ 普 4975 外面スス付着
1829 A-18 Ⅲ メンコ 4�0� 3�3 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ橙 橙 普 3156
1830 B － メンコ 4�1� 3�2 0�7� ナデ ナデ ˓ ˓ 明׊ 明੺׊ 良 一括

1831 %～F�
-3～6 ᶗ メンコ 4�4� 3�8 1�0� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 普

1832 %-27 ⅢC メンコ 5�4� 5�2 1�0� ミガキ ミガキ ˓ 黒׊ にぶいԫ׊ 良 24051
1833 A-6 Ⅲ メンコ 4�1� 3�2 0�6� ミガキ ナデ ˓ ˓ 黒׊ 灰ԫ׊ 良 907 外面スス付着
1834 B-6 Ⅲ メンコ 5�1� 3�2 1�0� ナデ ハケ目 ˓ ˓ にぶいԫ׊ 灰ԫ׊ 良 1126
1835 B － メンコ 4�4� 3�4 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ ԫ橙 にぶいԫ׊ 良 一括 外面スス付着

　　　　౔੡Ճ޻඼࡯؍දȂ２
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1836 E-34 Ⅲ メンコ 4�3� 3�7 0�7� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい੺׊ ҉੺׊ 良 14283 外面スス付着�
内面যげ残存

1837 B － メンコ 4�5� 4�7 1�0� ミガキ 指頭圧痕 ˓ ˓ 黒׊ 灰׊ 良 一括
1838 B － メンコ 4�5� 3�8 0�9� ミガキ ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ 黒 にぶい橙 良 一括
1839 %-23 ⅢC メンコ 3�9� 3�0 0�7� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ׊ 灰ԫ׊ 良 一括
1840 F-16 Ⅲ メンコ 3�3� 3�6 1�0� ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 明ԫ׊ 良 3097
1841 A-15 Ⅲ メンコ 3�3� 3�7 1�0� ハケ目 ナデ ˓ ˓ ੺׊ ੺׊ 良 4624
1842 B － メンコ 3�7� 4�2 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 灰׊ 明੺׊ 良 一括
1843 B － メンコ 5�0� 4�2 1�0� ハケ目 ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ੺׊ 明ԫ׊ 良 一括
1844 B － メンコ 4�0� 3�4 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ 黒׊ 橙 良 一括
1845 A-１１ Ȃ メンコ 4�0� 3�5 1�0� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ׊ ׊ 良 一括
1846 B － メンコ 3�4� 3�4 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ 橙 良 一括
1847 B-26 Ⅲ メンコ 4�1� 3�3 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 4965
1848 A-19 Ⅲ メンコ 3�2� 3�1 1�3� ナデ ハケ目 ˓ ˓ にぶい橙 にぶいԫ橙 良 13626
1849 B-29 ⅢE メンコ 3�1� 2�9 1�1� ミガキ ミガキ ˓ ˓ ˓ 黒 ׊ 良 22280
1850 － － メンコ 3�0� 3�0 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 一括
1851 A － メンコ 3�5� 2�6 0�7� ミガキ 剥離 ˓ ˓ ˓ ˓ ׊ にぶいԫ׊ 良 一括
1852 B － メンコ 3�2� 3�0 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ԫ灰 ԫ橙 良 一括
1853 Ｃ-11 － メンコ 2�9� 2�3 1�2� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 明׊ 良 一括
1854 B － メンコ 2�6� 2�6 0�8� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 橙 良 一括
1855 Ｃ-21 ⅢD メンコ 2�4� 2�4 0�7� ミガキ ナデ ˓ ˓ 黒׊ 灰׊ 良 28707
1856 B － メンコ 2�5� 2�2 0�9� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 灰׊ 良 一括
1857 Ｃ-26 Ⅲ メンコ 5�4� 2�9 1�1� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒 にぶい׊ 良 4799
1858 Ｃ-17 － メンコ 6�6� 5�3 1�1� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ にぶいԫ׊ 良 一括
1859 B Ȃ メンコ 6�0� 4�4 1�1� ハケ目 ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ 橙 普 一括
1860 %-6 Ⅲ メンコ 6�1� 4�4 1�0� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ オリーϒ׊ 良 554
1861 B-18 Ⅲ メンコ 4�6� 3�7 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 黒׊ 良 3391 内面যげ残存
1862 B-１３ Ȃ メンコ 5�4� 4�4 1�0� ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ׊ ׊ 良 一括 外面スス付着
1863 B － メンコ 4�9� 2�9 1�0� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい橙 にぶい橙 良 一括
1864 %-6 － メンコ 6�8� 5�1 1�0� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 灰׊ 橙 良 イϞ穴
1865 %-4 Ⅲ メンコ 6�3� 4�5 0�7� ミガキ ナデ ˓ ˓ ׊ にぶい׊ 良 271
1866 Ｃ-5 － メンコ 5�2� 4�3 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい׊ 灰׊ 普
1867 A-23 ⅢE メンコ 5�0� 4�2 1�1� ナデ 剥離 ˓ ˓ 明׊ － 普 29419 外面スス付着
1868 A-18 Ⅲ メンコ 4�7� 4�1 1�1� ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ 橙 にぶいԫ׊ 普 3224
1869 E-6 － メンコ 4�8� 3�5 0�7� ミガキ ナデ ˓ ˓ 橙 にぶいԫ׊ 良 イϞ穴
1870 － － メンコ 5�9� 4�8 0�9� ミガキ 剥離 ˓ ˓ ˓ 黒׊ にぶいԫ׊ 普 一括 外面スス付着
1871 Ｃ-26 Ⅲ メンコ 5�5� 4�3 0�9� ハケ目 剥離 ˓ ˓ ً石 明׊ にぶいԫ׊ 普 4812
1872 (-30 Ⅲ̱ メンコ 4�7� 4�2 1�1� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 20356
1873 B － メンコ 4�7� 3�6 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ׊ ׊ 良 － ２トレンチ
1874 B － メンコ 4�1� 4�1 1�0� ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 灰׊ 普 一括
1875 A － メンコ 4�3� 3�4 0�7� ナデ 剥離 ˓ ˓ ˓ 明׊ － 普
1876 Ｃ-4 Ⅲ メンコ 5�2� 4�6 0�8� ハケ目 ナデ ˓ 黒׊ 明੺׊ 良 122 外面スス付着
1877 B-6 Ⅲ メンコ 5�0� 5�4 1�0� ミガキ ナデ ˓ ˓ 黒׊ にぶい੺׊ 良 1418
1878 B － メンコ 4�2� 4�2 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ 明׊ ׊ 普 一括
1879 E�6 イϞ穴 メンコ 4�5� 4�0 1�0� ナデ ナデ ˓ 黒׊ 明੺׊ 良 － イϞ穴
1880 B － メンコ 4�6� 5�1 1�0� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 橙 普 一括
1881 B － メンコ 4�5� 3�6 0�7� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい橙 橙 良 一括
1882 A�7 Ⅲ メンコ 4�6� 6�9 1�0� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ 明׊ 良 4330 外面スス付着
1883 B － メンコ 4�2� 5�2 0�7� ミガキ ナデ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良 － ２トレンチ
1884 E－24 ⅢC メンコ 4�4� 4�3 0�8� ハケ目 ハケ目 ˓ ˓ 灰׊ 橙 良 19025 外面スス付着
1885 B － メンコ 3�2� 2�5 0�9� ミガキ 剥離 ˓ ˓ ˓ ੺׊ ハクリ 良 一括
1886 A － メンコ 3�8� 4�9 1�0� ナデ ミガキ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ׊ 良 一括 外面スス付着
1887 A�18 Ⅲ メンコ 3�6� 3�3 0�9� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい׊ にぶいԫ׊ 良 3198
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2038 溝1号 甕 口縁部 ï３�１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良
2039 溝1号 甕 胴部 ï2�2ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 突帯・外面スス付着
2040 溝1号 壺 胴部 ï１３�0ð ナデ ナデ ˓ ˓ ԫ׊ オリーϒ׊ 良
2041 溝1・2号 甕 口縁部 ï１8�0ð ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい׊ 明׊ 良
2042 溝2号 壺 頸部 ï１�8ð ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ橙 にぶいԫ橙 良 突帯
2043 溝2号 壺 肩部 ï３�１ð ミガキ・ナデ ナデ ˓ ˓ ׊ ׊ 良 14519 突帯

2044 溝8号 甕 底部 7�6 ï５�１ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良

2045 溝8号 大壺 口縁部 31�7 ï３�7ð ミガキ・ナデ ミガキ・ナデ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良
2046 溝8号 壺 口縁部 ï2�１ð 丁寧なナデ 丁寧なナデ ˓ ˓ 橙 橙 良

2047 溝10号 甕 口縁部～胴部 32�6 ï7�7ð 指頭圧痕
ナデ

指頭圧痕
ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ 灰׊ 灰׊ 良 26357他 ̢字状突帯

2048 溝10号 甕 口縁部～胴部 17�1 ï7�7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 明੺׊ 良 26327他 突帯
2049 溝10号 甕 口縁部 ï2�2ð ナデ ナデ ˓ ˓ ׊҉ にぶいԫ׊ 良 26339
2050 溝10号 甕 口縁部 ï１�6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒׊ にぶいԫ橙 良 26363
2051 溝10号 甕 口縁部 ï１�8ð ナデ ナデ ˓ 黒׊ にぶいԫ׊ 良 26364
2052 溝10号 甕 胴部 ï３�１ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ׊ 良 26349 突帯
2053 溝10号 甕 底部 7�0 ï4�4ð ナデ 剥離 ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良 26354
2054 溝10号 壺 肩部 ï３�３ð ミガキ・ナデ ナデ ˓ にぶい׊ にぶいԫ׊ 良 26326 突帯
2055 溝10号 壺 胴部 ï３�6ð ミガキ・ナデ 剥離 ˓ ˓ ˓ ׊ ׊ 良 26330 突帯
2056 溝10号 壺 胴部 ï4�３ð ミガキ・ナデ 剥離 ˓ ˓ ˓ 黒׊ 灰׊ 良 26320 ̢字状突帯

2057 溝10号 壺 胴部 ï6�１ð ミガキ 指頭圧痕
ナデ ˓ ˓ ׊ ׊ 良 26344 ̢字状突帯

2058 溝10号 壺 胴部 ï５�１ð ミガキ・ナデ ナデ ˓ ˓ ׊ にぶい׊ 良 26319 突帯
2059 溝11号 甕 口縁部 ï３�7ð ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい੺׊ にぶい੺׊ 良 26888 外面スス付着
2060 溝11号 甕 口縁部 ï4�３ð ナデ ナデ ˓ ˓ ׊ にぶいԫ׊ 良 26889 外面スス付着

2061 溝11号 甕 胴部 ï7�５ð ナデ 指頭圧痕
ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい橙 にぶいԫ׊ 良 26891他 突帯・外面スス付着

2062 溝11号 甕 胴部 ï4�6ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 黒׊ にぶいԫ橙 良 26897 突帯・外面スス付着
2063 溝18号 甕 胴部 ï３�１ð ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 橙 良 一括 突帯
2064 溝18号 甕 胴部 ï2�8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ׊ にぶいԫ׊ 良 一括 突帯・外面スス付着
2065 溝18号 甕 胴部 ï4�３ð ナデ ナデ ˓ 橙 橙 良 一括 突帯

2066 溝3号
（2403） 甕 底部 7�8 ï6�7ð ナデ － ˓ ˓ ˓ 橙 － 良

2067 道跡1号 甕 胴部 ï３�2ð ナデ ナデ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良

ୈûýද　౔੡Ճ޻඼࡯؍දȂ３
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1888 %-28 ⅢC メンコ 3�1� 3�6 1�1� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 21416
1889 Ｃ-30 ⅢE メンコ 3�0� 4�2 1�4� ミガキ ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ ׊҉ ׊ 良 19912
1890 F-27 Ⅲ̱ メンコ 3�5� 3�4 1�4� ミガキ ミガキ ˓ 黒׊ にぶいԫ橙 良 一括 外面スス付着
1891 F-24 ⅢC メンコ 3�6� 3�5 1�4� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ ׊ 良 19062
1892 B-13 － メンコ 3�6� 3�7 1�4� ナデ ナデ ˓ ˓ 明׊ 明׊ 良 一括
1893 Ｃ-23 Ⅲ メンコ 3�7� 3�4 1�3� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 4447
1894 %-23 ⅢC メンコ 4�6� 4�2 2�6� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ橙 明׊ 良 18905

1895 E･(�
-20～22 － メンコ 3�9� 3�9 1�4� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良

1896 %-27 ⅢC メンコ 3�9� 3�6 1�2� ミガキ ミガキ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良 一括

1897 E・(�
-20～22 － メンコ 4�3� 3�8 1�5� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良

1898 Ｃ-26 ⅢC メンコ 4�0� 4�1 1�6� ミガキ ミガキ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良 一括
1899 E-28 ⅢC メンコ 4�2� 3�6 1�1� ミガキ ナデ ˓ ˓ 灰ԫ׊ にぶいԫ橙 良 一括
1900 Ｃ-25 Ⅲ メンコ 4�4� 3�6 1�6� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 橙 明׊ 良 4862
1901 %-32 ᶗ メンコ 4�3� 3�7 1�3� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 軽石 ׊ ׊ 良
1902 E-32 ⅢE メンコ 4�1� 4�5 1�3� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 軽石 にぶい׊ 橙 良 21941
1903 Ｃ-31 ⅢE メンコ 4�7� 4�0 1�6� ミガキ ナデ ˓ ˓ 灰׊ 灰ԫ׊ 良 20154
1904 F-35 ⅢC メンコ 4�6� 3�9 1�8� ミガキ ミガキ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ橙 にぶいԫ橙 良 26129
1905 F-31 ⅢC メンコ 5�6� 4�2 1�6� ミガキ ミガキ ˓ ˓ ˓ 黒׊ 黒 良 18879 外面スス付着・内黒
1906 B-5 Ⅲ メンコ 6�3� 5�5 1�4� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒 明׊ 良 991
1907 Ｃ-18 － メンコ 4�6� 4�7 1�1� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ੺׊ 明੺׊ 良 一括
1908 (-27 ⅢE メンコ 5�4� 5�1 1�3� ミガキ ミガキ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ ׊ 良 一括
1909 Ｃ-28 ⅢE メンコ 5�6� 5�2 1�6� ミガキ ミガキ ˓ ˓ ً石 にぶい׊ にぶい׊ 良 25327
1910 B － メンコ 6�2� 5�2 1�3� ミガキ ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ ً石 にぶい׊ にぶい橙 良 一括
1911 %-30 ⅢE メンコ 6�9� 6�0 0�9� ハケ目 ハケ目 ˓ ˓ ˓ 黒׊ 橙 良 20702 外面スス付着
1912 (-27 ⅢC メンコ 5�6� 4�2 1�5� ミガキ ミガキ ˓ ˓ ˓ ׊ 明׊ 良 24450
1913 － － メンコ 6�5� 5�7 1�2� ナデ 剥離 ˓ ˓ ˓ ˓ ً石 にぶい׊ にぶい׊ 普 一括
1914 B-5 Ⅲ メンコ 5�8� 5�0 1�1� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 黒׊ にぶい橙 良 1410 外面スス付着
1915 B － メンコ 5�2� 6�5 0�8� ナデ ナデ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良 一括
1916 Ｃ-7 Ⅲ メンコ 5�6� 4�9 1�1� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ ً石 にぶいԫ׊ にぶい׊ 良 755 外面スス付着
1917 E-24 ⅢE メンコ 5�3� 5�6 1�1� ミガキ ミガキ ˓ ˓ 黒 にぶい橙 良 21566 外面スス付着

1918 F-27 ⅢC メンコ 7�1� 5�6 1�2� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ԫ׊ 黒׊ 良 24389 外面スス付着
内面যげ残存

1919 B-6 Ⅲ メンコ 6�0� 4�0 1�1� ナデ ハケ目 ˓ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ׊ 橙 良 1219 外面スス付着
1920 E-30 ⅢC メンコ 6�5� 4�6 1�4� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良 18774
1921 ̛-31 ⅢE メンコ 6�3� 5�1 1�6� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 にぶい׊ 良 21999
1922 %-28 ⅢE メンコ 6�2� 4�6 0�9� ナデ ミガキ ˓ ˓ ˓ 軽石 明੺׊ 明੺׊ 良 一括
1923 ̛-25 ⅢC メンコ 8�2� 5�8 1�2� ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ 明ԫ׊ にぶい橙 良 22572 外面スス付着
1924 B － メンコ 8�7� 6�3 0�8� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 灰׊ 良 一括 外面スス付着
1925 E-25 Ⅲ メンコ 4�4� 5�5 0�9� ナデ ミガキ･ナデ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶいԫ橙 良 4038
1926 %-30 － メンコ 5�0� 6�2 1�1� ミガキ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 外面スス付着
1927 E-30 ⅢC メンコ 5�2� 6�8 1�2� ミガキ ナデ ˓ ˓ 黒 明׊ 良 18727 外面スス付着
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ୈûÿද　੒઒ࣜ౔࡯؍ثද

ૠ図番号 掲載番号 出土区 層 器　種 部　位
口径 底径 器高 器面調整 胎　　　土 色　調

焼成 取上番号 備　考
㎝ ㎝ ㎝ 外面 内面 石ӳ 長石 角ર石 Ӣ฼ 砂ཻ その他 外面 内面
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2068 E-16 Ⅲ 甕 頸部 ï4.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ً石 明੺׊ 明੺׊ 良 1928 突帯
2069 F-25 ⅢC 甕 胴部 ï4.９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ ً石 にぶい橙 にぶい橙 普 22518 突帯にࢗ突文
2070 E-34 ᶗ 甕 胴部 ï4.１ð ハケ目・ナデ ナデ ˓ ˓ にぶいԫ橙 灰ԫ׊ 良 突帯

2071 B-27 ⅢC 甕 胴部 ï2.7ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ橙 にぶいԫ橙 良 一括 突帯

2072 Ｃ-15 － 甕 胴部 ï2.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 橙 橙 良 一括 突帯にࢗ突文
2073 F-23 ᶗ 甕 胴部～脚部 6�8� ï５.4ð ナデ 指頭圧痕・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良
2074 F-30 カクラン 甕 脚部 11�0� ï３.９ð 指頭圧痕・ナデ 指頭圧痕・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ にぶい׊ にぶい׊ 良
2075 B-25 ⅢC 甕 脚部 10�0� ï2.8ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 20446
2076 E-23 ⅢE 鉢 胴部～脚部 4�9� ï３.4ð 指頭圧痕・ナデ 指頭圧痕・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ にぶい橙 橙 良 21707 外面スス付着

2077 Ｃ-27 ⅢC ミニチϡ
ア土器 胴部～脚部 4�3� ï4.8ð 指頭圧痕・ナデ ハケ目・ナデ ˓ ˓ ˓ ˓ ً石 にぶい橙 にぶい橙 良 19845

ୈûĀද　౔ثࢣ・ਢ࡯؍ثܙද
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2078 F-30 ⅢC 土師甕 口縁部～底部付近 31�2� ï20�8ð ナデ
ϔラケズリ ϔラケズリ ˓ ˓ ˓ ˓ 灰׊ 橙 良 18440他 外面スス付着

2079 F-27 ⅢC 椀
（高台付）

口縁部～
底部付近 14�3� ï6�2ð 回転Ϥコナデ ナデ ˓ ˓ 橙 橙 良 24390 外面スス付着

2080 Ｃ-25 ⅢC 皿 口縁部～胴部 18�2� ï2�３ð 回転Ϥコナデ ナデ ˓ ˓ 橙 橙 良 一括
2081 Ｃ-27 ⅢC 椀 口縁部 ï2�7ð 回転Ϥコナデ ナデ ˓ ˓ 橙 橙 良 一括
2082 Ｃ-27 ⅢB� 椀 口縁部 ï１�５ð 回転Ϥコナデ ナデ ˓ 明੺׊ 明੺׊ 良 一括
2083 F-33 ⅢC 椀 口縁部 ï１�6ð ナデ ナデ ˓ ˓ 橙 良 一括
2084 Ｃ-31 ⅢC 椀 胴部 ï１�９ð ナデ ナデ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ橙 黒 良 一括 内黒
2085 Ｃ-31 ⅢE 椀 胴部 ï2�6ð ミガキ ϔラミガキ ˓ ˓ ˓ にぶいԫ橙 黒 良 一括 内黒
2086 E-30 ⅢC ഋ 底部 6�0� ï１�５ð ナデ ナデ ˓ 岩片 にぶい׊ にぶい׊ 良 18700

2087 %・F�
３～６ ᶗ ഋ 底部 11�4� ï１�１ð 摩໓ 摩໓ ˓ 浅ԫ橙 浅ԫ橙 良

2088 F-24 Ⅲ 皿 底部 5�4� ï１�１ð 摩໓ 摩໓ ˓ ˓ 橙 橙 良 一括
2089 F-24 Ⅲ 椀 高台部 10�1� ï１�2ð ナデ ナデ ˓ ˓ 岩片 橙 橙 良 一括

2090 F-24 ⅢE ᖿᖻ 口縁部～胴部 19�2� ï2�９ð 回転Ϥコナデ ナデ ˓ 浅ԫ橙 浅ԫ橙 良 一括 外面スス付着
内面যげ残存

2091 Ｃ-23 ⅢC ᖿᖻ 口縁部 ï１�8ð ナデ ナデ 灰白 灰白 良 18532
2092 %-6 － ᖿᖻ 口縁部 ï１�５ð ナデ ナデ 灰ԫ 灰ԫ 良 一括
2093 － ᶗ 須恵器甕 胴部 ï３�8ð タタキ ケズリ ˓ にぶいԫ׊ にぶいԫ׊ 良
2094 B-1 Ⅲ 器椀נ 胴部 ï2�３ð 文押圧ߕُ ナデ ˓ 灰׊ 灰׊ 良 359 外面ُߕ文様

ୈü÷ද　ಃ࡯؍ث࣓・ثද� � �
ૠ図番号 掲載番号 出土区 層 器種

口径 底径 器高
色　調 ᬵ　ༀ 施　ᬵ 産地 備　考

㎝ ㎝ ㎝
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2095 % ～ F-3 ～ 6 － ࿸ （2�3） にぶい׊ 鉄ᬵʜ黒׊ 全面施ᬵ ཾ໳࢘
2096 %-26 － ࿸ （2�2） 灰オリーϒ 鉄ᬵʜオリーϒ׊ 口縁部ᬵハギ・施ᬵ ཾ໳࢘系
2097 E-F-6 カクラン ࿸ （1�8） 明׊ 鉄ᬵʜ（内）浅ԫ（外）灰オリーϒ 全面施ᬵ ཾ໳࢘系
2098 A-2 － ࿸ （3�1） 明੺׊ 鉄ᬵʜ（内）極҉੺׊（外）オリーϒ黒 口縁部ᬵハギ・施ᬵ බ代川
2099 F-21 カクラン ࿸ （3�0） 灰 鉄ᬵʜ灰オリーϒ 外面ࠊ部まで බ代川
2100 %-35 カクラン ࿸ （3�0） 灰 白化হ・透明ᬵʜ灰オリーϒ 全面施ᬵ 肥前系
2101 Ｃ-30 ᶗ ࿸ （3�2） 灰 鉄ᬵʜオリーϒ黒 内面見込みᬵハギ・外面ࠊ部まで施ᬵ 元立Ӄ

2102 F-24 カクラン ࿸ （2�5） 灰 鉄ᬵʜ（内）҉オリーϒ׊・（外）オリー
ϒ黒 内面全面施ᬵ・外面ࠊ部まで施ᬵ බ代川 底部スス付着

2103 %-24 － ࿸ （2�6） 灰オリーϒ 透明ᬵʜにぶいԫ 内面全面施ᬵ・外面ࠊ部まで施ᬵ 肥前系

2104 %・E�
-11･12 － ࿸ 6�4 （1�6） 灰 白化হ・透明ᬵʜ浅ԫ 内 ･外面施，高台部付近から無ᬵ ཾ໳࢘系

2105 Ｃ-28 ᶗ ࿸ 4�0 （1�7） ׊ 内）白化হ・透明ᬵʜ灰白�
外）透明ᬵʜ灰オリーϒ 内 ･外面施ᬵ , 高台部無ᬵ ཾ໳࢘系

2106 Ｃ-27 ᶗ ߳࿍？ 8�4 （2�5） オリーϒ黒 鉄ᬵʜオリーϒ黒 内面口唇～頸部付近 ･外面口縁～ࠊ部 ཾ໳࢘系
2107 E-24 － ࿸ 5�0 （2�7） にぶい橙 ᬵ׊ 内面蛇の目ᬵ剥ぎ・外面ࠊ部まで施ᬵ ཾ໳࢘系 18 世ل後半～
2108 %-12 － ࿸ 7�0� （2�1） 橙 透明ᬵ ਠ底・੨花か੨磁かޟ

2109 %-32 ᶗ ࿸
メンコ

ʮ長さʯ ʮ幅ʯ ʮ厚みʯ
୶橙 灰ᬵ？ʜにぶいԫ 高台内面以外全面施ᬵ

6�5 6�6 （1�8）
2110 E・F-6 カクラン 甕 灰 鉄ᬵ 口唇部以外施ᬵ බ代川
2111 B － 片口 にぶい੺׊ 鉄ᬵ 残存部全面施ᬵ බ代川 植木鉢か

2112 E-24 － 鉢 （1�5） ੺׊ 鉄ᬵʜ（内）灰オリーϒ（外）オリーϒ
黒 全面施ᬵ බ代川

2113 B-12 － Ꭼ鉢 （1�6） 明׊ 鉄ᬵʜオリーϒ 外面底部以外施ᬵ බ代川
2114 %-35 カクラン 土ළ 8�0 9�5 （1�5） ҉灰ԫ 鉄ᬵʜオリーϒ黒 上面施ᬵ（൳裏まで） බ代川 蓋
2115 %-28 ᶗ 土ළ 6�0 （3�2） ҉灰ԫ 鉄ᬵʜ҉オリーϒ 口縁部ᬵハギ・内面ᬵμレ・外面施ᬵ බ代川
2116 Ｃ-30 ᶗ 土ළ （3�2） ੺׊ 鉄ᬵʜオリーϒ黒 施ᬵ බ代川 把手
2117 %-24 － ࿸ （2�6） 灰白 透明ᬵ 全面施ᬵ ੨花 , 内面にたすき文
2118 %-27 ᶗ ࿸ 6�2 （1�9） 灰白 透明ᬵ ৞付 , ᬵハギ以外全面施ᬵ 肥前系 ੨花か
2119 F-23 － 土ළ 6�0 （2�0） 灰 灰ᬵ？ʜオリーϒ灰 内面全面 බ代川 取上番号　　5242
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ୈüøද　ຏ੡ੴ᭲࡯؍ද
ૠ図番号 掲載番号 出土区 層　位 器　種 石　材 最大長 最大幅 最大厚 重　量 取上番号 備　考㎝ ㎝ ㎝ H
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1928 %-24 Ⅲ 磨製石鏃 頁岩 3�7� 2�1� 0�2� 2�0� 4988
1929 Ｃ-27 ⅢC 磨製石鏃 頁岩 3�1� 2�6� 0�2� 1�8� 23931
1930 B-18 ᶚ 磨製石鏃 頁岩 3�4� 2�3� 0�3� 1�6� 2983
1931 E-13 Ⅲ 磨製石鏃 頁岩 2�9� 2�3� 0�4� 1�8�
1932 %-16 Ⅲ 磨製石鏃 頁岩 3�9 3�9� 0�5� 5�1� 2219
1933 %-16 Ⅲ 磨製石鏃 頁岩 3�8� 3�6� 0�5� 6�7� 2218

ୈüùද　ຏ੡ੴි౳࡯؍ද
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1934 %-25 ⅢC 磨製石斧 砂岩 14�9� 5�1� 3�3� 301�0� 20903
1935 E-5 Ⅲ 磨製石斧 硬質砂岩 10�3� 3�8� 2�9� 90�4� 7115
1936 B-6 Ⅲ ハンϚーストーン 頁岩 7�5� 3�2� 1�6� 45�8� 1426
1937 B-5 Ⅲ 切石器ࡲ 砂岩 4�8� 5�6� 0�7� 21�8� 1738
1938 %-25 ⅢC 磨製石斧 砂岩 4�2� 5�0� 2�5� 64�0� 20920
1939 Ｃ-27 ⅢC 砥石 砂岩 8�6� 5�4� 1�7� 81�4� 23893

ୈüúද　ଧ੡ੴ᭲࡯؍දȂ̍
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1940 B-13 － 石鏃 黒曜石（ඣ島） 1�5� 1�2� 0�3� 0�5� 一括
1941 B-6 ᶚ 石鏃 黒曜石（਑尾） 1�3� 1�3� 0�3� 0�3� 1790
1942 %-4 Ⅲ 石鏃 ハリ質安山岩 1�6� 1�4� 0�3� 0�5� 163 A区北
1943 Ｃ-26 Ⅲ 石鏃 黒曜石 1�8� 1�4� 0�3� 0�6� 8952
1944 E-16 Ⅲ 石鏃 石ӳ 1�8� 1�3� 0�3� 0�6� 1944
1945 %-23 ⅢE 石鏃 ハリ質安山岩 1�8� 1�6� 0�5� 1�1� 19144
1946 B-24 ᶚC 石鏃 安山岩 1�7� 1�5� 0�3� 0�4� 27866
1947 %-15 Ⅲ 石鏃 ハリ質安山岩 2�2� 2�1� 0�3� 1�0� 2650
1948 Ｃ-34 ᶚB 石鏃 黒曜石（三ધ） 1�5� 1�3� 0�4� 0�5� 25142
1949 %-27 ⅢB 石鏃 黒曜石 1�9� 1�5� 0�3� 0�4� 21073
1950 B-18 Ⅲ 石鏃 安山岩 2�5� 2�1� 0�3� 1�2� 4683
1951 Ｃ-26 ⅢE 石鏃 頁岩 1�7� 1�3� 0�2� 0�7� 22862
1952 F-30 ⅢC 石鏃 ハリ質安山岩 3�5� 2�5� 0�3� 2�1� 20801
1953 Ｃ-16 Ⅲ 石鏃 頁岩 2�2� 1�5� 0�2� 0�5� 2144
1954 %-16 Ⅲ 石鏃 ハリ質安山岩 2�8� 1�9� 0�6� 3�1� 2187
1955 %-6 Ⅲ 石鏃 安山岩 3�0� 1�5� 0�4� 1�3� 562
1956 B-6 Ⅲ 石鏃 ハリ質安山岩 1�2� 1�4� 0�2� 0�3� 1262
1957 B-18 Ⅲ 石鏃 チャート 1�2� 1�3� 0�2� 0�3� 13673
1958 E-24 ⅢE 石鏃 チャート 1�6� 1�6� 0�4� 0�9� 21561
1959 %-20 ⅢD 石鏃 ハリ質安山岩 2�3� 1�9� 0�4� 1�1� 28147
1960 A-22 ⅢE 石鏃 頁岩 2�0� 1�4� 0�3� 0�6� 29506

　　　　ଧ੡ੴ᭲࡯؍දȂ２
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1961 B-6 Ⅲ 石鏃 ハリ質安山岩 1�5� 1�0� 0�3� 0�4� 1711
1962 A-15 Ⅲ 石鏃 凝灰岩 1�9� 1�3� 0�2� 0�3� 4621
1963 ̠トレンチ カクラン 石鏃 頁岩 2�0� 1�2� 0�2� 0�6� －
1964 A-１５ Ⅲ 石鏃 ハリ質安山岩 2�7� 1�7� 0�3� 1�0� 3640
1965 B-5 Ⅲ 石鏃 チャート 2�2� 1�2� 0�3� 0�6� 1499
1966 B-5 Ⅲ 石鏃 黒曜石 2�4� 1�5� 0�4� 1�0� 975
1967 B-6 Ⅲ 石鏃 黒曜石 2�3� 1�3� 0�3� 0�9� 1144
1968 A-6 Ⅲ 石鏃 チャート 3�3� 1�7� 0�5� 2�4� 4482
1969 %-16 Ⅲ 石鏃 水থ 1�9� 1�7� 0�3� 0�8� 1961
1970 B-8 Ⅲ 石鏃 チャート 2�2� 1�9� 0�4� 1�0� 806
1971 B-19 Ⅲ 石鏃 安山岩 2�7� 1�8� 0�4� 0�8� 14516
1972 %-16 Ⅲ 石匙 チャート 1�8� 3�4� 0�6� 2�5� 2372
1973 B-23 ⅢE 石鏃 ハリ質安山岩 2�0� 1�4� 0�3� 0�7� 29502
1974 B-23 ⅢE 石鏃 チャート 1�9� 1�2� 0�3� 0�6� 29361
1975 B-27 　ⅢC　 石鏃 黒曜石 1�3� 1�8� 0�3� 0�6� 19804
1976 F-43 ⅢE 二次加工剥片 黒曜石 2�2� 1�6� 0�6� 1�4� 37212

ୈüûද　ଧ੡ੴි࡯؍දȂ̍
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1977 F-32 ⅢC 剥片石器 ハリ質安山岩 5�0� 8�1� 1�4� 48�0� 22377
1978 E-25 ⅢC 剥片石器 砂岩 8�4� 12�4� 1�7� 148�0� 22538
1979 B-25 ⅢC 打製石斧 砂岩 8�7� 5�2� 1�8� 103�8� 21054
1980 F-25 　ⅢC　 打製石斧 砂岩 7�6� 5�5� 1�8� 115�8� 22623
1981 F-28 ⅢC 打製石斧 頁岩 7�3� 4�5� 1�2� 56�4� 23800
1982 A-22 ⅢD 打製石斧 砂岩 8�5� 5�3� 1�4� 68�3� 28556
1983 E-44 ⅢE 打製石斧 頁岩 7�2� 5�3� 1�6� 71�2� 33095
1984 B-23 ⅢE 打製石斧 頁岩 7�1� 4�7� 1�5� 56�8� 29501
1985 F-23 ⅢC 打製石斧 頁岩 17�0 7�0� 1�4� 161�0� 19138
1986 E-26 ⅢC 打製石斧 頁岩 12�4� 5�8� 1�0� 83�7� 23093
1987 F-21 ⅢC 打製石斧 頁岩 7�0� 4�6� 2�2� 78�9� 19139
1988 B-17 Ⅲ 打製石斧 頁岩 8�0� 5�8� 1�4� 78�5� 4674

　　　　ଧ੡ੴි࡯؍දȂ２
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1989 %-25 ⅢC 打製石斧 頁岩 19�6� 10�0� 2�6� 394�0� 20883
1990 F-27 ⅢC 打製石斧 頁岩 12�8� 10�9� 2�1� 228�0� 24401
1991 E-27 ⅢE 打製石斧 頁岩 12�2� 9�2� 1�6� 162�4� 25329
1992 E-28 ⅢC 打製石斧 頁岩 10�5� 7�7� 2�4� 237�0� 24813
1993 B-27 ⅢE 打製石斧 頁岩 14�4� 10�1� 1�8� 200�6� 24619
1994 Ｃ-25 ⅢE 打製石斧 頁岩 11�9� 8�9� 1�3� 154�8� 21784

　　　　ଧ੡ੴි࡯؍දȂ３
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1995 %-25 ⅢC 打製石斧 頁岩 15�3� 7�3� 1�7� 175�7� 20884
1996 Ｃ-17 Ⅲ 打製石斧 頁岩 7�0� 5�8� 1�3� 58�0� 2880
1997 A-1 Ⅲ 打製石斧 頁岩 5�4� 7�9� 1�3� 61�7� 2547
1998 E-34 ⅢE 打製石斧 頁岩 11�0� 7�2� 1�8� 126�0� 25618
1999 B-22 ⅢE 打製石斧 頁岩 17�8� 5�8� 1�9� 233�0� 29545
2000 B-22 ⅢE 打製石斧 頁岩 13�5� 6�8� 2�0� 179�5� 28688
2001 E-25 ⅢC 打製石斧 頁岩 10�1� 6�7� 2�1� 141�0� 22553
2002 B-6 Ⅲ 打製石斧 頁岩 5�7� 5�7� 1�2� 43�1� 1546
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　　　　ଧ੡ੴි࡯؍දȂ̐・ຏ੡ੴි࡯؍ද
ૠ図番号 掲載番号 出土区 層　位 器　種 石　材

最大長 最大幅 最大厚 重　量
取上番号 備　考

㎝ ㎝ ㎝ H
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2003 E-25 ⅢC 打製石斧 頁岩 10�0� 9�1� 1�4� 173�8� 22539
2004 Ｃ-25 ⅢE 打製石斧 頁岩 7�5� 8�2� 1�1� 84�4� 21786
2005 E-25 ⅢC 打製石斧 頁岩 18�1� 6�2� 2�7� 230�0� 22549
2006 B-6� Ⅲ 磨製石斧（未製品） 頁岩 10�8� 5�0� 1�8� 113�0� 1715

ୈüüද　ੴ࡯؍ࡼද
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2007 %-27 ⅢC 石皿 安山岩 36�0� 31�4� 10�9� 1540�0� 24649

2008 %-28 ⅢC 石皿 砂岩 12�5� 13�2� 7�2� 1730�0� 21836

2009 B-16 Ⅲ 石皿 花ቋ岩 10�6� 11�5� 6�6� 1350�0� 3713

ୈüýද　ຏ・Ꮟੴ౳࡯؍ද
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2010 A-7 Ⅲ 棒状敲石 硬質砂岩 12�6� 6�2� 5�0� 615�0� 4335 ੨灰色
2011 Ｃ-25 ᶚB 磨石 安山岩 11�5� 7�8� 6�3� 645�0� 22012
2012 Ｃ-24 ⅢC 磨石 安山岩 10�4� 9�6� 3�8� 487�0� 19183
2013 %-33 ⅢC 磨石 安山岩 8�2� 7�0� 6�3� 378�0� 26021
2014 %-21 ᶚB 投石か 安山岩 6�9� 5�8� 5�6� 315�0� 23353 磨石･敲打面なし
2015 Ｃ-24 ⅢE 磨石 安山岩 11�2� 9�5� 3�8� 520�0� 19178
2016 Ｃ-30 ⅢC 磨石 砂岩 8�3� 8�4� 2�7� 287�0� 19874
2017 %-27 ⅢE 磨石 安山岩 13�7� 10�3� 5�3� 880�0� 24879
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2018 Ｃ-27 ᶚB 敲石 安山岩 10�4� 10�9� 5�9� 930�0� 26035
2019 B-17 Ⅲ 磨石 安山岩 10�9� 9�5� 4�9� 800�0� 4463
2020 B-25 ᶚB 敲石 安山岩 11�8� 10�7� 6�4� 1055�0� 23382
2021 %-29 ⅢC 敲石 安山岩 11�8� 9�9� 6�6� 974�0� 21187
2022 F-44 ⅢC 磨・敲石 砂岩 12�2� 10�2� 5�3� 1000�0� 33120
2023 Ｃ-26 ᶚC 敲石 安山岩 7�1� 6�5� 5�1� 315�0� 26027
2024 %-26 ᶚB 磨・敲石 安山岩 6�2� 5�3� 4�3� 175�0� 23352
2025 Ｃ-26 カクラン 敲石 安山岩 8�8� 6�8� 4�1� 364�0� 一括
2026 F-34 ⅢC 敲石 安山岩 9�3� 9�7� 6�3� 760�0� 24518
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2027 F-33 ⅢE 敲石 安山岩 13�0� 11�3� 8�5� 1870�0� 22460
2028 %-26 ⅢE 敲石 安山岩 10�1� 8�7� 7�5� 895�0� 24907
2029 B-22 ⅢE 磨・敲石 安山岩 4�9� 6�2� 3�6� 139�0� 29548
2030 %-28 ⅢC 凹石 花ቋ岩 10�2� 8�2� 3�0� 426�0� 21459
2031 %-36 ⅢE 砥石転用敲石 ԫ色砂岩 10�5� 7�3� 4�5� 565�0� 26597
2032 E-23 ⅢE 敲石 砂岩 9�1� 6�1� 4�8� 315�0� 21705
2033 B-23 ⅢE 石錘 粗ཻ砂岩 8�6� 9�0� 2�4� 260�0� 29432 ੨灰色
2034 E-34 ᶗ 円柱状石݋か 粗ཻ砂岩 7�2� 4�1� 3�4� 160�0� ԫ白色

ୈ�þද　ܰੴՃ޻඼࡯؍ද
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2035 A-6 Ⅲ 軽石加工品 軽石 4�3� 5�3� 2�8� 6�0 4308
2036 A-6 Ⅲ 軽石加工品 軽石 7�6� 8�1� 3�6 1�0 4271

ୈüÿද　మ੡඼࡯؍ද
295 2037 A-23 Ⅲ 鉄製品 鉄 2�7� 2�6� 0�5� 3�5 28572
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̍　ଌఆର৅ࢼྉ
　田原迫ノ上遺跡は，鹿児島県鹿屋市串良町細山田
5006-１ほかに所在し，笠野原台地北部の台地縁辺部（標
高約120N）に位置する。測定対象試ྉは，弥生２号住
居跡埋土出土土器付着炭化物（/P� １ɿＩAAA�111941），
同炭化種実（/P� ４ɿＩAAA�111944），弥生３号住居跡
埋土出土土器付着炭化物（/P� ２ɿＩAAA�111942），弥
生７号住居跡埋土出土土器付着炭化物（/P� ３ɿＩAAA�
111943），弥生４号住居跡埋土出土炭化物（/P� ５ɿ
ＩAAA�111946）の合計５点である（表１）。/P� １～３
の土器付着炭化物は，いずれも甕の口縁部から頸部及び
体部上位付近の外面から࠾取された。/P� ４の炭化種実
と同じ場所から出土した試ྉは種実同定の/P� １として
検討されている（種実同定報告参র）。

２　ଌఆのҙٛ
　遺跡内に位置する複数の住居跡等の遺構の前後関係及
び集落のܧ続期間を明らかにする。

３　Խֶॲཧ޻ఔ
　ᾇ　�メス・ピンセットを使い，根・土等の付着物を取

り除く。
　ᾈ　ࢎ��-アルカリ-ࢎ（AAAɿADJE�AMLBMJ�ADJE）ॲ理

により不純物を化学的に取り除く。その後，௒純
水で中性になるまでرऍし，乾૩させる。AAA
ॲ理におけるࢎॲ理では，通常１NPM/Ὑ（1M）
のԘࢎ（HＣM）を用いる。アルカリॲ理では水ࢎ
化ナトリウム（/B0H）水༹ӷを用い，0.001M
から１Mまで徐々にೱ度を上げながらॲ理を行
う。アルカリೱ度が１Mにୡした時にはʮAAAʯ，
１M未満の場合はʮABAʯと表１に記載する。

　ᾉ　試ྉを೩焼させ，二ࢎ化炭素（Ｃ02）を発生させる。
　ᾊ　真空ラインで二ࢎ化炭素を精製する。
　ᾋ　�精製した二ࢎ化炭素を鉄を触ഔとして水素でؐ元

し，グラフΝイト（Ｃ）を生成させる。
　ᾌ　�グラフΝイトを内径１NNのカιードにハンドプ

レス機で٧め，それをホイールにはめ込み，測定
装置に装着する。

̐　ଌఆํ๏
　加଎器をベースとした１4Ｃ�AMSઐ用装置（/EＣ社製）
を使用し，１4Ｃの計数，�１３Ｃೱ度（１３Ｃ/１2Ｃ），１4Ｃೱ度（１4Ｃ/１2Ｃ）

の測定を行う。測定では，ถ国国立標準ہ（/ＩSＴ）か
らఏڙされたシϡウࢎ（H0YⅡ）を標準試ྉとする。
この標準試ྉとバックグラウンド試ྉの測定も同時に実
施する。

ग़ํ๏ࢉ　̑
　ᾇ　�Ў１３Ｃ�は，試ྉ炭素の１３Ｃ�ೱ度（１３Ｃ/１2Ｃ）を測定し，

基準試ྉからのずれをઍ分ภ差（̄）で表した値
である（表１）。AMS装置による測定値を用い，
表中にʮAMSʯと注記する。

　ᾈ　�１4Ｃ年代（LJCCｙ�AHFɿｙｒBP）は，過去の大気
中１4Ｃೱ度が一定であったと仮定して測定され，
1950年を基準年（0ｙｒBP）として૎る年代である。
年代値の算出には，LJCCｙの半ݮ期（5568年）を
使用する（SUVJWFｒ�BOE�PPMBDI�1977）。１4Ｃ年代は
Ў１３Ｃによって同位体ޮ果をิ正する必要がある。
ิ正した値を表１に，ิ正していない値を参考値
として表２に示した。１4Ｃ年代とޡ差は，下１桁
を丸めて10年単位で表示される。また，１4Ｃ年代
のޡ差（±1М）は，試ྉの１4Ｃ年代がそのޡ差範
囲に入る確཰が68.2ˋであることを意味する。

　ᾉ　�QMＣ（QFｒDFOU�MPEFｒO�ＣBｒCPO）は，標準現代
炭素に対する試ྉ炭素の１4Ｃೱ度の割合である。
QMＣが小さい（１4Ｃが少ない）ほど古い年代を示し，
QMＣが100以上（１4Ｃの量が標準現代炭素と同等以
上）の場合MPEFｒOとする。この値もЎ１３Ｃによっ
てิ正する必要があるため，ิ 正した値を表１に，
ิ正していない値を参考値として表２に示した。

　ᾊ　�ྐྵ 年較正年代とは，年代がط知の試ྉの１4Ｃೱ度
を元に描かれた較正曲線とরらし合わせ，過去の
１4Ｃೱ度変化などをิ正し，実年代に近づけた値
である。ྐྵ年較正年代は，１4Ｃ年代に対応する較
正曲線上のྐྵ年代範囲であり，１標準ภ差（１М
ʹ68.2ˋ）あるいは２標準ภ差（2Мʹ95.4ˋ）
で表示される。グラフの縦軸が１4Ｃ年代，横軸が
ྐྵ年較正年代を表す。ྐྵ年較正プログラムに入力
される値は，Ў１３Ｃิ正を行い，下一桁を丸めな
い１4Ｃ年代値である。なお，較正曲線および較正
プログラムは，データの஝積によってߋ新される。
また，プログラムの種類によっても結果が異なる
ため，年代の活用にあたってはその種類とバー
δϣンを確認する必要がある。ここでは，ྐྵ年較

ഭϊ্遺跡ʹ͓͚Δ์ࣹੑ୸ૉ೥代ݪా
ʢ".4ଌఆʣ

（株）加଎器分析研究所
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正年代の計算に，ＩOUＣBM09データベース（3FJNFｒ�
FU�BM��2009）を用い，0YＣBMW4.１較正プログラム
（BｒPOL�3BNTFｙ�2009）を使用した。ྐྵ年較正年
代については，特定のデータベース，プログラム
にґ存する点を考慮し，プログラムに入力する値
とともに参考値として表２に示した。ྐྵ年較正年
代は，１4Ｃ年代に基づいて較正（DBMJCｒBUF）され
た年代値であることを明示するためにʮDBM�BＣ/
A%ʯ（またはʮDBM�BPʯ）という単位で表される。

̒　ଌఆ݁Ռ
　試ྉの１4Ｃ年代は，弥生２号住居跡埋土出土土器付着
炭化物/P� １が2110±30ｙｒBP，同炭化種実/P� ４が2090
±30ｙｒBP，弥生３号住居跡埋土出土土器付着炭化物
/P� ２が2180±30ｙｒBP，弥生７号住居跡埋土出土土器付
着炭化物/P� ３が2140±30ｙｒBP，弥生４号住居跡埋土出
土炭化物/P� ５が2290±30ｙｒBPである。弥生２号住居跡
出土の２点の値はޡ差（±１М）の範囲で重なり，近い
年代を示す。
　ྐྵ年較正年代（１М）は，/P� １が175 ～ 93DBM�BＣ
の範囲，/P� ４が161 ～ 55DBM�BＣの間に３つの範囲，
/P� ２が353 ～ 193DBM�BＣの間に３つの範囲，/P� ３が

342 ～ 116DBM�BＣの間に３つの範囲，/P� ５が399 ～
263DBM�BＣの間に２つの範囲，/P� １～５は弥生時代中
期ࠒに相当する。

จݙ
SUVJWFｒ�M��BOE�PPMBDI�H�A��1977�%JTDVTTJPO��3FQPｒUJOH�
PG�14Ｃ�EBUB,�3BEJPDBｒCPO�19（3）,�355�363
BｒPOL�3BNTFｙ�Ｃ��2009�BBｙFTJBO�BOBMｙTJT�PG�ｒBEJPDBｒCPO�
EBUFT,�3BEJPDBｒCPO�51（1）,�337�360
3FJNFｒ,� P�Ｊ�� FU� BM �� 2009� ＩOUＣBM09� BOE�MBｒJOF09�
ｒBEJPDBｒCPO�BHF�DBMJCｒBUJPO�DVｒWFT,�0�50,000�ｙFBｒT�DBM�
BP,�3BEJPDBｒCPO�51（4）,�1111�1150
尾ቌ大真　2009　೔本産樹木年ྠ試ྉの炭素14年代から
みた弥生時代の実年代,�弥生時代の考古学１　弥生文
化のྠֲ,�同成社,�225�235
坂本ູ　2010　較正曲線と೔本産樹木－弥生から古墳へ
－,�第５回年代測定と೔本文化研究シンϙδウム༧ߘ
集,�（株）加଎器分析研究所，85�90

ද̍

測定
番号

試ྉ名 取場所࠾
試ྉ
形態

ॲ理
方法

Ў13Ｃ（̄）（AMS）

Ў13Ｃิ正あり

LJCCｙ�AHF�
（ｙｒBP）

QMＣ（�）

ＩAAA�
111941

/P� １
田原迫ノ上遺跡

弥生２号住居跡　埋土
土器付着
炭化物

ABA －24�12±0�50 2,110±30 76�93±0�24

ＩAAA�
111942

/P� ２
田原迫ノ上遺跡

弥生３号住居跡　埋土
土器付着
炭化物

ABA －25�21±0�51 2,180±30 76�26±0�24

ＩAAA�
111943

/P� ３
田原迫ノ上遺跡

弥生７号住居跡　埋土
土器付着
炭化物

ABA －28�29±0�44 2,140±30 76�61±0�24

ＩAAA�
111944

/P� ４
田原迫ノ上遺跡

弥生２号住居跡　埋土
炭化種実 AAA －23�68±0�46 2,090±30 77�12±0�24

ＩAAA�
111946

/P� ５
田原迫ノ上遺跡

弥生４号住居跡　埋土
炭化物 AAA －32�93±0�57 2,290±30 75�2±0�27

ʦ�4759,4760ʧ

ද２

測定
番号

Ў13Ｃิ正なし ྐྵ年較正用
（ｙｒBP）

1Мྐྵ年代範囲 2Мྐྵ年代範囲
AHF（ｙｒBP） QMＣ（ˋ）

ＩAAA�
111941

2,090±20 77�07±0�23 2,107±25 175DBMBＣ���93DBMBＣ（68�2�） 196DBMBＣ���53DBMBＣ（95�4�）

ＩAAA�
111942

2,180±20 76�23±0�23 2,177±25
353DBMBＣ���295DBMBＣ（48�3�）
229DBMBＣ���220DBMBＣ（�5�9�）
212DBMBＣ���193DBMBＣ（14�0�）

360DBMBＣ���274DBMBＣ（55�3�）
262DBMBＣ���169DBMBＣ（40�1�）
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IAAA-

111943 
2,190 ± 20 76.09 ± 0.23 2,140 ± 25

342calBC - 326calBC ( 9.2%)

205calBC - 158calBC (46.8%)

135calBC - 116calBC (12.2%)

351calBC - 301calBC (17.6%)

227calBC - 224calBC ( 0.4%)

210calBC - 91calBC (76.0%)

71calBC - 60calBC ( 1.4%) 

IAAA-

111944 
2,070 ± 20 77.33 ± 0.23 2,087 ± 25

161calBC - 132calBC (22.6%)

118calBC - 87calBC (25.9%) 

79calBC - 55calBC (19.6%) 

179calBC - 43calBC (95.4%)

IAAA-

111946 
2,420 ± 30 73.98 ± 0.25 2,289 ± 28

399calBC - 361calBC (61.7%)

271calBC - 263calBC ( 6.5%)

404calBC - 354calBC (68.2%)

291calBC - 231calBC (27.2%)

[ ] 

ＩAAA�
111943

2,190±20 76�09±0�23 2,140±25
342DBMBＣ���326DBMBＣ（�9�2�）
205DBMBＣ���158DBMBＣ（46�8�）
135DBMBＣ���116DBMBＣ（12�2�）

351DBMBＣ���301DBMBＣ（17�6�）
227DBMBＣ���224DBMBＣ（�0�4�）
210DBMBＣ���91DBMBＣ（76�0�）
71DBMBＣ���60DBMBＣ（�1�4�）

ＩAAA�
111944

2,070±20 77�33±0�23 2,087±25
161DBMBＣ���132DBMBＣ（22�6�）
118DBMBＣ���87DBMBＣ（25�9�）
79DBMBＣ���55DBMBＣ（19�6�）

179DBMBＣ���43DBMBＣ（95�4�）

ＩAAA�
111946

2,420±30 73�98±0�25 2,289±28
399DBMBＣ���361DBMBＣ（61�7�）
271DBMBＣ���263DBMBＣ（�6�5�）

404DBMBＣ���354DBMBＣ（68�2�）
291DBMBＣ���231DBMBＣ（27�2�）

ʦ参考値ʧ
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̍　ଌఆର৅ࢼྉ
　田原迫ノ上遺跡は，鹿児島県鹿屋市串良町細山田
5006-１ほかに所在し，笠野原台地北部の台地縁辺部（標
高約120N）に位置する。測定対象試ྉは，１号住居跡
床面出土炭化材（/P� １ɿＩAAA�120770），同住居跡埋
土内出土炭化物（/P� ２ɿＩAAA�120771），２号住居跡
埋土出土炭化物（/P� ３ɿＩAAA�120772），３号住居跡
床面出土炭化物（/P� ４ɿＩAAA�120773），６号住居跡
床面出土炭化物（/P� ５ɿＩAAA�120774），６号住居跡
床面出土炭化物（/P� ７ɿＩAAA�120776），７号住居跡
床面出土炭化物（/P� ８ɿＩAAA�120777）の合計７点で
ある（表１）。
　/P� １の炭化材は，住居跡のほぼ床面から出土し，住
居の柱材と考えられている。/P� ２～５，７，８は遺構
埋土のウΥーターフローςーシϣンによって࠾取され
た。/P� ５は試ྉが小さく，十分な前ॲ理を行うことが
できないと判断されたため，他の試ྉに対して行われた
アルカリॲ理がল略された（ʮ３　化学ॲ理工程ʯ参র）。
なお，/P� １の樹種同定，/P� ５の種実同定が行われて
いる（樹種・種実同定報告参র）。
　/P� １，２が出土した１号住居跡，/P� ５，７が出土
した６号住居跡は，出土土器から弥生時代中期と推定さ
れている。/P� ３が出土した２号住居跡，/P� ４が出土
した３号住居跡，/P� ８が出土した７号住居跡について
は，同じ遺構から出土し，以前測定された別の試ྉの年
代値が弥生時代中期ࠒに相当する値であった。

２　ଌఆのҙٛ
　試ྉの年代値を相互に比較し，出土土器の時期との対
比を行うことで，年代値や時期が一கするかどうか検討
するとともに，住居跡等の遺構の時期や前後関係を明ら
かにする。

３　Խֶॲཧ޻ఔ（前掲参র）
̐　ଌఆํ๏（前掲参র）
ग़ํ๏（前掲参র）ࢉ　̑

̒　ଌఆ݁Ռ
　試ྉの１4Ｃ年代は，１号住居跡床面出土炭化材/P� １
が2130±20ｙｒBP，同住居跡埋土内出土炭化物/P� ２が
2140±20ｙｒBP，２号住居跡埋土出土炭化物/P� ３が
2090±20ｙｒBP，３号住居跡床面出土炭化物/P� ４が

2130±20ｙｒBP，６号住居跡床面出土炭化物/P� ５が90
±20ｙｒBP，６号住居跡床面出土炭化物/P� ７が2080±
20ｙｒBP，７号住居跡床面出土炭化物/P� ８が2120±
20ｙｒBPである。１号住居跡出土の/P� １，２の値はޡ差
（±1М）の範囲で重なり，ほぼ同年代を示す。６号住居
跡出土の/P� ５，７は明瞭に異なる値となっている。
　ྐྵ年較正年代（１М）は，/P� １が199 ～ 112DBM�BＣ
の間に２つの範囲，/P� ２が337 ～ 116DBM�BＣの間に
３つの範囲，/P� ３が164 ～ 58DBM�BＣの間に３つの範
囲，/P� ４が199 ～ 111DBM�BＣの範囲，/P� ５が1697 ～
1917DBM�A%の間に３つの範囲，/P� ７が156 ～ 53DBM�BＣ
の間に２つの範囲，/P�８が195～ 111DBM�BＣの範囲で示
される。/P� １～４，７，８は弥生時代中期ࠒ，/P� ５
は近世以降ࠒに相当する（小ྛ編2008，౻尾2009）。
　１号住居跡からは弥生時代中期の土器が出土してお
り，/P� １，２の年代値はこのことにおおむねໃ६しな
い結果と考えられる。
　２号住居跡では，ࡢ年度実施された年代測定により，
埋土出土土器付着炭化物/P� １（ＩAAA�111941）の１4Ｃ年
代が2110±30ｙｒBP，同炭化種実/P� ４（ＩAAA�111944）
が2090±30ｙｒBPという測定結果が得られている。今回
測定された/P� ３を合わせて３点の１4Ｃ年代値はޡ差（±
１М）の範囲でよく一கし，ほぼ同年代を示す。
　３号住居跡では，ࡢ年度の年代測定により，埋土出土
土器付着炭化物/P� ２（ＩAAA�111942）の１4Ｃ年代が2180
±30ｙｒBPという測定結果が得られている。今回測定さ
れた/P� ４の値はޡ差（±１М）の範囲で重ならないも
のの，おおむね近い値となっている。
　６号住居跡からは弥生時代中期の土器が出土してお
り，/P� ７の年代値はこのことにおおむねໃ६しない結
果と考えられる。しかし，/P� ５は/P� ７の年代値や出
土土器の示す時期よりも大幅に新しいことから，６号住
居跡に伴うと見なすことは難しい。後世にࠞ入した可能
性を考慮する必要がある。
　７号住居跡では，ࡢ年度実施された年代測定により，
埋土出土土器付着炭化物/P� ３（ＩAAA�111943）の１4Ｃ
年代が2140±30ｙｒBPという結果が得られている。今回
測定された/P� ８の値とޡ差（±１М）の範囲で重なり，
近い年代を示す。
　試ྉの炭素含有཰はすべて60ˋを௒える十分な値で，
化学ॲ理，測定上の問題は認められない。

ഭϊ্遺跡ʹ͓͚Δ์ࣹੑ୸ૉ೥代ݪా
ʢ".4ଌఆʣ

（株）加଎器分析研究所
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จݙ
BｒPOL�3BNTFｙ�Ｃ��2009（前掲参র）
౻尾৻一࿠�2009�弥生時代の実年代,�西本豊߂編,�新弥生
時代のはじまり　第４巻　弥生೶耕のはじまりとその
年代,�༤山ֳ,�9�54

小ྛୡ༤編�2008�総ཡ縄文土器,�総ཡ縄文土器ץ行委員
会,�アム・プロϞーシϣン
3FJNFｒ,�P�Ｊ��FU�BM��2009（前掲参র）
SUVJWFｒ�M��BOE�PPMBDI�H�A��1977（前掲参র）

ද̍

測定番号 試ྉ名 取場所࠾ 試ྉ形態 ॲ理方法
Ў１３Ｃï̄ð�
ïAMSð

Ў１３Ｃิ正あり

LJCCｙ�AHF�
（ｙｒBP）

QMＣï�ð

ＩAAA�120770 /P��1 1号住居跡　床面 炭化材 AAA －27�62±0�38� 2,130±20 76�73±0�22�

ＩAAA�120771 /P��2 1号住居跡　埋土内 炭化物 AAA －28�47±0�33� 2,140±20 76�62±0�21�

ＩAAA�120772 /P��3 2号住居跡　埋土 炭化物 AAA －27�12±0�36� 2,090±20 77�05±0�22�

ＩAAA�120773 /P��4 3号住居跡　床面 炭化物 AAA －27�69±0�60� 2,130±20 76�73±0�23�

ＩAAA�120774 /P��5 6号住居跡　床面 炭化物 HＣM －27�02±0�31� 90±20 98�84±0�30�

ＩAAA�120776 /P��7 6号住居跡　床面 炭化物 AAA －28�56±0�52� 2,080±20 77�15±0�23�

ＩAAA�120777 /P��8 7号住居跡　床面 炭化物 AAA －28�23±0�42� 2,120±20 76�78±0�21�

<�5240>

ද２

測定
番号

Ў１３Ｃิ正なし ྐྵ年較正用
（ｙｒBP）

1Мྐྵ年代範囲 2Мྐྵ年代範囲
AHF（ｙｒBP） QMＣ（ˋ）

ＩAAA�
120770

2,170±20 76�32±0�21 2,127±22
199DBMBＣ���150DBMBＣ（45�4�）
140DBMBＣ���112DBMBＣ（22�8�）

344DBMBＣ���324DBMBＣ（4�2�）
205DBMBＣ���88DBMBＣ（87�3�）
76DBMBＣ���57DBMBＣ（3�9�）

ＩAAA�
120771

2,200±20 76�08±0�21 2,138±22
337DBMBＣ���331DBMBＣ（2�9�）　
204DBMBＣ���158DBMBＣ（52�0�）
135DBMBＣ���116DBMBＣ（13�3�）

350DBMBＣ���309DBMBＣ（13�4�）
210DBMBＣ���92DBMBＣ（81�2�）
69DBMBＣ���61DBMBＣ（0�8�）

ＩAAA�
120772

2,130±20 76�72±0�21 2,093±23
164DBMBＣ���128DBMBＣ（30�0�）
121DBMBＣ���90DBMBＣ（26�6�）　
73DBMBＣ���58DBMBＣ（11�5�）　

181DBMBＣ���47DBMBＣ（95�4�）

ＩAAA�
120773

2,170±20 76�31±0�21 2,127±24 199DBMBＣ���111DBMBＣ（68�2�）
346DBMBＣ���321DBMBＣ（5�4�）
206DBMBＣ���87DBMBＣ（84�7�）
80DBMBＣ���55DBMBＣ（5�3�）

ＩAAA�
120774

130±20 98�43±0�29 93±24
1697DBMA%���1726DBMA%（23�3�）
1815DBMA%���1835DBMA%（16�2�）
1878DBMA%���1917DBMA%（28�7�）

1690DBMA%���1730DBMA%（26�0�）
1810DBMA%���1925DBMA%（69�4�）

ＩAAA�
120776

2,140±20 76�59±0�21 2,083±24
156DBMBＣ���136DBMBＣ（16�0�）
115DBMBＣ���53DBMBＣ（52�2�）

175DBMBＣ���43DBMBＣ（95�4�）

ＩAAA�
120777

2,180±20 76�28±0�20 2,121±22 195DBMBＣ���111DBMBＣ（68�2�）
336DBMBＣ���331DBMBＣ（0�7�）
204DBMBＣ���87DBMBＣ（88�1�）
80DBMBＣ���55DBMBＣ（6�6�）

<参考値>
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ʦ参考ʧྐྵ年較正年代グラフ
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̍　ଌఆର৅ࢼྉ
　田原迫ノ上遺跡は，鹿児島県鹿屋市串良町細山田
5006-1ほか（北Ң31 2˃6 3˄0 ，˅東経130 5˃5 0˄0 ）˅に所
在し，笠野原台地北部の台地縁辺部（標高約120N）に
位置する。測定対象試ྉは，住居跡から出土した炭化材
2点である（表1）。なお，同一試ྉの樹種同定が実施さ
れている（樹種同定報告参র）。
　試ྉ/P� １が出土した18号弥生住居跡，/P�2が出土し
た30号弥生住居跡はⅢE層で検出され，弥生時代中期ࠒ
と推定されている。

２　ଌఆのҙٛ
　試ྉの年代を明らかにし，試ྉが出土した遺構の時期
や前後関係を検討する。

３　Խֶॲཧ޻ఔ（前回参র）
̐　ଌఆํ๏（前掲参র）
ग़ํ๏（前回参র）ࢉ　̑

̒　ଌఆ݁Ռ
　試ྉの測定結果を表１，２に示す。
　試ྉの１4Ｃ年代を検討すると，２点の中にޡ差（±１
М）の範囲で一கするものは認められないが，/P� １と
/P� ２がある程度近い値となっている。
　ྐྵ年較正年代（１М）は，/P� １，/P� ２が弥生時代
中期ࠒに相当し（౻尾2009，小ྛ編2008），調査所見に
整合的な結果と見られる。
　試ྉの炭素含有཰はすべて50ˋ以上で，化学ॲ理，測
定上の問題は認められない。

จݙ
BｒPOL�3BNTFｙ�Ｃ��2009（前掲参র）
౻尾৻一࿠　2009（前掲参র）
小ྛୡ༤編　2008（前掲参র）
3FJNFｒ,�P�Ｊ��FU�BM��2013（前掲参র）
SUVJWFｒ�M��BOE�PPMBDI�H�A��1977（前掲参র）

ഭϊ্遺跡ʹ͓͚Δ์ࣹੑ୸ૉ೥代ݪా
ʢ".4ଌఆʣ

（株）加଎器分析研究所

ද̍　์ࣹੑ୸ૉ೥代ଌఆ݁ՌʢЎøú$�ิਖ਼஋ʣ

測定番号 試ྉ名 取場所࠾ 試ྉ
形態

ॲ理
方法

Ў１３Ｃ�（̄）
（AMS）

Ў１３Ｃิ正あり

LJCCｙ�AHF
（ｙｒBP） QMＣ（�）

ＩAAA�130855 /P�1（遺物
/P�27301） 18号弥生住居跡　ⅢE層 炭化材 ABA －26�60±0�66 2,070±30 77�26±0�24

ＩAAA�130856 /P�2（遺物
/P�27816） 30号弥生住居跡　ⅢE層 炭化材 AAA －27�90±0�70 2,210±30 75�95±0�26

ʦ�5940ʧ

ද２　์ࣹੑ୸ૉ೥代ଌఆ݁ՌʢЎøú$�ະิਖ਼஋ɼྐྵ೥ֱਖ਼༻øû$�೥代ɼֱਖ਼೥代ʣ

測定番号
Ў１３Ｃิ正なし ྐྵ年較正用

（ｙｒBP） 1Мྐྵ年代範囲 2Мྐྵ年代範囲
AHF（ｙｒBP） QMＣ（ˋ）

ＩAAA�130855 2,100±20 77�00±0�22 2,072±25 153DBMBＣ���138DBMBＣ�（9�8�）
113DBMBＣ���47DBMBＣ�（58�4�）

174DBMBＣ���37DBMBＣ�（93�6�）
28DBMBＣ���24DBMBＣ�（0�6�）
10DBMBＣ���3DBMBＣ�（1�2�）

ＩAAA�130856 2,260±30 75�49±0�24 2,210±27
358DBMBＣ���347DBMBＣ�（7�0�）
319DBMBＣ���276DBMBＣ�（27�9�）
259DBMBＣ���207DBMBＣ�（33�4�）

366DBMBＣ���201DBMBＣ�（95�4�）

ʦ参考値ʧ
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ʦ図版ʧྐྵ年較正年代グラフ（参考）
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ഭϊ্遺跡のࣗવՊֶ෼ੳݪా
パリノ・サーϰΣイ株式会社

͸͡Ίʹ
　鹿屋市串良町細山田に所在する田原迫ノ上遺跡は，笠
野原台地の北部縁辺部に位置し，標高は約120Nである。
遺跡の北側には，串良川が西から東に向かって流れ，遺
跡と串良川の比高差は約70Nである。
　本遺跡では，これまでの発掘調査で，縄文時代早期の
集石遺構や土坑，弥生時代中期の竪穴住居跡，掘立柱建
物跡，山ノ口式土器，土製勾玉，磨製石鏃，砥石，棒状
敲石，鉄器片，炭化木材等が出土している。
　本分析調査では，各遺構より出土した炭化種実の放射
性炭素年代測定と同定を実施し，年代ࢿྉおよび当時の
植生と植物利用に関するࢿྉを作成する。また，弥生時
代中期の竪穴住居跡から出土した炭化材の樹種同定を実
施し，当時の植生と植物利用に関するࢿྉを作成する。

ྉࢼ　̍
　試ྉは，B-23区ⅢE層検出炭化物集中部分から出土し
た炭化種実37個（試ྉ番号１），弥生住居跡18号から出
土した炭化種実２個（試ྉ番号２）と，弥生住居跡31号
から出土した炭化材１点３個（試ྉ番号３）の，計３点
42個である。試ྉは全て乾૩した状態で，ϙリ袋に入っ
ている。
　種実同定は，試ྉ番号１～２の全点を対象に実施した。
放射性炭素年代測定は，試ྉ番号１より同定されたクリ
の炭化子葉の破片１個と，試ྉ番号２より同定されたイ
チイガシの炭化子葉の破片２個の，計２試ྉを対象に実
施した。
　炭化材１点（試ྉ番号３）は，試ྉ中には分割状１片，
ຝ目൘状２片の合計３片が認められるが，接合関係は確
認できない。樹種同定は，炭化材３片全てを対象に実施
した。

２　෼ੳํ๏
ᾇ　放射性炭素年代測定
　土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着し
ている場合，これらをピンセット，௒Ի波ચড়などによ
り物理的に除去する。その後HＣＩにより炭ࢎԘ等ࢎ可༹
成分を除去，/B0Hにより෗植ࢎ等アルカリ可༹成分を
除去，HＣＩによりアルカリॲ理時に生成した炭ࢎԘ等ࢎ
可༹成分を除去する（ࢎ・アルカリ・ࢎॲ理）。
　試ྉをバイコール管に入れ，１Hのࢎ化ಔ（Ⅱ）とۜ
ഩ（ེ化物を除去するため）を加えて，管内を真空にし
て෧じきり，500ˆ（30分）850ˆ（２時間）で加೤する。
ӷ体஠素とӷ体஠素＋ΤタノールのԹ度差を利用し，真
空ラインにてＣ02を精製する。真空ラインにてバイコー

ル管に精製したＣ02と鉄・水素を投入し෧じ切る。鉄の
あるバイコール管底部のみを650ˆで10時間以上加೤し，
グラフΝイトを生成する。
　化学ॲ理後のグラフΝイト・鉄คࠞ合試ྉを内径
１NNの孔にプレスして，タンデム加଎器のイオンݯに
装着し，測定する。測定機器は，３M7小型タンデム加
଎器をベースとした１4Ｃ�AMSઐ用装置（/EＣ　PFMMFUｒPO
　9S%H�2）を使用する。AMS測定時に，標準試ྉで
あるถ国国立標準ہ（/ＩSＴ）からఏڙされるシϡウࢎ
（H0X�Ⅱ）とバックグラウンド試ྉの測定も行う。また，
測定中同時に１３Ｃ/１2Ｃの測定も行うため，この値を用いて
Ў１３Ｃを算出する。
　放射性炭素の半ݮ期はLＩBB:の半ݮ期5，５68年を使用
する。また，測定年代は1950年を基点とした年代（BP）
であり，ޡ差は標準ภ差（0OF�SJHNB�68�）に相当す
る年代である。なお，ྐྵ年較正は，3A%Ｉ0ＣA3B0/�
ＣALＩB3AＴＩ0/� P30(3AM� ＣALＩB� 3E77 �0 �1
（ＣPQｙｒJHIU�1986-2014�M�SUVJWFｒ�BOE�PＪ�3FJNFｒ）を用
い，ޡ差として標準ภ差（0OF�SJHNB）を用いる。ྐྵ年
較正とは，大気中の１4Ｃೱ度が一定で半ݮ期が５，568年と
して算出された年代値に対し，過去のӉ஦線強度や地球
磁場の変動による大気中の１4Ｃೱ度の変動，及び半ݮ期
の違い（１4Ｃの半ݮ期５，7３0±40年）を較正することであ
る。ྐྵ年較正は，ＣALＩB�3E77.0のϚニϡアルにした
がい，１年単位まで表された同位体ޮ果のิ正を行った
年代値を用いて行う。また，北半球の大気中炭素に由来
する較正曲線を用い，測定ޡ差М，２М双方の値を計算
する。Мは統計的に真の値が68�の確཰で存在する範囲，
２Мは真の値が95�の確཰で存在する範囲である。表中
の相対比とは，М，２Мの範囲をそれぞれ１とした場合，
その範囲内で真の値が存在する確཰を相対的に示したも
のである。較正されたྐྵ年代は，ক来的にྐྵ年較正曲線
等のվ正があった場合の再計算，再検討に対応するため，
１年単位で表された値を記す。
ᾈ　種実同定
　試ྉを双؟実体ݦ微ڸ下で観࡯し，ピンセットを用い
て同定が可能な種実をந出する。種実の同定は，現生標
本および石川（1994），中山ほか（2000），岡本（1979）
等を参考にし，非破壊で実施する。分析後は，年代測定
対象以外の試ྉを容器に໭してฦ٫する。
ᾉ　樹種同定
　試ྉを自然乾૩させた後，木口（横断面）・ຝ目（放
射断面）・൘目（接線断面）の３断面の割断面を作製し，
実体ݦ微ڸおよび૸査型ి子ݦ微ڸを用いて木材組৫の
種類や配列を観࡯し，その特徴を現生標本およびಠ立行
政法人森ྛ総合研究所の೔本産木材ࣝ別データベースと
比較して種類を同定する。
　なお，木材組৫の名称や特徴は，島地・伊東（1982）
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や8IFFMFｒ他（1998）を参考にする。また，೔本産樹
木の木材組৫については，ྛ（1991）や伊東（1995，
1996，1997，1998，1999）を参考にする。分析後は，試
ྉを容器に໭してฦ٫する。

３　݁Ռ
ᾇ　放射性炭素年代測定
　同位体ޮ果によるิ正を行った測定結果を表１に示
す。２点の試ྉのうち，B-23区ⅢE層は2，１40±20ｙｒBP，
弥生住居跡18号は2，090±20ｙｒBPと，互いに近接した年
代を示す。
　各試ྉの較正ྐྵ年代を表２に示す。測定ޡ差をМの年
代でみると，B-23区ⅢE層はDBMBＣ203 ～ DBMBＣ117，弥
生住居跡18号はDBMBＣ160 ～ DBMBＣ56となる。
ᾈ　種実同定
　結果を表３に示す。ඃ子植物３分類群（イチイガシ，
クリ，イネ）40個の炭化した種実がந出･同定された。
B-23区ⅢE層からは，落葉広葉樹のクリの子葉の破片が
37個（7.84H）確認された。弥生住居跡18号からは，栽
培種のイネのᡢೕが１個（0.01H）と，常྘広葉樹のイ
チイガシの子葉の破片が２個（0.１5H）の，計3個が確
認された。
　炭化種実の写真を図版１に示し，主な分類群の大きさ
をデδタルノギスで計測した結果を表３に示す。以下
に，形態的特徴等を述べる。
ʻ炭化種実ʼ
�・イチイガシ（Quercus gilva Blume）　ϒナՊコナラ属
アカガシ亜属
　子葉は炭化しており黒色，完形ならば長さ１.2DN，径
0.7DN程度の楕円体を呈し，２ຕからなる子葉の合わせ
目が楕円体表面を蛇行して一周する。出土子葉２個は破
片で，最大7.５NNを測る。子葉の著しい異形性，離れ
にくさ等のイチイガシの特異性（岡本，1979）がみられ
る。子葉は硬く៛密で，表面には維管束の圧痕の浅い縦
溝がみられる（図版１-2）。
�・クリ（Castanea crenata Sieb, et Zucc.）　ϒナՊクリ属
　子葉は炭化しており黒色，完形ならば径２～ ３.５DN
の三角状広ཛ体で頂部はઑり，基部は切形，一側面はภ
平，反対面は丸みがある。出土子葉の最大個体（年代測
定対象）は，重量は0.71H，残存長は1９.8NN，残存幅
は18.8NN，残存厚は7.7NNをはかる（図版1-4）。子葉
は硬く៛密で，表面には種皮（ौ皮）の圧痕の縦ےが粗
く波打つ。２ຕからなる子葉の合わせ目の線に沿って割
れた面は平׈で，正中線はややۼみ，頂部には小さな孔
（主根）がある（図版1-5，6）。
�・イネ（Oryza sativaⓤL.）　イネՊイネ属
　ᡢೕは炭化しており黒色，長さ５.１NN，幅2.7NN，
厚さ１.7NNのややภ平な長楕円体を呈す。炭化ถのཻ

大（長さ×幅），ཻ形（長さ/幅）（1988，౻ࠤ）は，短
ཻで小型であった。ᡢೕの基部一端には，ᡢが脱落した
斜切形の凹部がある。表面は，２～３本の縦ོ条が明瞭
である（図版1-3）。
ᾉ　樹種同定
　弥生住居跡31号から出土した炭化材は，３片とも広葉
樹のコナラ属アカガシ亜属に同定された。以下に解๤学
的特徴等を記す。
�・�コナラ属アカガシ亜属（Quercus� subgen, Cycloba-
lanopsis）ϒナՊ
　放射孔材で，道管壁は中༱～厚く，横断面では楕円形，
単ಠで放射方向に配列する。道管は単穿孔を有し，壁孔
は交互状に配列する。放射組৫は同性，単列，1-15細๔
高のものと複合放射組৫とがある。

࡯ߟ　̐
　B-23区ⅢE層炭化物集中部分から出土した種実は，ク
リの炭化した子葉に同定され，弥生時代中期後半とさ
れる弥生住居跡18号から出土した種実は，栽培種のイ
ネの炭化したᡢೕと，イチイガシの炭化した子葉に同
定された。また，クリのྐྵ年代較正値はDBMBＣ203 ～
DBMBＣ117，イチイガシのྐྵ年代較正値はDBMBＣ160 ～
DBMBＣ56で，弥生時代中期中葉～後半に相当し（西本編，
2009），これらも発掘調査所見の年代観と大きく外れな
い結果と言える。
　遺構の可能性が指摘されているB-23区ⅢE層炭化物集
中部分から出土したクリは，高木になる二次ྛ要素の
落葉広葉樹で，丘ྕや山地などに生育し，現在の本地
域にも分布している。また，クリは子葉があくൈきせ
ずに食べられ，ऩ量も多く，長期保存も可能な有用植
物であることから，古くより植物質食ྉとして利用さ
れ，遺跡出土例も多い。今回出土したクリの炭化子葉
は，本遺跡周辺域の森ྛから持ち込まれ利用された植
物質食ྉと示唆され，食利用されずにՐを受けて炭化
したとみなされ，何らかの人ҝ的行ҝに由来する可能
性が指摘される。なお，クリの炭化子葉に果皮が確認
されないʮ剥き実ʯである点に関して，炭化の際に果
皮が剥落した可能性の他に，名久Ҫ（2012）がຽଏ例
にもとづき指摘するʮ᎘܀（皮付きの生܀を十分に乾
૩させ，᎘いて皮を除いた）ʯの可能性を挙げておく。
　焼ࣦՈ屋と考えられている弥生住居跡18号から出土
した栽培種のイネ（炭化ถ）は，短ཻで小型（ࠤ౻，
1988）を呈している。イネは，当時の住居内に持ち込ま
れ利用された植物質食糧と示唆される。イネとともに出
土したイチイガシは，高木になる常྘広葉樹で，湿५，
肥ཊで深い土壌をもつ内陸平坦地と後傾斜に極相ྛとし
て発ୡし，現在の本地域にも分布している。また，イチ
イガシも，クリと同様に子葉があくൈきせずに食べられ，
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ऩ量も多い有用植物であることから，西೔本における果
実や子葉の遺跡出土例が多い（渡辺，1975；岡本，1979
など）。九州の縄文時代前期以降古墳時代に出土するド
ングリの集成でも，イチイガシが圧倒的に多い結果が得
られている（小畑2006；2011）。今回出土したイチイガ
シの炭化子葉も，当時の本遺跡周辺域のর葉樹ྛから持
ち込まれ，イネとともに利用された植物質食ྉと示唆さ
れ，食利用されずにՐを受け炭化したとみなされる。
　弥生時代中期後半とされる弥生住居跡31号から出土し
た炭化材は，３片ともアカガシ亜属に同定された。アカ
ガシ属は，ஆԹ帯性常྘広葉樹ྛを構成する常྘高木で，
೔本には８種が分布し，そのうちイチイガシを含む7種
が鹿児島県に分布する。弥生住居跡18号からイチイガシ
の炭化子葉が確認されていることから，遺跡周辺でイチ
イガシが入手可能な状況にあったと考えられる。木材は
重硬で強度が高い。材質を考慮すれば，強度を要する用
途・部位に利用された可能性がある。なお，鹿児島県内
では，弥生時代中期の木材利用に関するࢿྉが少ない。
弥生時代後期～古墳時代ॳ頭のࢿྉも含めてアカガシ亜
属の利用状況をみると，ژ田遺跡で೶耕土木具の܃・অ
や運搬具のᓄ等に利用が確認されている（伊東・山田，
2012）。
　弥生住居跡31号は，Րࣄで焼ࣦした住居と考えられて
いる。出土炭化材は，Րを受けて完全に೩焼し，欠損し
ている部分もあると考えられる。住居内から炭化した状
態で出土したことから，住居の建築部材や住居内に置か
れていた木製品に由来する可能性がある。元の形状を推
定するのは難しいが，出土した形状から，ਊ去りの分割
材あるいはຝ目൘状を呈していた可能性がある。
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ද̍ɽ์ࣹੑ୸ૉ೥代ଌఆ݁Ռ

試ྉ
番号 試ྉ名 試ྉの質 ิ正年代

BP
Ў１３̘
（̄）

測定年代
BP ＣPEF�/P�

1 B-23区ⅢE層 炭化種実�
（クリ�子葉） �2,140±�20 －23�99±�0�27 �2,120±�20 ＩAAA�131498

2 弥生住居跡�
18号

炭化種実�
（イチイガシ�子葉） �2,090±�20 －26�04±�0�24 �2,110±�20 ＩAAA�131501

１）年代値の算出には，LJCCｙの半ݮ期5568年を使用。
２）BP年代値は，1950年を基点として何年前であるかを示す。
３）付記したޡ差は，測定ޡ差М（測定値の68ˋが入る範囲）を年代値に׵算した値。

ද２ɽྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռ

試ྉ
番号

ิ正年代�
	BP） ྐྵ年較正年代 相対比 ＣPEF�/P�

1 2,138±�20

М
DBM BＣ 203 － DBM BＣ 158 DBM BP 2,153 － 2,108 0�832

ＩAAA－131498
DBM BＣ 133 － DBM BＣ 117 DBM BP 2,083 － 2,067 0�168

2М
DBM BＣ 348 － DBM BＣ 317 DBM BP 2,298 － 2,267 0�108

DBM BＣ 207 － DBM BＣ 95 DBM BP 2,157 － 2,045 0�892

2 2,089±�21
М

DBM BＣ 160 － DBM BＣ 131 DBM BP 2,110 － 2,081 0�361

ＩAAA－131501
DBM BＣ 118 － DBM BＣ 88 DBM BP 2,068 － 2,038 0�404

DBM BＣ 76 － DBM BＣ 56 DBM BP 2,026 － 2,006 0�235

2М DBM BＣ 172 － DBM BＣ 49 DBM BP 2,122 － 1,999 1�000

１）��計算には，3A%Ｉ0ＣA3B0/�ＣALＩB3AＴＩ0/�P30(3AM�ＣALＩB�3E77�0�1（ＣPQｙｒJHIU�1986－2014�M�SUVJWFｒ�
BOE�PＪ�3FJNFｒ）を使用

２）�計算には表に示した丸める前の値を使用している。
３）�１桁目を丸めるのが׳例だが，ྐྵ年較正曲線やྐྵ年較正プログラムがվ正された場合の再計算や比較が行いやす
いように，１桁目を丸めていない。

４）�統計的に真の値が入る確཰はМは68�，２Мは95�である
５）�相対比は，М，２Мのそれぞれを１とした場合，確཰的に真の値が存在する比཰を相対的に示したものである。

ද３ɽछ࣮ಉఆ݁Ռ

試ྉ
番号 試ྉ名 番ࢬ 分類群 部位 状態 状態 個数 番ࢬ 乾重�

	H

長さ
	NN


幅
	NN


厚さ
	NN
 図版 備考

1 B-23区�
ⅢE層 クリ 子葉 炭化 破片 37

1 0�71� 19�8＋ 18�8＋ 7�7＋ 1－4 年代測定対象

2 0�46� 12�7　 18�1　 5�9＋ 1－5 半分厚

3 0�32� 17�6　 14�5　 4�5＋ 1－6 半分厚

－ 6�35� － － － －

2 弥生住居跡�
18号

イチイガシ 子葉 炭化 破片 2 － 0�15� 　7�5＋ 　5�3＋ － 1－2 年代測定対象

イネ ᡢೕ 炭化 完形 1 － 0�01� 　5�1　 　2�7　 1�7　 1－3 短ཻ小型（1988，౻ࠤ）

注）計測はデδタルノギスを使用。欠損部は残存値にʮ�ʯで示す。
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図版1　炭化材・炭化種実
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(4-6)

5mm

(3)

2mm

(2)

2mm

(7)

1cm

(1b,1c)

100μm

(1a)

100μm

1 . コナラ属アカガシ亜属（弥生住居跡31号;試料番号5） a:木口,b:柾目,c:板目
2 . イチイガシ 子葉(年代測定対象)(弥生住居跡18号;試料番号4)
3 . イネ 胚乳(弥生住居跡18号;試料番号4) 4 . クリ 子葉(年代測定対象)(B-23区Ⅲd層;試料番号1)
5 . クリ 子葉(B-23区Ⅲd層;試料番号1) 6 . クリ 子葉(B-23区Ⅲd層;試料番号1)
7 . クリ 子葉(B-23区Ⅲd層;試料番号1)
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ྉࢼ　̍
　試ྉは，田原迫ノ上遺跡（鹿児島県鹿屋市串良町細
山田5006-1ほか所在）の弥生２号住居跡（試ྉ/P� １；
2-３，2-4，ᶆᶃのベルト，貼床）より出土した炭化種
実遺体４点22ཻと，弥生３号住居跡（試ྉ/P� ２）よ
り出土した炭化物１点約260ཻ，弥生４号住居跡（試ྉ
/P� ３）より出土した炭化物１点約110ཻである。

２　෼ੳํ๏
　試ྉを双؟実体ݦ微ڸ下で観࡯し，ピンセットを用い
て同定が可能な種実遺体をந出する。種実遺体の同定は，
現生標本および石川（1994），中山ほか（2000）等を参
考に実施し，個数を数えて一ཡ表で示す。分析後は，種
実遺体を分類群毎に容器に入れて保管する。

３　݁Ռ
　結果を表１に示す。
　弥生２号住居跡からは，炭化した栽培種のイネのӱ・
ᡢೕの完形が１個，破片が２個，ᡢೕの完形が７個，破
片が11個と，コムギのᡢೕの破片が１個の計22個が同定
された。種実以外では，ە類の֩ەが確認された。
　弥生３号住居跡（試ྉ/P� ２），弥生４号住居跡（試
ྉ/P� ３）からは，種実遺体が確認されなかった。種実
以外では，各住居跡から炭化材とە類の֩ەが，弥生４
号住居跡からࠛ஬が確認された。
　各分類群の形態的特徴を以下に記す。
・イネ（Oryza sativa L.）　イネՊイネ属
　ᡢೕとᡢೕを包むӱ（果）は，炭化しており黒色。ᡢ
ೕは，長さ4.2 ～ ５.５NN，幅１.8 ～ 2.９NN，厚さ１.6
～ 2.0NNのややภ平な長楕円体。基部一端には，ᡢが
脱落した斜切形の凹部がある。表面はやや平׈で，２～
３本の縦ོ条がある。３個の表面にӱの破片（籾殻）の
付着が確認された。

　ӱは，完形ならば，長さ６～ 7.５NN，幅３～４NN，
厚さ２～３NN程度。基部に大きさ１NN程度の斜切状
円柱形の果実ং柄と１対のޢӱを有し，その上に外ӱ
，と内ӱがある。外ӱは５຺（ӱと言う場合もあるޢ）
内ӱは３຺をもち，ともにस形を呈し，๓合してややภ
平な長楕円形の稲籾を構成する。果皮は薄く，表面には
ᰒཻ状突起が縦列する。
・コムギ（Triticum aestivum L.）　イネՊコムギ属
　ᡢೕは炭化しており黒色。完形ならば，長さ３.５ ～
4.３NN，幅2.９ ～ ３.３NN，厚さ２～ 2.6NNの楕円体で，
腹面は正中線上にやや太く深い縦溝があり，എ面は基部
正中線上にᡢの痕跡があり丸くۼむ。ᡢೕ表面には微細
なཻ状模様がある。破片の大きさは，2.５NN程度。

࡯ߟ　̐
　弥生２号住居跡からは，炭化した栽培種のイネのᡢೕ
が21個，コムギのᡢೕが１個確認された。ࠄ類のイネと
コムギは，当時の本遺跡周辺域で利用された植物質食糧
であることが示唆される。またイネには，表面にӱが付
着するᡢೕが確認されたことから，ӱ（籾）のついた生
ถの状態でՐを受け炭化したことが推定される。

Ҿ༻จݙ
石川茂༤，1994，原色೔本植物種子写真図ؑɽ石川茂༤
図ؑץ行委員会，328Q�
中山至大・Ҫ之口رल・南谷஧志，2000，೔本植物種子
図ؑɽ東北大学出版会，642Q�

ྉの୸Խछ࣮ಉఆࢼഭϊ্遺跡ग़౔ݪా

（株）加଎器分析研究所
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ද̍ɽాݪഭϊ্遺跡の୸Խछ࣮ಉఆ݁Ռ
試ྉ
番号 試ྉの詳細 分類群 部位 状態 個数 長さ

（NN）
幅

（NN）
厚さ
（NN）� 備考ɿ種実以外（個数）

/P�1 弥生2号住居跡 2-３　 イネ ӱ・ᡢೕ 完形 1 4�9　 2�87 1�91 （1）֩ە
破片 2 － － －

ᡢೕ 完形 3 5�46 2�49 1�8　
4�86 2�64 1�99
4�41 2�54 1�58

破片 10
コムギ ᡢೕ 破片 1 － － － 残存径2�5NN程度

2-4 イネ ᡢೕ 完形 2 4�79 2�4　 1�63
4�16 1�79 1�56

ᶆᶃのベルト イネ ᡢೕ 完形 1� 5�11 2�68 1�99
破片 1 － － －

貼床 イネ ᡢೕ 完形 1 4�83 2�66 1�91
/P�2 弥生3号住居跡 10-B 確認されず － － － 炭化材（156），ە （֩102）
/P�3 弥生4号住居跡 P-1 確認されず － － － 炭化材（74），ە （֩32），ࠛ ஬（1）

˞）本分析は，パリノ・サーϰΣイ株式会社の協力を得て行った。

図版1　田原迫ノ上遺跡の種実遺体

1a 1b

2a

2b

3a 3b

4a 4b

5a 5b

6a 6b

(1c,2b,6)

2mm

(1a,1b,2a,3-5)

2mm

1ｃ

1 . イネ 穎・胚乳(試料 No.16 弥生2号住居跡;2-3) 2 . イネ 穎・胚乳(試料  弥生2号住居跡;2-3)

3 . イネ 胚乳(試料  弥生2号住居跡;2-3) 4 . イネ 胚乳(試料  弥生2号住居跡;2-3)

5 . イネ 胚乳(試料  弥生2号住居跡;2-3) 6 . コムギ 胚乳(試料  弥生2号住居跡;2-3)

No.16

No.16

No.16

No.16

No.16
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͸͡Ίʹ
　田原迫ノ山遺跡の弥生時代中期と考えられる住居跡か
ら出土した炭化材と種実遺体を対象として，木材利用・
植物利用を検討するための樹種同定・種実同定を実施す
る。

ᶗ　थछಉఆ

ྉࢼ　̍
　試ྉは，１号住居跡の床面から出土した炭化材１点（試
ྉ/P� １）である。なお，この試ྉについては放射性炭
素年代測定を行っている（年代測定報告参র）。

２　෼ੳํ๏
　試ྉを自然乾૩させた後，木口（横断面）・ຝ目（放
射断面）・൘目（接線断面）の３断面の割断面を作製し，
実体ݦ微ڸおよび૸査型ి子ݦ微ڸを用いて木材組৫の
種類や配列を観࡯し，その特徴を現生標本およびಠ立行
政法人森ྛ総合研究所の೔本産木材ࣝ別データベースと
比較して種類（分類群）を同定する。
　なお，木材組৫の名称と特徴は，島地・伊東（1982）
や8IFFMFｒ他（1998）を参考にする。また，೔本産木材
の組৫配列は，ྛ（1991）や伊東（1995，1996，1997，
1998，1999）を参考にする。

３　݁Ռ
　炭化材/P� １は，常྘広葉樹のコナラ属アカガシ亜属
に同定された。解๤学的特徴等を記す。
・コナラ属アカガシ亜属（Quercus subgen. Cyclobalano-
psis）ϒナՊ
　放射孔材で，管壁厚は中༱～厚く，横断面では楕円形，
単ಠで放射方向に配列する。道管は単穿孔を有し，壁孔
は交互状に配列する。放射組৫は同性，単列，１-15細๔
高のものと複合放射組৫とがある。

࡯ߟ　̐
　１号住居跡の炭化材/P� １は，ほぼ床面上から出土し
ており，柱材が炭化・残存したと考えられている。この
炭化材は，常྘広葉樹のアカガシ亜属に同定された。ア
カガシ亜属は，ஆԹ帯性常྘広葉樹ྛを構成する常྘高
木であり，木材は重硬で強度が高い。この結果から，住
居の柱材として，強度の高い木材をબ୒・利用したこと

が推定される。アカガシ亜属は，現在の遺跡周辺にも普
通に見られ，今回の結果から当該期においても遺跡周辺
で入手が可能であったことが推定される。
　弥生時代の建築部材については，上野原遺跡で弥生時
代中期および弥生時代後期～古墳時代ॳ頭のࢿྉにクス
ノキՊが認められた例が報告されているが，本地域周辺
での報告例は知られていない（伊東・山田，2012）。今
後，さらにࢿྉを஝積することで，地域性や部材による
樹種બ୒の傾向等についても検討していく必要がある。

ᶘ　छ࣮ಉఆ

ྉࢼ　̍
　試ྉは，６号竪穴住居跡の埋土からフローςーシϣン
により࠾取された炭化物�（試ྉ/P� ５）である。この埋
土は床面から５㎝のもので，床面に近い出土と見なされ
る。分析前の重量は2.85Hであった。なお，この試ྉに
含まれ，後述するように炭化した栽培種のイネᡢೕと同
定された炭化物１点については，放射性炭素年代測定を
行っている（年代測定報告参র）。

２　෼ੳํ๏
　試ྉをཻ径別に双؟実体ݦ微ڸ下で観࡯し，ピンセッ
トを用いて同定が可能な種実遺体をந出する。種実遺体
の同定は，現生標本および石川（1994），中山ほか（2000）
等を参考に実施する。分析後は，種実遺体を容器に入れ
て保管する。

３　݁Ռ
　炭化した栽培種のイネのᡢೕが１個同定された。種実
以外の分析残ᕓには，炭化材やە類の֩ە，炭化してい
ない植物片などが確認された。以下に，イネの形態的特
徴を記す。
・イネ（Oryza sativa L.）　イネՊイネ属
　ᡢೕは，炭化しており黒色，ややภ平な長楕円体。出
土ᡢೕは下半部を欠損した破片で，重量は0.001H未満，
残存長は2.0NN，幅は2.0NN，厚さは1.1NNである。
表面はやや平׈で，２～３本の縦ོ条が明瞭に確認され
る。

࡯ߟ　̐
　弥生時代中期と推定されている６号竪穴住居跡より出

ഭϊ্遺跡のथछ・छ࣮ಉఆݪా

（株）加଎器分析研究所
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土した種実遺体は，炭化した栽培種のイネであった。イ
ネは，可食部が炭化して出土していることから，Րを受
けたことが推定される。しかし，別途行われた放射性炭
素年代測定の結果によると，この試ྉは西ྐྵ17世ل末以
降の較正年代が得られており，弥生時代中期と推定され
る６号竪穴住居跡に伴うものと見なすことはできず，後
世にࠞ入した可能性を考慮する必要がある。

Ҿ༻จݙ
ྛ　昭三，1991，೔本産木材　ݦ微ڸ写真集ɽژ都大学
木質Պ学研究所ɽ
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༤図ؑץ行委員会，328Qɽ
伊東　ོ෉，1995，೔本産広葉樹材の解๤学的記載ᶗɽ
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181ɽ
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木材研究・ࢿྉ，33，ژ都大学木質Պ学研究所，83-
201ɽ

伊東　ོ෉，1998，೔本産広葉樹材の解๤学的記載ᶚɽ
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˞）�本分析は，パリノ・サーϰΣイ株式会社の協力を得
て行った。

図版１ 炭化材・種実遺体 

1a 1c1b

2a 2b

200μm:1a

200μm:1b,1c

2.0㎜:2a,2b

1.コナラ属アカガシ亜属（試料No.1） a:木口,b:柾目,c:板目
2.イネ 胚乳(試料No.5)
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͸͡Ίʹ
　田原迫ノ上遺跡の住居跡から出土した炭化材につい
て，木材利用状況を検討するための基ૅࢿྉとして，樹
種同定を実施する。

ྉࢼ　̍
　試ྉは，ⅢE層で検出され，弥生時代中期ࠒと推定さ
れている18号弥生住居跡と30号弥生住居跡から出土した
炭化材各１点（№１，２）の合計２点である。なお，同
一試ྉの放射性炭素年代測定が実施されている（年代測
定報告参র）。

２　෼ੳํ๏
　試ྉを自然乾૩させた後，木口（横断面）・ຝ目（放
射断面）・൘目（接線断面）の３断面の割断面を作製し，
実体ݦ微ڸおよび૸査型ి子ݦ微ڸを用いて木材組৫の
種類や配列を観࡯し，その特徴を現生標本およびಠ立行
政法人森ྛ総合研究所の೔本産木材ࣝ別データベースと
比較して，種類（分類群）を同定する。
　なお，木材組৫の名称と特徴は，島地・伊東（1982）
や8IFFMFｒ他（1998）を参考にする。また，೔本産木材
の組৫配列は，ྛ（1991）や伊東（1995，1996，1997，
1998，1999）を参考にする。

３　݁Ռ
　樹種同定結果を表１に示す。炭化材は，広葉樹３分類
群（コナラ属コナラ亜属コナラ節・ユズリハ属）に同定
された。各分類群の解๤学的特徴等を記す。
・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen.  
Quercus sect.  Prinus）　ϒナՊ
　環孔材で，孔ݍ部は1-2列，孔ݍ外で急激に径をݮじ
たのち，઴ݮしながらՐԌ状に配列する。道管は単穿孔
を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組৫は同性，単
列，1-20細๔高のものと複合放射組৫とがある。
・ユズリハ属（Daphniphyl lum）　ユズリハՊ
　散孔材で，道管壁は薄く，横断面では多角形，単ಠお
よび2-3個が複合して散在する。道管の分布密度は比較
的高い。道管は階段穿孔を有し，壁孔は対列～階段状に
配列する。放射組৫は異性，1-2細๔幅，1-30細๔高。

࡯ߟ　̐
　一方，弥生時代中期ࠒとされる住居跡出土の炭化材で
は，/Pɽ１が18号弥生住居跡のピットから出土しており，

主柱に由来すると考えられている。また，30号弥生住居
跡の炭化材/Pɽ２は，床面に多数残存していた中の１点
であり，垂木等の上屋材に由来する可能性がある。18号
弥生住居跡のピット内炭化材は，ユズリハ属に同定され
た。ユズリハ属は，ஆԹ帯から亜೤帯にかけて生育する
常྘高木で，木材は比較的重硬で強度が高い。当時の柱
材には，強度の高い木材を利用したことが推定される。
また，30号弥生住居跡床面出土の炭化材はコナラ節であ
り，柱材とされる/Pɽ１とは樹種が異なるが，上屋材で
も同様に強度の高い木材をબ୒した可能性がある。

จݙ
ྛ昭三，1991，೔本産木材　ݦ微ڸ写真集ɽژ都大学木
質Պ学研究所ɽ
伊東ོ෉，1995，೔本産広葉樹材の解๤学的記載ᶗɽ木
材研究・ࢿྉ，31，ژ都大学木質Պ学研究所，8１-
181ɽ
伊東ོ෉，1996，೔本産広葉樹材の解๤学的記載Ⅱɽ木
材研究・ࢿྉ，32，ژ都大学木質Պ学研究所ɽ66-
176ɽ
伊東ོ෉，1997，೔本産広葉樹材の解๤学的記載Ⅲɽ
木材研究・ࢿྉ，33，ژ都大学木質Պ学研究所，83�
201ɽ
伊東ོ෉，1998，೔本産広葉樹材の解๤学的記載ᶚɽ木
材研究・ࢿྉ，34，ژ都大学木質Պ学研究所，30-
166ɽ
伊東ོ෉，1999，೔本産広葉樹材の解๤学的記載Ⅴɽ木
材研究・ࢿྉ，35，ژ都大学木質Պ学研究所，47-
216ɽ
伊東ོ෉・山田ণ久（編），2012，木の考古学　出土木
製品用材データベースɽւ੨社，449Qɽ
島地ݠ・伊東ོ෉，1982，図આ木材組৫ɽ地球社，
176Qɽ
8IFFMFｒ�EɽAɽ，BBTT�Pɽ�BOE�(BTTPO�PɽEɽ（編），
1998，広葉樹材のࣝ別　ＩA8Aによるޫ学ݦ微ڸ的特
徴リストɽ伊東ོ෉・౻Ҫஐ之・ࠤഢߒ（೔本語版
؂म），ւ੨社，122Qɽʦ8IFFMFｒ�EɽAɽ，BBTT�Pɽ�
BOE�(BTTPO�PɽEɽ（1989）ＩA8A�LJTU�PG�MJDｒPTDPQJD�
FFBUVｒFT�GPｒ�HBｒEXPPE�ＩEFOUJpDBUJPOʧɽ

のथछࡐഭϊ্遺跡ग़౔୸Խݪా

（株）加଎器分析研究所



415

2b

図版１　炭化材

100μm:a
100μm:b,c

2c2b2a

1a 1c1b

1.コナラ属コナラ亜属コナラ節(№2)
2.ユズリハ属(№1)
　a:木口,b:柾目,c:板目

2a

ද̍ɽथछಉఆ݁Ռ

試ྉ番号 遺物番号 層位 遺構 位置 樹種 備考

№1 №27301 ⅢE層 18号弥生住居跡 ピット内 ユズリハ属

№2 №27816 ⅢE層 30号弥生住居跡 床面 コナラ属コナラ亜属コナラ節

˞）本分析は，パリノ・サーϰΣイ株式会社の協力を得て行った。
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体෼ੳࢎܔഭϊ্遺跡ʹ͓͚Δ২෺ݪా
株式会社　古環ڥ研究所

̍ɽ͸͡Ίʹ
　植物ࢎܔ体は，植物の細๔内にࢎܔ（SJ02）が஝積し
たもので，植物がރれたあともガラス質の微化石（プラ
ント・オパール）となって土壌中に半永久的に残ってい
る。植物ࢎܔ体分析は，この微化石を遺跡土壌などから
検出して同定・定量する方法であり，イネをはじめとす
るイネՊ栽培植物の同定および古植生・古環ڥの推定な
どに応用されている（ਿ山，2000）。
　田原迫ノ上遺跡の発掘調査では，弥生時代の大規模な
集落跡（竪穴住居跡，掘立柱建物跡，柱穴列など）が検
出された。ここでは，遺跡周辺の植生や環ڥおよび೶耕
に関する৘報を得る目的で，植物ࢎܔ体分析を行った。

２ɽࢼྉ
　分析試ྉは，%-23地点（調査区西端付近）のᶗ層～
ᶟ層から࠾取された10点，および%-36地点（調査区東
端付近）のⅢD層～ᶚB層から࠾取された３点の計13点で
ある。試ྉ࠾取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。な
お，ςフラ（Ր山灰）の年代はԞ野（2002）および町田・
新Ҫ（2003）を参রした。

３ɽ෼ੳ๏
　植物ࢎܔ体のந出と定量は，ガラスビーズ法（౻原，
1976）を用いて，次の手ॱで行った。
１）試ྉを105ˆで24時間乾૩（ઈ乾）
２）�試ྉ約１Hに対し直径約40ЖNのガラスビーズを約

0�02Hఴ加（0.1NHの精度でട量）
３）�ి 気࿍灰化法（550ˆ・６時間）による脱有機物ॲ
理

４）�௒Ի波水中র射（3008・42,H[・10分間）による
分散

５）沈底法による20ЖN以下の微ཻ子除去
６）�෧入ࡎ（オイキット）中に分散してプレパラート作
成

７）検ڸ・計数
　同定は，400倍のภޫݦ微ڸ下で，おもにイネՊ植物
の機動細๔に由来する植物ࢎܔ体を対象として行った。
計数は，ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。
これはほぼプレパラート１ຕ分の精査に相当する。試ྉ
１Hあたりのガラスビーズ個数に，計数された植物ࢎܔ
体とガラスビーズ個数の比཰をかけて，試ྉ１H中の植
物ࢎܔ体個数をٻめた。
　また，おもな分類群についてはこの値に試ྉの仮比重
（１.0と仮定）と各植物の׵算係数（機動細๔ࢎܔ体１個
あたりの植物体乾重）をかけて，単位面積で層厚１DN

あたりの植物体生産量を算出した。これにより，各植物
のൟ茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえる
ことができる（ਿ山，2000）。タケ亜Պについては，植
物体生産量の推定値から各分類群の比཰をٻめた。

̐ɽ෼ੳ݁Ռ
ᾇ　分類群
　検出された植物ࢎܔ体の分類群は以下のとおりであ
る。これらの分類群について定量を行い，その結果を表
１および図１，図２に示した。主要な分類群についてݦ
微ڸ写真を示す。
ʤイネՊʥ
　イネ，ムギ類（ӱの表皮細๔），シバ属型，キビ଒型，
ススキ属型（おもにススキ属），ウシクサ଒̖（チガヤ
属など），ウシクサ଒̗（大型）
ʤイネՊ－タケ亜Պʥ
　メμケ節型（メμケ属メμケ節・リϡウキϡウチク節，
ヤμケ属），ネβサ節型（おもにメμケ属ネβサ節），チ
Ϛキβサ節型（ササ属チϚキβサ節・チシϚβサ節など），
ミヤコβサ節型（ササ属ミヤコβサ節など），未分類等
ʤイネՊ－その他ʥ
　表皮ໟ起ݯ，棒状ࢎܔ体（おもに結合組৫細๔由来），
未分類等
ʤ樹木ʥ
　ϒナՊ（シイ属），クスノキՊ，ϚンサクՊ（イスノ
キ属），多角形൘状（ϒナՊコナラ属など），その他

ᾈ　植物ࢎܔ体の検出状況
１）%-23地点（図１）
　下位のᶟ層（試ྉ11）では，ネβサ節型が多量に検出
され，メμケ節型も比較的多く検出された。また，スス
キ属型，ウシクサ଒̖，チϚキβサ節型，ミヤコβサ節
型なども認められた。ᶝ層（試ྉ9）では，ほとんどの
分類群が大幅にݮ少しているが，ススキ属型，ウシクサ
଒̖はやや増加し，樹木（その他）などが出現している。
ᶚC層（試ྉ８）ではネβサ節型が大幅に増加し，スス
キ属型はݮ少している。ᶚB層（試ྉ７）では，キビ଒
型が出現し，ネβサ節型はややݮ少している。ⅢE層（試
ྉ６）からⅢD層（試ྉ４）にかけても，おおむね同様
の結果である。ⅢC層（試ྉ３）では，ススキ属型，ウ
シクサ଒̖がやや増加し，ネβサ節型はݮ少している。
また，র葉樹のクスノキՊが出現している。ⅢB層（試
ྉ２）では，イネ，シバ属型，およびর葉樹のϚンサク
Պ（イスノキ属）が出現している。イネの密度は，2，
600個/Hと比較的低い値であり，稲作跡の検証や୳査を
行う場合の判断基準としている５，000個/Hを下回ってい
る。なお，畑稲作（陸稲栽培）の場合は，連作ো֐や地
力の低下をආけるためにྠ作を行ったりؓٳ期間をおく
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必要があるため，イネの密度は水田跡と比較してかなり
低くなり，１，000 ～ 2，000個/H程度である場合が多い（ਿ
山，2000）。ᶗ層（試ྉ１）ではイネが増加し，ムギ類（ӱ
の表皮細๔），およびর葉樹のϒナՊ（シイ属）が出現
している。イネの密度は５，３00個/Hと高い値である。ム
ギ類（ӱの表皮細๔）の密度は700個/Hと低い値である
が，ӱ（籾殻）が栽培地に残される確཰は低いことから，
少量が検出された場合でもかなり過大にධՁする必要が
ある。おもな分類群の推定生産量によると，おおむねネ
βサ節型が優勢であり，ᶟ層ではメμケ節型，ᶗ層では
イネも多くなっている。

２）%-36地点（図２）
��下位のᶚB層（試ྉ７）では，ネβサ節型が多量に検
出され，キビ଒型，ススキ属型，ウシクサ଒̖，メμケ
節型，チϚキβサ節型，ミヤコβサ節型，および樹木（そ
の他）なども認められた。ⅢE層（試ྉ６）からⅢD層（試
ྉ４）にかけては，ウシクサ଒̖，メμケ節型がやや増
加し，ⅢD層（試ྉ４）ではイネが出現している。イネ
の密度は2，000個/Hと比較的低い値である。おもな分類
群の推定生産量によると，ネβサ節型が優勢となってい
る。

̑ɽ২෺ࢎܔ体෼ੳ͔Βਪఆ͞ΕΔ২生ͱڥ؀
　َքアカホヤՐ山灰（,�AI，約7，３00年前）直下のᶟ
層の堆積当時は，メμケ属（メμケ節やネβサ節）など
の竹࡫類を主体としてススキ属やチガヤ属なども見られ
る草原的な環ڥであったと考えられ，樹木はあまり見ら
れなかったと推定される。
　花ค分析によると，南九州では約8，５00年前（Ｃ14年
代ɿྐྵ年代では約9，500年前）にはシイྛを中心とす
るর葉樹ྛが成立していたと考えられており（দ下，
1992），植物ࢎܔ体分析でも同様の結果が得られている
（ਿ山，1999）。今回の分析では，َ քアカホヤՐ山灰（約
7，300年前）の下位はもとより，その上位層でもর葉樹
ྛの存在が認められないことから，Ր入れなどの植生干
বにより草原植生がܧ続され，র葉樹ྛの分布֦大が๦
げられた可能性が考えられる。また，このような植生環
され，炭素含量の高څڙ下で土壌中に多量の有機物がڥ
い黒色土壌（黒ボク土）が形成されたと考えられる（ਿ
山ほか，2002）。
　その後，َքアカホヤՐ山灰の堆積によって当時の植
生は一時的に破壊されたと考えられるが，池田ބςフラ
（ＩL，約6，400年前）直下のᶝ層の時期には，ᶟ層とおお
むね同様の植生が再生しており，何らかの樹木も見られ
たと推定される。
　ᶚC層からࢵコラ（A%874年）直下のⅢD層にかけては，
メμケ属（おもにネβサ節）などの竹࡫類を主体として

ススキ属やチガヤ属なども見られる草原的な環ڥがܧ続
されていたと考えられ，҉ࢵコラ（約2，000年前）直下
のᶚB層より上位ではキビ଒なども見られたと推定され
る。
　また，%-36地点のⅢD層では比較的少量ながらイネが
検出された。このことから，調査地点もしくはその周辺
で稲作が行われていた可能性が考えられるが，調査地点
は集落域に近接していることから，何らかの形で稲࿴が
利用されていた可能性も想定される。稲࿴の利用として
は，屋根材や敷物，࿴製品など多様な用途が考えられる。
コラ（A%874年）ࠞのⅢC層より上位層では，遺跡ࢵ��
周辺でクスノキՊ，ϚンサクՊ（イスノキ属），ϒナՊ
（シイ属）などのর葉樹が見られるようになり，ⅢB層よ
り上位層では調査地点もしくはその周辺で稲作が行われ
ていたと推定される。また，ᶗ層ではムギ類の栽培も行
われていたと考えられる。
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ྉのࣗવՊֶ෼ੳࢿʣग़౔ۀ࡞ഭϊ্遺跡ʢൃ۷ݪా
ʢςϑϥ෼ੳʣใࠂ

パリノ・サーϰΣイ株式会社

͸͡Ίʹ
　鹿屋市串良町に所在する田原迫ノ上遺跡は，非༹結の
流໲岩質角礫含有軽石凝灰岩いわゆるシラス（鹿児島県
地質図編集委員会，1990）からなる台地上に位置する。
台地上面の標高は120Nほどであり，調査区の北側には，
台地を開析する串良川の深い谷に下る斜面が広がってい
る。発掘調査では，縄文時代や弥生時代とされる各時期
の遺構・遺物が確認されている。また，これらの遺構を
埋積しあるいは遺物を包含するՐ山灰土中には，軽石な
どのՐ山۵ࡅ物が認められている。
　本報告では，Ր山灰土中に含まれるՐ山۵ࡅ物，特に
ൗথ߭物とՐ山ガラスをந出し，その߭物組成や形態の
特徴，さらには屈折཰を捉えることによって，それらの
Ր山۵ࡅ物の由来するςフラを同定する。

̍ɽࢼྉ
　試ྉは，弥生時代関係の試ྉおよび弥生時代中期～縄
文時代後期の試ྉに分けられている。以下に各試ྉにつ
いて述べる。
１）弥生時代関係
　弥生時代中期7号住居埋土ᶃ（以下埋土ᶃとする）ɿ黒
色を呈するシルト質の黒ボク土中に҉灰色を呈するシル
ト質砂のϒロック状堆積物が含まれている。
　弥生時代中期7号住居埋土ᶄ（以下埋土ᶄとする）ɿ黒
色を呈するシルト質の黒ボク土中に҉׊色を呈するシル
ト質砂のϒロック状堆積物が含まれている。
２）弥生中期～縄文後期
　Ⅲ～Ⅴ層内出土ϒロックɿ発掘調査所見によれば，弥
生時代中期～縄文後期層とされるⅢ～Ⅴ層内に所々見ら
れるϒロック状の土塊とされている。表面に認められる
۵物は，径0.5NNほどの斜長石の߭物ཻと考えられࡅ
る白色ཻが多量に散在し，その中に径１NN程度の橙色

軽石が微量認められる。また細ཻのՐ山ガラスの含有も
認めることができた。

２ɽ෼ੳํ๏
　試ྉを適量࠾取し，水を加え，௒Ի波ચড়装置を用い
てཻ子を分散し，250メッシϡの分析ᝲ上にて水ચして
ཻ径が1/16NNより小さいཻ子を除去する。乾૩させた
後，ᝲ別して，得られたཻ径1/4NN－�1/8NNの砂分を，
ϙリタングスςンࢎナトリウム（比重約2.96に調整）に
より重ӷ分離し，得られた重߭物をภޫݦ微ڸ下にて
250ཻにୡするまで同定する。同定の際，不透明なཻに
ついては，斜め上方からの落射ޫ下で黒色ۚ属ޫ沢を呈
するもののみをʮ不透明߭物ʯとする。ʮ不透明߭物ʯ
以外の不透明ཻおよび変質等で同定の不可能なཻはʮそ
の他ʯとする。
　一方，重ӷ分離により得られた軽߭物分については，
Ր山ガラスとそれ以外のཻ子を，ภޫݦ微ڸ下にて250
ཻにୡするまで計数し，Ր山ガラスの量比をٻめる。Ր
山ガラスは，その形態によりバϒル型，中間型，軽石型
の３つの型に分類する。各型の形態は，バϒル型は薄手
平൘状あるいは๐のつぎ目をなす部分である̮字状の高
まりを持つもの，中間型は表面に気๐の少ない厚手平൘
状あるいは塊状のもの，軽石型は表面に小気๐を非常に
多く持つ塊状および気๐の長く延びた繊維束状のものと
する。
　屈折཰の測定は，ॲ理後に得られた軽߭物分から摘出
したՐ山ガラスと重߭物分から摘出した斜方ً石とを対
象として，古ᖒ（1995）のMAＩ0Ｔを使用したԹ度変化
法を用いる。

３ɽ݁Ռ
ᾇ　ςフラ組成分析
　分析結果を表１，図１に示す。
　弥生時代関係の試ྉでは，２点ともにカンラン石を含
む重߭物組成が特徴としてあげられる。埋土ᶃは，斜方
ً石が最も多く，次いで不透明߭物が中量含まれ，カン

ද̍ɽςϑϥ૊੒෼ੳ݁Ռ
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ラン石と単斜ً石が同量程度で少量含まれる組成であ
り，埋土ᶄはカンラン石，斜方ً石，不透明߭物の3者
が同量程度で主体を占め，少量の単斜ً石を含むという
組成である。Ր山ガラス比では，２点ともに微量のバϒ
ル型，中間型，軽石型の3者を含む。ॲ理後の残ᕓの実
体ݦ微ڸ観࡯では，多量のスコリアが含まれていること
が確認された。スコリアは，径１NN前後であり，黒色
で発๐やや良好～やや不良なものと灰黒色で発๐やや良
好～やや不良なものが主体を占め，੺׊色で発๐やや良
好なスコリアが少量ࠞ在する。また，Ր山ガラスにおい
ては，バϒル型Ր山ガラスの中に׊色を帯びたものが比
較的多く認められた。
　Ⅲ～Ⅴ層内出土ϒロックの重߭物組成は，斜方ً石が
最も多く，次いで不透明߭物が中量含まれ，少量の単斜
ً石と微量の角ર石が含まれる。Ր山ガラス比では，微
量のバϒル型，中間型，軽石型の３者を含む。ॲ理後の
残ᕓの実体ݦ微ڸ観࡯では，径１NNほどの白色を呈し，
発๐良好な軽石が微量認められた。また，׊色を帯びた
バϒル型Ր山ガラスも比較的多く認められた。
ᾈ　屈折཰測定
　各試ྉの測定結果を図２に示す。以下にՐ山ガラスと
斜方ً石に分けて，試ྉ͝とに述べる。
１）Ր山ガラス
・弥生時代関係
　埋土ᶃのレンδは，上述した縄文関係試ྉとほぼ同様
であり，O1.５00付近に第二のピークがあることも類似
する。一方，埋土ᶄのレンδは，O1.499-１.５04と低く，
O1.502付近にϞードがある。
・Ⅲ～Ⅴ層内出土ϒロック
　レンδはO1.５00-１.５10であり，ϞードはO1.507-１ɽ
509である。
２）斜方ً石
・弥生時代関係
　埋土ᶃのレンδはЍ１.7１4-１.717であり，埋土ᶄのレ
ンδはЍ1.7１0-１.715，ϞードはЍ１.7１2-１.713である。
・Ⅲ～Ⅴ層内出土ϒロック

　レンδはЍ１.7１１-１.715であり，Ѝ１.7１2付近にϞード
がある。

̐ɽ࡯ߟ
ᾇ　弥生時代中期住居のςフラ
　埋土ᶃおよび埋土ᶄともに，多量のスコリアが検出さ
れた。このことから，試ྉの外観で認められた҉灰色の
シルト質砂ϒロックは，スコリア質ςフラのϒロックで
あると考えられる。同時に，これらの試ྉには，重߭物
組成においてカンラン石が特徴的に含まれていた。した
がって，スコリア質ςフラは，カンラン石をൗথ߭物に
含むと考えられる。このようなςフラは，ࡩ島のςフラ
には認められないことから，ࡩ島以外のՐ山に由来する

図2.　屈折率測定結果

(左列は火山ガラス、右列は斜方輝石)
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ςフラである可能性が高い。田原迫ノ上遺跡の地理的位
置を考慮すると，カンラン石を含むスコリア質ςフラ
は，開ฉ岳をݯڅとするςフラに対比される可能性が
高いと考えられる。౻野・小ྛ（1997）による開ฉ岳
ςフラの記載から，今回検出されたスコリア質ςフラ
は，約2，000年前に෾出した,N9に対比されると考えら
れる。,N9は開ฉ岳ςフラの中でも最大規模とされる
ςフラであり，҉ࢵゴラとも呼ばれている（౻野・小ྛ，
1997）。
　なお，埋土ᶃおよび埋土ᶄともにՐ山ガラスも検出さ
れているが，Ր山ガラスは開ฉ岳ςフラに由来するもの
ではない。埋土ᶃにおいては，その屈折཰の状況が上述
した縄文時代関係試ྉとよく似ていることから，縄文時
代関係試ྉと同様にࡩ島ςフラに由来するՐ山ガラスと
入ށՐࡅ流に由来するՐ山ガラスとがࠞ在していると考
えられる。埋土ᶄについては，屈折཰の状況と׊色を帯
びたバϒル型Ր山ガラスが認められていることから，約
7，300年前に෾出したَքアカホヤՐ山灰（,�AIɿ町田・
新Ҫ，1978；2003）に由来するՐ山ガラスがࠞ在してい
ると考えられる。斜方ً石については，開ฉ岳ςフラの
斜方ً石の屈折཰が不明なため，その由来を明らかにす
ることはできないが，屈折཰からみれば，後述するＩLに
由来する斜方ً石も含まれていると考えられる。
ᾈ　Ⅲ～Ⅴ層内出土ϒロックのςフラ
　本試ྉは，その外観からはςフラの降下堆積層ではな
く，ςフラの降下堆積層が土壌化し，その۵ࡅ物が֦散
しながらも，部分的にはややೱ集して含まれているよう
な堆積物であると判断される。含まれているςフラにつ
いては，微量ながらも軽石が認められたことと，重߭物
組成に角ર石が含まれること，そのՐ山ガラスの屈折཰
および斜方ً石の屈折཰，さらにはⅢ～Ⅴ層の年代観か
ら，池田ބをݯڅとして約6400年前に෾出した池田ބς
フラ（ＩLɿ町田・新Ҫ，2003）である可能性がある。た
だし，Ր山ガラスには，׊色のバϒル型が認められたこ
とと，その屈折཰のレンδの広さからみて，,�AIに由
来するものもかなり多く含まれていると考えられる。
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図版1　試料

5.ⅩⅡ層テフラ 2.弥生時代中期7号住居埋土②

3.Ⅲ～Ⅴ層内出土ブロック

1.弥生時代中期7号住居埋土①
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図版2　重鉱物・軽鉱物

1.重鉱物(弥生時代中期7号住居埋土②) 2.重鉱物(Ⅲ～Ⅴ層内出土ブロック)

3.軽鉱物(弥生時代中期7号住居埋土②) 4.軽鉱物(Ⅲ～Ⅴ層内出土ブロック) 0.5mm

Ol:カンラン石．Opx:斜方輝石．Cpx:単斜輝石．Ho:角閃石．Op:

Vg: :石英．Pl:斜長石．
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ഭϊ্遺跡のςϑϥ෼ੳݪా
パリノ・サーϰΣイ株式会社

͸͡Ίʹ
　鹿屋市串良町に所在する田原迫ノ上遺跡は，非༹結の
流໲岩質角礫含有軽石凝灰岩いわゆるシラス（鹿児島県
地質図編集委員会，1990）からなる台地上に位置する。
台地上面の標高は120Nほどであり，調査区の北側には，
台地を開析する串良川の深い谷に下る斜面が広がってい
る。発掘調査では，弥生時代中期とされる竪穴住居跡を
はじめとする多数の遺構が検出され，当該期の集落で
あったことが確認されている。
　本報告では，Ր山灰土中に含まれるՐ山۵ࡅ物，特に
ൗথ߭物とՐ山ガラスをந出し，その߭物組成や形態の
特徴，さらには屈折཰を捉えることによって，それらの
Ր山۵ࡅ物の由来するςフラを同定する。

̍ɽࢼྉ
　試ྉは，調査区内の壁面から࠾取された土壌４点であ
る。試ྉには試ྉ番号１～４が付されている。各試ྉの
取地点および外観の特徴を一ཡにして表１࠾，取層位࠾
に示す。
　試ྉ番号１～４は，弥生時代の層位とされている第Ⅲ
C層，第ⅢD層，第ⅢE層，第ᶚC層の各層からそれぞれ
取された黒色を呈するՐ山灰土いわゆる黒ボク土であ࠾
る。これらのうち，試ྉ番号１と試ྉ番号４には，灰色
を呈するシルトϒロックが含まれている。

２ɽ෼ੳํ๏
　試ྉを適量࠾取し，水を加え，௒Ի波ચড়装置を用い
てཻ子を分散し，250メッシϡの分析ᝲ上にて水ચして
ཻ径が1/16NNより小さいཻ子を除去する。乾૩させた
後，ᝲ別して，得られたཻ径1/4NN－1/8NNの砂分を，
ϙリタングスςンࢎナトリウム（比重約2.96に調整）に
より重ӷ分離し，得られた重߭物をภޫݦ微ڸ下にて
250ཻにୡするまで同定する。同定の際，不透明なཻに
ついては，斜め上方からの落射ޫ下で黒色ۚ属ޫ沢を呈

するもののみをʮ不透明߭物ʯとする。ʮ不透明߭物ʯ
以外の不透明ཻおよび変質等で同定の不可能なཻはʮそ
の他ʯとする。
　一方，重ӷ分離により得られた軽߭物分については，
Ր山ガラスとそれ以外のཻ子を，ภޫݦ微ڸ下にて250
ཻにୡするまで計数し，Ր山ガラスの量比をٻめる。Ր
山ガラスは，その形態によりバϒル型，中間型，軽石型
の３つの型に分類する。各型の形態は，バϒル型は薄手
平൘状あるいは๐のつぎ目をなす部分である̮字状の高
まりを持つもの，中間型は表面に気๐の少ない厚手平൘
状あるいは塊状のもの，軽石型は表面に小気๐を非常に
多く持つ塊状および気๐の長く延びた繊維束状のものと
する。
　屈折཰の測定は，ॲ理後に得られた軽߭物分から摘出
したՐ山ガラスと重߭物分から摘出した斜方ً石とを対
象として，古ᖒ（1995）のMAＩ0Ｔを使用したԹ度変化
法を用いる。

３ɽ݁Ռ
ᾇ　ςフラ組成分析
　分析結果を表２，図１に示す。重߭物組成は，４点の
試ྉともに，斜方ً石が最も多く，次いで不透明߭物が
多く，少量の単斜ً石を伴うという組成を示す。ただ
し，詳細にみれば，各試ྉには異なる特徴が見出せる。
試ྉ番号１は斜方ً石と不透明߭物がほぼ同量程度であ
り，また微量のカンラン石を含むことが特徴である。試
ྉ番号２と４は，微量の角ર石を含むことが特徴であ
り，試ྉ番号３は少量のカンラン石を含むことが特徴と
なる。
　Ր山ガラス比では，いずれの試ྉもՐ山ガラス全体の
量比は少量である。形態組成をみると，試ྉ番号１，４
の２点は軽石型が多いが，試ྉ番号２は軽石型と中間型
が同量程度含まれ，試ྉ番号３はバϒル型が軽石型より
やや多い。
　なお，ॲ理後の残ᕓについて実体ݦ微ڸ下で観࡯した
ところ，試ྉ番号１には多量のスコリアが含まれている
ことが確認された。スコリアは，最大径約2.5NN，灰

ද̍ɽςϑϥ૊੒෼ੳࢼྉҰཡ
試ྉ
番号 遺跡名 試ྉ名 備　　考 状　　　態

1 田原迫ノ上 土層第ⅢC層 土壌ϒロック　B-25区西壁 黒色のシルト質な黒ボク土中に径10NNほ
どの灰色砂質シルトϒロックが散在。

2 田原迫ノ上 土層第ⅢD層硬化面 土壌ϒロック　E-27区硬化層 黒色のシルト質な黒ボク土。特に粗ཻなࡅ
۵物は認められない。

3 田原迫ノ上 土層第ⅢE層 土壌ϒロック　B-25区西壁 黒色のシルト質な黒ボク土。特に粗ཻなࡅ
۵物は認められない。

4 田原迫ノ上 土層第ᶚC層 土壌ϒロック　(-30区北壁 黒色のシルト質な黒ボク土中に不定形の҉
灰色粘土質シルトϒロックが散在。
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黒色で発๐不良なものが多く，他に҉灰色で発๐不良，
҉灰׊色で発๐不良，੺色で発๐不良などのスコリアが
少量ずつࠞ在する。試ྉ番号３にも少量のスコリアが認
められ，最大径約２NN，黒色で発๐不良のものが多く，
他に灰黒色で発๐やや不良のものや੺色で発๐不良のも
のなどが含まれる。
ᾈ　屈折཰測定
　各試ྉの測定結果を図２に示す。以下にՐ山ガラスと
斜方ً石に分けて述べる。
１）Ր山ガラス
　試ྉ番号１～４の４点の試ྉのレンδは概ね近似して
おり，レンδの下限はO1.507前後，上限はO1.５10また
はO1.５11である。Ϟードは，試ྉ番号１～３がO1.５09，
試ྉ番号４はO1.508である。
２）斜方ً石
　試ྉ番号１～４の４点の試ྉのレンδは概ね近似して
おり，レンδの下限はЍ1.705前後，上限はЍ1.713前後
である。Ϟードは，試ྉ番号１，２，４がЍ１.709また
は１.710，試ྉ番号３はЍ1.708である。

̐ɽ࡯ߟ
　試ྉ番号１では，ॲ理後の残ᕓに多量のスコリアが認
められた。このことから，試ྉの外観で認められた灰色
のシルトϒロックは，スコリア質ςフラのϒロックであ
ると考えられる。また，試ྉ番号１には，重߭物組成に
おいて微量ながらもカンラン石が含まれている。このこ
とから，スコリア質ςフラは，カンラン石をൗথ߭物に
含むと考えられる。平成23年度調査におけるςフラの分
析においても，同様の特徴を示すスコリア質ςフラが検
出されており，田原迫ノ上遺跡の地理的位置から，開ฉ
岳をݯڅとする,N9（౻野・小ྛ，1997）に対比した。
今回の分析の試ྉ番号１で検出されたςフラも同様の
ςフラに対比される可能性が高いと考えられる。なお，
,N9は開ฉ岳ςフラの中でも最大規模とされるςフラ
であり，҉ࢵゴラとも呼ばれている。その෾出年代は，
ྐྵ年で約1，900年前とされている（Ԟ野，2002）。試ྉ番
号１の࠾取された第ⅢC層は,N9の降灰層準を含む可能
性があり，その場合，第ⅢC層の年代は約1，900年前ࠒ
となる。
　なお，上記文ݙ記載によれば，開ฉ岳から෾出したς

ද２ɽςϑϥ૊੒෼ੳ݁Ռ
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図1.　重鉱物組成および火山ガラス比

0 50 100%0 50 100%

カ
ン
ラ
ン
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

不
透
明
鉱
物

そ
の
他

土層 第Ⅲb層

土層 第Ⅲc層 硬化面

土層 第Ⅲd層

土層 第Ⅳb層

バ
ブ
ル
型
火
山
ガ
ラ
ス

中
間
型
火
山
ガ
ラ
ス

軽
石
型
火
山
ガ
ラ
ス

そ
の
他

1

2

3

4

図̍　ॏ߭෺૊੒͓ΑͼՐࢁΨϥε



429

フラには，無色透明のバϒル型や中間型および軽石型の
いずれのՐ山ガラスも含まれないことから，試ྉ番号１
で検出されたՐ山ガラスは，,N9とは異なるςフラに
由来すると考えられる。その形態組成と屈折཰および同
試ྉの斜方ً石の屈折཰も考慮すると，Ր山ガラスは
َքアカホヤՐ山灰（,�AIɿ町田・新Ҫ，1978；2003）
に由来する可能性が高い。,�AIの෾出年代は，約7，300
年前とされている（町田・新Ҫ，2003）から，調査区に
おけるその降灰層準は，第ⅢC層よりも下位にある。お
そらく，第ⅢC層の土壌形成時に฼材となった۵ࡅ物の
中に，,�AIに由来するՐ山ガラスやൗথ߭物が含まれ
ていたと考えられる。
　試ྉ番号２～４のՐ山ガラスおよび斜方ً石は，試ྉ
番号１のՐ山ガラスおよび斜方ً石とほぼ同様の屈折཰
を示す。このことは，試ྉ番号２～４のՐ山ガラスおよ
び斜方ً石も同様に,�AIに由来することを示唆してい
る。したがって，これらの試ྉから検出されたՐ山ガラ
スは，それらが࠾取された第ⅢD層，第ⅢE層，第ᶚC層
の各層の年代を示す指標とはならない。
　一方，重߭物組成では，第ⅢE層から࠾取された試ྉ
番号３の特徴である少量のカンラン石が注目される。上
述したように，カンラン石は開ฉ岳をݯڅとするςフラ
に特徴的に含まれる߭物であり，試ྉ番号３にはスコリ
アも確認されている。これらのことから，第ⅢE層にお

いても開ฉ岳のςフラの降灰があった可能性があると考
えられる。上位の第ⅢC層で対比した開ฉ岳のςフラは
,N9であるから，それより下位の第ⅢE層のςフラは，
,N8あるいは,N7に対比される可能性がある。ただし，
,N8も,N7もその分布域や分布軸が，本遺跡の位置す
る付近までは及んでおらず，現時点ではいずれかを特定
することはできない。これらのςフラの෾出年代につ
いては，いずれもྐྵ年で,N8は約2，000年前，,N7は約
2,300年前とされている（Ԟ野，2002）。第ⅢE層の形成
年代も２ઍ数ඦ年前ࠒとなるのかも知れない。
　重߭物組成では，試ྉ番号２と試ྉ番号４に微量含ま
れる角ર石も特徴であるとした。これらの試ྉの角ર石
の結থは，自形を呈しており比較的新઱であることから，
ςフラのൗথ߭物である可能性がある。ただし，,�AI
には角ર石は含まれない。本遺跡周辺のςフラの分布を
考慮すれば，角ર石の由来としては，池田ބをݯڅとし
て約6400年前に෾出した池田ބςフラ（ＩLɿ町田・新Ҫ，
2003）をあげることができる。その෾出年代により，ＩL
の降灰層準はおそらく第ᶚC層よりも下位であることか
ら，第ᶚC層および第ⅢD層の角ર石は，前述した,�AI
に由来する۵ࡅ物と同様に，各層位の土壌形成過程で฼
材として取り込まれた۵ࡅ物の中に含まれていたと考え
られる。なお，ＩLのՐ山ガラスの屈折཰はO1.５0１-１.502
であり，斜方ً石のそれはЍ1.7１2-１.716とされている

図2.　火山ガラスおよび斜方輝石の屈折率測定結果
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（町田・新Ҫ，2003）ことから，第ᶚC層および第ⅢD層
には，ＩLに由来するՐ山ガラスや斜方ً石は確認できて
いない。

Ҿ༻จݙ
౻野直樹・小ྛ఩෉，1997（前掲参র）
古ᖒ　明，1995（前掲参র）
鹿児島県地質図編集委員会，1990（前掲参র）
小ྛ఩෉，1986（前掲参র）
町田　༸・新Ҫ房෉，1976（前掲参র）
町田　༸・新Ҫ房෉，1978（前掲参র）
町田　༸・新Ҫ房෉，2003（前掲参র）
Ԟ野　充，2002（前掲参র）

図版1　重鉱物・火山ガラス

1.重鉱物(土層第Ⅲd層;3)

4.軽鉱物(土層第Ⅳb層;4)

2.重鉱物(土層第Ⅳb層;4)

3.軽鉱物(土層第Ⅲd層;3)
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͍ͯͭʹྉإ಺の੺৭ډॅ߸�・߸�　　　　
鹿児島県立埋蔵文化財センター　武安խ之

　本遺跡出土の੺色ཻ子について，次のとおり双؟実体
とΤネルギー࡯による形状観ڸ微ݦ૸査型ి子・ڸ微ݦ
分散型̭ޫܬ線分析装置による成分分析を行った。

ྉࢼ　̍
　５号・６号住居内に点在していた੺色ཻ子を含む土塊
（ศٓ上５号住居内出土の試ྉをA，６号住居内出土の
試ྉをBと区別しておく。）

෼ੳํ๏・࡯؍　２
　ᾇ　形状観࡯
　以下の２つの機器を使用して，形状を観࡯しࡱӨを
行った。
　　ア�　双؟実体ݦ微ڸ（ニコン製SM;1000）による

８～ 60倍観࡯
　　イ�　૸査型ి子ݦ微ڸ観（೔本ి子製ＪSM�5300L7）

による1，５00 ～ 7，５00倍観࡯
　ᾈ　̭ޫܬ線分析
　Τネルギー分散型̭ޫܬ線分析装置（堀場製作所製
X(Ｔ�1000，̭線管球ターήットɿロδウム，̭線র射
径100⹙）を使用し，次の条件により分析を行った。
　̭線管ి圧ɿ15/50L7� ి流ɿ自動設定
　測定時間ɿ200ඵ� ̭線フΟルタɿなし
　試ྉセルɿなし� パルスॲ理時間ɿP３
　定量ิ正法ɿスタンμードレス

３　݁Ռ
　ᾇ　形状観࡯
　双؟実体ݦ微ڸで表面観࡯を行ったところ，試ྉA・
Bともに表面は҉い੺色の部分が多いが内部は明るいग
色で，ޫ沢のあるཻ子（図版ᶃ，図版ᶄ）が多数見られ
た。

図൛ᶃ　ܗ状݁࡯؍Ռʤࢼྉ"ʥ
�

図൛ᶄ　ܗ状݁࡯؍Ռʤࢼྉ#ʥ

　また，૸査型ి子ݦ微ڸ観࡯の結果，試ྉA・Bとも
に直径約１⹙のパイプ状のཻ子が多数見られる

図൛ᶅ　ܗ状݁࡯؍Ռʤࢼྉ"ʥ

図൛ᶆ　ܗ状݁࡯؍Ռʤࢼྉ"ʥ
�

‎

‏
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図൛ᶇ　ܗ状݁࡯؍Ռʤࢼྉ#ʥ

�

図൛ᶈ　ܗ状݁࡯؍Ռʤࢼྉ#ʥ

　ᾈ　̭ޫܬ線分析
　試ྉA・Bともに，鉄の強いピークが見られる。その
他にケイ素やカルシウムなどのピークも見られるが，こ
れは土壌成分と考えられる。また，試ྉBに多くの元素
が検出されているが，いずれも微量であり，土壌成分と
考えられる。
　この結果から，５号・６号住居内から検出された੺色
ཻ子は，鉄の化合物を主体としたものであることがわか
る。

図̍　εϖΫτϧνϟʔτʤࢼྉ"ʥ

ද̍　'1.ఆྔ݁Ռʢࢼྉ"ʣ

元　素 ライン 強度ïDQT/NAð 質量ೱ度ï�ð
けい素 , １１.76 7.５8
カリウム , １.９９ 0.27
カルシウム , 2.５１ 0.26
鉄 , 4３80.１５ ９１.6９
バリウム , 0.28 0.20

図２　εϖΫτϧνϟʔτʤࢼྉ#ʥ

ද２　'1.ఆྔ݁Ռʢࢼྉ#ʣ

元　素 ライン 強度ïDQT/NAð 質量ೱ度ï�ð
アルミニウム , 6.５３ 4.76
けい素 , 20.87 6.１0
ེԫ , １.１8 0.07
カリウム , 4.68 0.28
カルシウム , 6.68 0.３１
チタン , １2.１8 0.１３
鉄 , ９720.08 88.26
ルビδウム , 7.08 0.0９

࡯ߟ　̐
　試ྉA・Bは，別の遺構から検出されたものであるが，
分析結果ではほぼ同様の結果が得られた。このことから
５号・６号住居内から検出された੺色ཻ子は，鉄バクς
リアLFQUPUIｒJY属由来のいわゆるʮパイプ状ベンガラʯ
であると思われる。
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ୈ̑ষ　૯　ׅ
　
ୈ̍અ　ݕग़͞Εͨ遺構ʹ͍ͭͯ
　田原迫ノ上遺跡からは，弥生時代中期及びそれ以降の
時代の遺構が検出された。

　弥生時代தظの遺構
　弥生時代中期に位置づけられる遺構として検出された
ものは，31軒の竪穴住居跡と40棟の掘立柱建物跡，方形
周溝１基，円形周溝11基，礫の集積５か所，25基の土坑，
６列の柱穴列，それに多数のピットであった。

　୦݀ॅډ跡
　31軒の竪穴住居跡が検出された。基本的な形状は方形
及び円形である。方形・円形ともに周囲にベッド状遺構
を持つものと持たないものとが見られる。概して言えば，
円形のものは規模が大きく，特に間仕切りを持ちベッド
状遺構が見られる花弁型の住居跡は規模がさらに大きい
傾向がある。平均的な大きさの住居跡は，方形でベッド
状遺構を持つものである。構造的には，掘り方の下面が
アカホヤなどのフカフカした土壌となった場合には，下
層を掘り下げて硬い土壌を上に敷き，貼床としているも
のが見られる。調査は，貼床のあるものはそれを除去し
て下部構造の究明を行った。
　31軒の竪穴住居跡は，大きく２つの群に分けることが
できる。１群は４区～ 12区にあたり，西の方に位置し
ていることから，仮に〝西の集落〟と呼んでおきたい。
それに対して22区～ 36区にあたる集団を，東に位置し
ていることから〝東の集落〟と呼んでおくことにしたい。
これらは，13区～ 17区の掘立柱建物跡のみがある区域
を挟んで西と東に分かれていることになる。また，〝西
の集落〟は４区～８区の南側及び13区～ 17区にある掘
立柱建物跡群に取り囲まれるように竪穴住居跡群が位置
していることになる。
　〝西の集落〟の竪穴住居跡は７軒から成り，形態的な
分類では，円形のものが２軒，方形のものが３軒，張り
出しやベッド状の遺構を持つ方形のものが２軒というこ
とになる。住居跡の規模としては，単純な方形を基本形
とするものは小型でコンパクトであり，円形のものは大
型といえる。また，張り出しやベッド状の遺構を有する
ものも大型であるといえよう。面積的には，円形のもの
と大型の方形のものとはほとんど変わらないようであ
る。
　調査に際しては，ゴボウのトレンチャーによって部分
的に破壊を受けていたり，まだ，市道など未調査部分の
下に潜り込んでいたりして全体がつかめないものもある
が，３つのタイプの住居跡はいずれも２本柱を主柱とす
るものと考えられ，上部構造も２主柱の上部に柱を渡し，

そこに向かって竪穴の外部から垂木を立て掛け，横木を
渡しながら屋根を葺いていくようなものが考えられる。
　それに対して，〝東の集落〟は掘立柱建物を内部に含
みながら多くの竪穴住居跡から成る集落であり，方形の
ものが２軒，円形のものが２軒，張り出しやベッド状の
遺構を持つ方形のものが15軒，同様に張り出しやベッド
状の遺構を持つ円形のものが１軒，調査区外などに遺構
が続くことから形態が不明なものが４軒ということにな
る。これらの上部構造は，大型の円形の住居跡が内部に
多くの柱穴を有していることから，多主柱の上部に横に
柱を渡して結束し，それに向かって竪穴の外部から垂木
を建てかけて行き，横木を渡しつつ屋根を葺いていく構
造が考えられる。張り出しやベッド状の遺構を持つ方形
のものは，方位をほぼ南北方向にそろえているように見
えることや住居間の間隔が均一化されているように見え
ることから，同時期の住居であるか否かに関係なく，計
画的な配置がなされていた可能性が考えられる。　

　۷ཱபݐ෺跡
　掘立柱建物跡は40棟が検出された。
　〝西の集落〟からは，17棟が検出された。多くは梁間
１間×桁行１間の小規模のもので，中にはあるべきとこ
ろに柱穴を見いだせないものもあった。次に多いのは梁
間１間×桁行２間のやや小規模のもので，数軒が確認さ
れた。その中にあって棟持柱を持つものが１棟検出さ
れた。〝西の集落〟の中でも掘立柱建物跡のみで構成さ
れる東側の中央部に位置していることから，〝西の集落〟
の中でも特別な機能を有する建物であった可能性が大き
い。12区～ 18区には多数のピットが見られることから，
時期差や時間差も考慮するべきではあるが，本来はもっ
と多くの掘立柱建物跡があった可能性も考えられる。た
だ，仮にそうであったとしても，この地域のピットは全
体的に規模の小さいものであることから，それほど大規
模な建物があったことは考えにくい。
　一方，〝東の集落〟からは23棟の建物跡が検出された。
〝西の集落〟と同様に梁間１間×桁行１間のものが多く
見られたが，柱間の長さが長いことから規模は幾分大き
いように感じられた。梁間１間×桁行２間のものもいく
らか見られるが，これも〝西の集落〟のものよりも若干
大きいようである。また，22区～ 36区にかけて分布し
ているピット群が，〝西の集落〟のものよりも規模の大
きなものが多いことから，掘立柱建物として復元できた
ものそれ自体も規模が大きくなると考えられる。
　さらに，棟持柱を持つ建物も２棟見られる。この２棟
は軸を若干ずらしてはいるが，ほぼ同じ方向と捉えるこ
とができ，間に２軒の竪穴住居跡をはさんで建っている。
竪穴住居跡及び掘立柱建物跡の分布状況から考えると，
この２棟の棟持柱の建物跡が同心円状に分布する〝東の
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集落〟のほぼ中央部に位置しているように感じられる。
このことは，〝西の集落〟で東側に位置する掘立柱建物
跡群のほぼ中央部に位置していることとは，微妙に異
なった状況であることが考えられる。

　ப݀ྻ
　調査で６基の柱穴列が確認された。ほとんどは柱を並
べて塀のような機能を持ったものであると考えられる。
ただ，柱穴列１号については，調査時に本遺跡を訪れた
福岡大学の武末純一教授から，ほぼ東西方向に一列に並
んでいる状況に加えて，それに直交する方向にも柱穴が
並ぶことから，これを単なる〝塀〟ではなく〝大型の建
物跡〟の可能性があるのではないか，との指導を受けた。
それは，一つ一つのピットが大きいことと，この柱穴列
の西側にほぼ接するように大型の円形で花弁状を呈する
竪穴住居跡21号があることなどから，この柱穴列こそが
この集落の中心といえる大型の建物と考えておられる。
そう考えると，棟持柱建物跡２棟がこの集落の中央部に
当たるとする考えは妥当であるように思われる。

प溝ܗप溝・ԁܗํ　
　周溝は〝東の集落〟で検出された。方形周溝は１基が
30区の南側で検出された。４辺は，ほぼ東西南北にそろっ
ている。東西方向が7.20ｍ，南北方向は4.70ｍで，深さ
は最深部で12㎝である。掘立柱建物跡33号と重複するよ
うにつくられているが，前後関係では掘立柱建物跡の方
が新しい。位置的には，大型の円形で花弁状を呈する竪
穴住居跡21号や大型の建物とも想定されている柱穴列１
号のすぐ東に隣接してつくられている。円形周溝は11基
が検出された。いずれも〝東の集落〟全体に広がって位
置している。完全に円形のものが２基，円形の外側２方
向に１/４程度の円形が付随するものが１基，３/４程
度の円形のものが１基，半円形が３基，１/４程度の円
形のものが２基，調査区外等に延びることから，全体の
形状が不明確なもの２基である。
　これらは集落の内部に位置することになることから，
墓ではないように感じられる。竪穴住居跡や掘立柱建物
跡などとの重なりは一部で見られるものの割合に重複が
少ないといえる。このことから，これらの遺構は方位を
考慮しながら計画的につくられたものと考えられ，ある
意味で〝都市的〟とも言えよう。出土遺物からは細かな
時期差を捉えることはできないため，同時期につくられ
たものではない場合，一時期に存在する建物等がどの程
度あったのかを明らかにすることができず，集落景観を
想定できないことは残念である。

　౔　޵
　土坑は25基検出された。５基が〝西の集落〟で，20基

は〝東の集落〟で検出している。〝西の集落〟の５基は
いずれも楕円形もしくは長方形を呈しており，深さは残
存部分で10 ～ 20㎝と浅い部類に入る。その中で土坑24
号は小ピット２基が両脇にあることが特色と言えよう。
　大多数を占める〝東の集落〟で確認された土坑のうち，
土坑５号は楕円形をした土坑の長軸方向の片側に，土坑
６号は両側にそれぞれピット状の掘り込みを持ってお
り，深さも割合に深く，埋土の堆積状況が段階的である
ことから，露出していた期間がある程度の時間あったこ
とが想定されるものとして注目に値しよう。土坑３号の
上部には内部及び外側に土器などの遺物が出土している
ほか，下部を掘り下げた結果，凹凸の激しい床面に２基
のピットがあるなど特異な遺構であると考えられる。
　土坑４号は長方形を呈し，深さも深く，長軸方向の床
面に１基のピットが検出されたほか，それとは逆の方向
のプラン上面には凹ませたと考えられる箇所があること
から，調査担当者はこれを貯蔵穴の可能性があると考え，
床面のピットが上部の蓋を支える棒のあった場所で，上
面の凹んだ部分に斜めに別な棒を差し込んで蓋を支えて
おき，その間に中の物を取り出した，としている。埋土
の堆積状況が段階的であることから，長期間使用された
ものと考えることができるかもしれない。
　土坑７号は，平面形が楕円形で，長軸方向の片側の左
右に１基ずつのピットがあり，深さは深く，途中の周囲
には縦方向に細長く工具の痕跡が残る。床面は中央部が
幾分高くなっており，特徴的な形状を呈している。調査
担当者は，これも貯蔵穴と推定している。穴の中に物を
入れ，２基のピットに柱を立て，そこに横棒を渡してお
き，穴の中の物を取り出す際に，蓋をその横棒に立て掛
けて使うとの想定である。
　土坑８号は，丸味のある正方形の主体部の四隅にピッ
トを有するものである。土坑の内部は床面が階段状に
なっているが，それほど深くはない。周辺にピットがあ
ることから考えると，これも貯蔵穴として機能していた
かもしれない。
　土坑18号は，本遺跡の中で最も深いものである。上面
は楕円形または六角形に近い形状をしており，ほぼ円形
となる底面にかけて次第に細まるものの，全体の深さの
上部から約１/３辺りでは周囲が三角形状に掘り込まれ
ている。壁面には三角形状と半円形状の工具による痕跡
が著しく残っている。床面から約１/４ほどのところま
ではレンズ状の土層の堆積が見られ，この土坑がある程
度の期間，露天にさらされていたことが推量される。ま
た，床面には極めて小さな穴が見られるが，どのような
関連があるのかは不明である。

　᛽ूੵ
　平面上に，礫がある程度の広がりをもってまとまった
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遺構が５基検出された。検出された場所は，14区，15区
と26区，33区，44区というように散在していると言え
る。礫集積４号のように磨石様の石を４個一列に並べた
もの以外は，並んだ状態とは言えない。しかし，中には
礫集積２号のように多くの磨石を含む集積もあり，この
遺構の機能に結びつくものであるかもしれない。

෿時代Ҏ߱の遺構ݹ　
　弥生時代より後の時代の遺構として，溝状遺構と道跡
（帯状硬化面）が検出された。
　溝状遺構は20条検出された。調査区全体に広がってい
るが，規模から見ると，22区～ 37区にあるものは割合
に大規模なものが多く，19区より西側にあるものは比較
的小規模なものが多いと言える。その中で，規模の最も
大きなものは，35区～ 37区にかけて所在する溝状遺構
19号及び20号である。これは，コンター図を見るとわか
るとおり，全体的に標高が低い東側に大きく傾斜して形
成されており，排水溝の性格が強い。22区～ 32区にか
けて所在する溝状遺構15号，16号及び17号，18号も，高
低差に沿って形成されている状況が見られることから，
排水溝としての機能が想定される。17区～ 19区にかけ
て所在する溝状遺構12号，13号及び14号も同様に排水溝
であろう。14区～ 17区にかけて所在する溝状遺構11号
は直線的ではあるものの，区画溝とするには極めて短い
ことから区画溝とは考えられない。10区～ 12区にある
溝状遺構８号，9号及び10号はそれぞれがほぼ直線的で
はあるが，一つながりの遺構とするには各軸が微妙にず
れていることから，区画溝とはならないと判断される。
また，同じような場所にまとまっている溝状遺構２号，
３号，及び４号や，５号，６号及び７号や，離れて所在
する溝状遺構１号などはすべて排水溝であろう。
　22か所検出された道跡は溝状遺構よりもより広域に，
調査区全体に広がっていると言える。部分的に散在して
いる状況の遺構も見られるが，ある程度繋がっているよ
うな遺構もある。また，溝状遺構の上面に形成されたも
のもあり，遺構形成の点で興味のあるところである。道
跡１号，４号，６号，７号，10号，12号，14号，21号は
短く，部分的に検出された。それに対して，道跡２号，
３号，５号，８号，9号，11号，13号，15号，16号，17
号，18号，19号，20号，22号は比較的長く，特に，22区
～ 32区にかけて所在する道跡15号から20号はそれぞれ
がほぼ連続した遺構の可能性も考えられる。また，12
区～ 19区にかけて所在している道跡８号，9号，11号，
13号はそれぞれが連続するわけではないものの，当該時
期の地形に沿って形成されたものと考えることが可能で
あろう。　
　そのほかに畝状遺構も検出された。それぞれの遺構が
ほぼ等間隔に形成されていることや，連続していること

などから，畑跡と想定することは可能であろう。

　Ԧࢠ遺跡ͱのൺֱ
　ここで，同じ鹿屋市で検出された同じ弥生時代中期の
遺跡である王子遺跡との比較を試みてみたい。
　王子遺跡は鹿屋市王子町にあり，国道220号線鹿屋バ
イパスの建設に伴って今から約31 ～ 34年ほど前に県教
育委員会によって調査が行われた。弥生時代中期の大集
落が確認され，この時期のクニである可能性が指摘され
たことや，伊勢神宮と同様な棟持柱建物跡が検出された
こと，樹皮を敲打して繊維化して布にする道具と考えら
れる樹皮布敲石（バーククロスビータ）と呼ばれる道具
が出土したこと，などから，注目を集めることとなった。
王子遺跡に匹敵する大規模な遺跡が見つかったのは，田
原迫ノ上遺跡が久しぶりということになる。

ୈ��ද　ాݪഭϊ্遺跡ͱԦࢠ遺跡のൺֱ
内　容 田原迫ノ上遺跡 王子遺跡

調査年度 平成22～25年度 昭和56～59年度
調査面積 20，３00㎡ １0，200㎡

立　　地 笠野原台地の北縁
辺部

笠野原台地の北西
縁辺部

標　　高 １１５～１2１ｍ 72ｍ
近隣の河川 北１㎞に串良川 西0.6㎞に鹿屋川
竪穴住居跡 ３１軒 27軒
大型円形 ５軒 ４軒
ベッド状
方　　形 １6軒 １１軒

小型方形 ４軒 ７軒
壁帯溝 未検出 残存良好
掘立柱建物跡 40棟 １4棟
棟持柱 ３棟 ６棟
１×１間 2９棟 ６棟
１×２間 ５棟 １棟
２×２間 ２棟 １棟
２×３間 １棟 なし
３×３間 １棟 １棟
３×４間 １棟 ２棟
円形･方形周溝 １2基 なし
土　　坑 2５基 ４基
柱穴列 ６列 なし
区画溝 なし ２条（西と中央）
集　　落 まとまりとして２つ 区画溝で２つ
土製勾玉 ７（丁字頭あり） １３（丁字頭あり）
磨製石鏃 １0＋未製品１ ３4＋未製品８
樹皮布敲石 １ ４
鉇 なし １
刀子 １ １
鉄滓 なし １
砥石 大型と小型 大型と小型
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　調査面積は本遺跡が王子遺跡の約２倍の広さを行い，
位置的には両遺跡とも広大な笠野原台地の北半部に当た
る台地縁辺部に位置しているが，王子遺跡が現在の鹿屋
市街地を望むような広い平野の近くで西側を向いた地域
にあるのに対して，本遺跡は狭隘な段丘状の平野を見下
ろす北端に近いところに位置している。標高は王子遺跡
の70ｍに対して本遺跡は115～120ｍと，45～50ｍほど高
い位置にある。平野部との比高差は，王子遺跡が72ｍで
田原迫ノ上遺跡が120ｍ程であり，若干，王子遺跡の方
が小さい。近くの河川までの距離は，王子が鹿屋川まで
0.6㎞に対して田原迫ノ上が串良川まで１㎞と幾分遠い。
　遺跡の主たる構成要素は，王子遺跡が竪穴住居跡が27
軒，掘立柱建物跡が14棟，土坑が４基で，区画溝によっ
て東西に分かれているのに対して，田原迫ノ上遺跡の方
は，竪穴住居跡31軒，掘立柱建物跡40棟，土坑25基に，
方形周溝１基，円形周溝11基，柱穴列が６列あるもの
の，区画溝は検出されておらず，建物のまとまりとして
東西２つに分けられると考えられる。建物としては，数
的に竪穴住居跡に大きな差はないと言えるが，掘立柱建
物跡については，その差が著しいと言えよう。竪穴住居
跡において，大型で円形のものはほぼ同数であるが，王
子が方形では小型のものが多いのに対して，本遺跡では
ベッド状のやや大型のものが多いと言える。ただ，王子
遺跡で見つかっているような壁帯溝は本遺跡では確認さ
れていない。また，貼床は両遺跡で確認されており，竪
穴住居の製作方法には大きな差異は見られないことにな
る。掘立柱建物跡については，棟持柱を持つものは王子
遺跡に多く，建物の規模も比較的大きいと言える。１間
×１間の建物は，圧倒的に本遺跡に多く，１間×２間，
２間×２間など割合小規模のものが本遺跡に多いのに対
して，王子遺跡には３間×４間のものが２棟あり，割合
としては大規模のものが多い傾向にあると言えよう。
　住居跡以外の遺構では，土坑の数は圧倒的に本遺跡が
多い。ただ，形状は楕円形を基本とするものの大きさは
一定せず，深さも浅いものから深いものまで各種あり，
性格としては不明なものが多いと言わざるを得ない。そ
の中にあって，土坑４号・７号・８号などは貯蔵穴の可
能性が考えられて興味深い。本遺跡にあって王子遺跡に
ない遺構として方形及び円形の周溝と柱穴列があるが，
これらは本遺跡の性格を考える上で重要な遺構と言え
る。特に周溝は，本県では検出例の少ない方形のものが
１基あり，円形のものでも半円形や１/４のものほか，
円形の外側２方向に半円形の周溝が巡るものがあり，そ
の種類の多さも特色と言えよう。柱穴列は遮蔽あるいは
区画を分ける性質が考えられるほか，大きめの柱穴列が
それと直交する方向にも並ぶものも見られ（柱穴列１
号），それについては大型の建物であった可能性も指摘
されていることから，非常に興味深い。

　次に，遺物について見てみると，土製の勾玉の数は王
子の13点に対して本遺跡でも７点出土しており，数的に
はあまり変わらない。双方とも丁字頭のものと一般的な
ものの両方が出土しているほか，大型のものと普通の大
きさのもの，それに小型のものなどの種類も同様である。
　磨製石鏃は，この時期に普遍的な頁岩製の大型のもの
が両遺跡で出土している。ただ，総数は王子遺跡の方が
圧倒的に多く，製品で34対10，未製品でも８対１であり，
総数で比較すると44対11となる。王子遺跡では，多くが
大型円形の竪穴住居跡から出土していることから，その
竪穴住居跡を工房跡と推定している。本遺跡でも５軒の
大型円形の竪穴住居跡が検出されていることから，同様
な遺構である可能性が考えられる。しかし，未製品を含
めた磨製石鏃の出土が極めて少ないことから，明確なこ
とは言えない。
　樹皮布敲石は王子遺跡から４点，本遺跡からも１点出
土している。全県的にも，また，全国的に見ても極めて
特異な遺物であると考えられ，この地域における弥生時
代中期の遺物として注目される。鉄製品等は有無が明瞭
に分かれる。王子遺跡からは鉄製の鉇及び刀子，鉄滓が
それぞれ１点ずつ出土している。本県でのこの時期の鉄
製品等の出土は極めて少なく，特異と言える。　
　砥石は，一般的な小型の持ち運びが可能なものと，あ
る程度大型のものは両遺跡から共通に出土しているが，
四角形で長さの極めて長いものが本遺跡の住居跡などか
ら数点出土している。何れも意図的に割られ（折られ）
ているように感じられ，興味深い。これは，包含層以外
では住居跡や限られた土坑からの出土であり，出土の状
況は，砥石の長軸方向に対して１～２回敲いて折り，３
つほどに分割しているようである。これは，住居を遺棄
してほかの場所へ移動する際に，意図的に破壊したもの
ではないかと思われる。ただ，この砥石を遺棄するにし
ても，そのままの状態で捨てたのではなく，意図的に破
壊することに意味があるように感じられるのである。そ
れは，廃棄に伴う儀礼とも言うべきもので，長い年月に
亘って使用してきたものに対する感謝の気持ちを破壊す
ることによって表しているのかもしれない。破壊の仕方
にもある程度の規則性や方法といったものがあったこと
を伺わせるような割り（折り）方のように感じられる。
　また，本遺跡の特色の一つとして多量の円盤形土製加
工品，いわゆる通称〝メンコ〟がある。住居跡から普通
サイズのもの16点，大型の甕や壺の破片を用いているも
の６点が出土しているほか，その他の包含層等では普通
サイズのもの110点，大型のもの40点が出土している。
弥生時代中期としては多い数である。一般的な甕等の使
用ばかりでなく，大型の甕等を使用したものも多く，何
の目的で製作されたものか，いよいよ興味深い。
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ୈ２અ　ग़౔ͨ͠遺෺ʹ͍ͭͯ
　౔　ث
　本遺跡からは多くの遺物が出土した。番号をつけて取
り上げたものが約３万点，番号を付さずにグリッド等で
一括して取り上げたものも相当数に上る。その主なもの
について述べることにする。
　本報告書で取り扱う時代は縄文時代前期以降である。
　縄文時代前期では外面に沈線の幾何学文を施した土器
が少量出土した。内面にも一部に同様の沈線が付される
ことから，曽畑式と考えられる。
　後期になると，出土点数も多くなってくる。まず，口
縁部の外面に縦または斜め方向の太めの凹線が施された
ものが少数出土した。口唇部にも凹点が見られるものも
ある。阿高式土器の系統を引くものと考えられ，出水式
に比定できよう。内外の器面全体に貝殻条痕文が施され，
外面に沈線を，横を基本に斜めにも施されたものが少量
出土した。指宿式と考えられる。また，肥厚した口縁部
を持ち，沈線と列点で施文されたものが割合に多く出土
した。中には波状を呈する口縁部の頂部に円形の渦巻き
に見える文様を施すものもある。また，竹管文を付して
あるものも見られ，口縁部に突起を設けた上に竹管文を
付すものもある。これらは鐘﨑式と考えられる。断面三
角形の口縁部を持ち，内外面に貝殻条痕文を施し，その
上に沈線文や貝殻腹縁の押圧が付されるものも割合に多
く出土した。市来式であろう。断面三角形の口縁部が間
延びし，斜め方向の沈線が施された少量の土器も見られ
るが，これは丸尾式と考えられる。ほかに，横方向の沈
線文の下位，稜の部分に列点が施されたり，口縁部下に
縦方向の貼り付けを行い，その両端に短い横の沈線を施
すものが若干あり，中岳Ⅱ式と考えられる。底部は平底
であるが，外面が強く張り出すものからまっすぐに立ち
上がるものまでさまざまである。底部には網代痕が残る
ものが見られるほか，ナデ消しているものもある。台付
きの鉢形土器の脚部も出土している。外面には縄目状の
圧痕が残る。貝殻腹縁を押圧した装飾性の強い把手も出
土した。
　晩期の土器も多く出土している。粗製の深鉢では，横
方向のナデ調整が内外両面に見られるものが多い。口唇
端部が平らに整えられるものが多く，直口するものとや
や外反するものが見られる。粗製の浅鉢も多く出土した。
口縁部は端部が平らになるものから丸みを帯びるものま
で見られ，全体的に短く立ち上がるものがほとんどであ
る。外面には１～３条の細い沈線が巡るものが多く見ら
れる。内外面の調整はナデとともに丁寧なミガキが見ら
れるものもある。口縁部の下位，屈曲部の稜の部分との
中間に四角形の貼り付けを施し，上下から力を加えてリ
ボン状にしたものもいくらかあり，黒川式の特徴と言え
よう。精製浅鉢は全体的に器壁が薄く，極めて丁寧に作

られている。内外面とも丁寧なミガキによって器面調整
が行われている。口縁部下に穿孔のあるものもある。底
部は外面が張り出した安定したものとそれほど張らない
もの，平底の外面が若干上げ底となるもの，外面の外側
を立ち上がらせて大きく上げ底としたものなどが見られ
る。底面は丁寧なナデ調整が施されたものとともに，指
頭圧痕の残るものも見られる。
　次に，本報告書での中心となる弥生時代の土器につい
て述べる。
　本遺跡の弥生時代の中心の時代は中期であるが，刻目
突帯文の時期が問題となるが，中期の早葉と捉えておき
たい。口縁部外面の突帯と，それより下位の突帯の両方
に細かな刻み目を施している。出土点数としては少ない
が，口縁部から胴部下部にかけての割合に大型の破片が
出土した。
　中期では，遺構の出現に伴って遺物も大量に出土する。
甕形土器は，口縁部が逆Ｌ字状となり，口縁下に３～４
条の断面三角形の突帯が巡り，底部は充実した脚台が付
くものである。口唇部には浅い凹線が巡るものから鈍く
丸まるものまである。器面は内外面ともにハケナデによ
る調整が多く見られ，中にはミガキの見られるものや指
頭圧痕の残るものもある。外面にススの付着したものも
多い。三角突帯を巡らさないものも見られる。大型の甕
形土器は，逆Ｌ字状となった長い口縁部の下位に，これ
も長く張り出した突帯が付され，形状的には二叉口縁状
に見える。器壁は厚く，胴部はそれほど張らずに底部へ
とすぼまり，底部は胴部に比して小さな平底である。小
型の甕は，普通サイズの甕形土器を小さくした形をして
いるが，胴部には突帯が付かず，鉢形土器との区別は容
易でない。
　壺形土器は，口縁部が逆Ｌ字状に折れ曲がって下がり，
頸部はすぼまり，頸部外面には三角突帯を３～４条巡ら
すものが多い。胴部は大きく張り，底部は胴部径に比し
て小さな平底である。同様な形状をした壺に，口縁部が
２つに分かれる二叉口縁となるものもある。また，逆Ｌ
字状になった口縁部を大きくすぼめ，すぐに膨らんだ胴
部に至るタイプのものや，膨らんだ胴部外面にM字状を
呈する断面が四角形の突帯を何条か離して付してあるも
のもある。そのほかに，胴部が菱形または丸みを帯びた
菱形となるものもあり，これらは長い頸を持つものもあ
るようである。小型の壺は，逆Ｌ字状の口縁部からすぐ
に胴部に向かうものであり，頸部はそれほどすぼまらず，
口の広い壺と言える。　
　鉢形土器は小型のものがほとんどである。甕形土器と
形状が類似したものもあったが，そのほとんどにススが
付着していたことから小型の甕と判断した。鉢形土器は
直口した口縁を持つもので，基本的にススの付着が見ら
れないものと考えて分類している。しかし，中には逆Ｌ
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字状の口縁を持っていても，胴部に突帯の付かないもの
も見られる。ハケや指頭によるナデ調整がほとんどで，
中には丁寧なミガキの見られるものもある。底部は充実
した脚台を持つものや安定した平底となる。
　高坏の出土は極めて少ない。明確なものは，坏の体部
の底部と脚部の上部が接着したもので，それ以外は脚部
の一部と思われる破片を確認しているのみである。
　丹塗り土器は壺形土器が多い。頸部あるいはその下部
に三角形の突帯を付しているものがあるほか，胴部にM
字状の突帯が付されるものも見られる。底部は割合に安
定した平底である。袋状の口縁を持つものも見られる。
高坏の坏部では，内外両面に丹が塗られているものが
あった。また，鉢形土器の口縁部にも内外両面に丹が塗
られるものも見られた。
　そのほかに，特殊なものとして以下のようなものが挙
げられる。脚台付きの鉢形土器や，脚部に透かしの見ら
れる高坏，小さな粘土塊，甕形土器の口唇部に刻みの見
られるものも少数ながら見られた。
　また，次のようなものは施文や胎土などが異なってい
たことから搬入品と考えられ，外来系の土器と思われる。
壺形土器の頸部下位の肩部に櫛描波状文の付されたもの
や，小型の鉢形土器の外面に横方向の沈線とともに細か
な縦方向の刻みを密に入れたもの，脚台付きの鉢と思わ
れるものの脚部に矢羽根状の透かしを入れたもの，平ら
な口縁部の口唇に何条もの沈線を巡らせた明るい橙色を
呈する壺形土器などである。
　当地で作られたと考えられる甕形土器の外面に，細い
直線的な刻みで扇状のものを表したものも見られる。ま
た，手捏ね土器もいくらか見られるほか，甕形土器の口
縁部に把手をつけたものも割合に多く見られた。口縁部
自体に穿孔のあるものもあり，その使用方法は，今後検
討する必要がある。
　土器の器壁に籾痕や草や小さな木の実の痕跡が残る物
も見られたことから特別に掲載した。
　土器とは別に土製品もある。土製勾玉であるが，大き
さもさまざまで，頭部に横方向の沈線が何本か付される
ものがあり，丁字頭の勾玉に分類される。本遺跡から出
土している土製勾玉は，頭部が平らに押さえられている。
　また，円盤形の土製加工品，通称〝メンコ〟が大量に
出土した。円形のものが多いが，楕円形のものも割合に
多く見られた。また，普通の大きさの甕形土器などのほ
か，大型の甕形土器などを用いたと考えられる厚い器壁
を持つものも比較的多いと言える。〝メンコ〟は包含層
出土のものが多かったものの，住居跡からの出土も多く，
その使用方法について示唆的である。
　古墳時代以降の土器では，古墳時代に在地的な性格の
強い成川式土器が出土した。甕形土器の口縁部や突帯，
底部などのほか手捏ね土器も見られる。出土した点数は

少なかったが，甕形土器の口縁部や頸部に巡る突帯など
から辻堂原式に細分できると考えられる。須恵器は古墳
時代の甕の胴部片が１点出土した。土師器は古代の甕や
椀がほぼ完形で出土したほか，中世のものも見られる。
陶器は薩摩焼が中心で，磁器は有田焼系と考えられる。

　弥生時代தظの౔ثの਺ʹ͍ͭͯ
　ここで，各住居跡においてどれだけの数の土器がある
のかが知りたいと，器種毎に数えることを試みた。しか
し，住居跡出土とは言っても基本的に床着のものは圧倒
的に少なく，その多くは埋土中からの出土であり，その
住居で使用されたものではなく，住居の廃棄後に投げ込
まれた可能性も考えられ，しかも，出土する土器は基本
的に破片であり，それらを接合・復元したとしても完全
に１個体に復元されることはほとんどなく，そのような
例は皆無に等しいと言える。それではどのようにすれば
正確に近い数字が導き出せるか。そこで考えたのが底部
の数を数えることであった。それも，完全なものは１個
と数えることで問題ないが，破片については１／２，１
／３，１／４，２／３，３／４，１／６などのパーツと
して算定し，それらの数を数えて最終的に１と２／３な
どとなった場合，本来存在したであろう数を２個と数え
ることとして数を当たった。正確な数とは言えないが，
一般的な住居が持っていた可能性のある土器の数を考え
る際の参考として掲載することとする。
　また，住居跡からではなく〝包含層〟から出土する土
器片についても，当時，生活していた周囲への破棄ない
しは廃棄されたものとしてどれだけの数があるのかにつ
いて，同様な方法で東西方向の区毎に数を当たったもの
を掲載した。これも，あくまでも参考として掲載する。
　なお，器種の略号については以下の通りである。
甕；甕形土器，大甕；大型甕形土器，壺；壺形土器，
大壺；大型壺形土器，鉢；鉢形土器，蓋；蓋形土器，
高坏；高坏，小甕；小型甕形土器，小壺；小型壺形土器，
小鉢；小型鉢形土器
　また，空欄は出土が確認されなかったもの，〝計〟の
欄のうち，縦の欄の各器種の〝０〟はその器種が確認さ
れなかったもの，横の欄の各住居跡の〝－〟はすべての
器種が確認されなかったものを表している。
　　
　୦݀ॅډผఈ෦ܭ਺
　まず，竪穴住居別の底部の数について検討してみた
い。
　住居跡の表記で，規模の〝標準〟は大型でも小型でも
ないもの，〝有段〟はベッド状の遺構を持つか，中央が
凹んでいることで結果的に段差を有するもの，〝無段〟
はそれらがなく，掘り込みの内部が平坦であることを表
している。
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　すべての竪穴住居跡において，高坏は出土していない
ことから，残りの9器種について見てみると，総数が最
も多いのは24号住居跡（方形，標準，無段）で33点出土
している。以下，12号（円形，大型，有段）の28点，７
号（円形，大型，有段）の27点，26号（方形，標準，有
段）の20点と続く。20点未満では，２号（方形，標準，
有段）の17点，３号（方形，小型，無段）の17点，15号
（方形，標準，有段）の17点，18号（方形，小型，有段）
の15点，10号（方形，標準，有段），11号（方形，小型，
有段），14号（方形，標準，有段）の13点，６号（円形，
大型，有段），30号（方形，標準，有段）の11点と続く。
　次に，各器種について多く出土した住居跡を見てみる
ことにする。
　甕形土器は総数147点の出土で，器種別では最も多い
出土数である。中でも24号の20点が最も多く，次いで７
号の15点，26号の12点，11号の11点と続く。以下，15号
の9点，８号（方形，小型，有段），12号，18号の８点
と続いている。大型甕形土器では総数9点の出土で，30
号が４点で最も多く，次いで26号の２点と続いている。
　壺形土器は総数108点と甕形土器に次ぐ多さである。
７号が18点と最も多く，次いで12号の13点，２号と24号
の11点，３号の9点と続く。大型壺形土器は総数６点の
出土で，24号と26号からそれぞれ２点ずつ出土している。
　鉢形土器は総数17点の出土で，７号の４点が最も多く，
２号，10号，12号，18号が２点ずつ出土している。蓋型
土器は１点の出土で，15号から出土している。

　小型土器について見ると，甕形土器は総数２点の出土
で，３号と29号からそれぞれ１点ずつ出土している。壺
形土器は４点の出土で，12号から３点出土している。鉢
形土器は３点の出土で，６号，15号，26号から出土した。
　31軒の竪穴住居跡から9器種297点の出土であるが，
その中でも甕形土器が147点とほぼ半数を占め，煮炊き
に使う土器の使用が最も多く，次いで壺形土器が108点
と約４割弱を占めている。それ以外の鉢形土器は17点と
５パーセントほどであり，大型の土器も総数15点で５
パーセント弱，小型の土器すべてでも9点で３パーセン
トに過ぎない。
　このことから，田原迫ノ上遺跡において各住居跡を概
観したとき，標準サイズの甕形土器が約半数，同サイズ
の壺形土器がそれに次いで約４割，その他の器種が合計
１割といった器種構成となっており，標準サイズの土器
以外の大型や小型の土器はそれほど使用されていないこ
とが想定される。ただ，あくまでも出土した数であって
各住居跡で使用されたものとの確証はないことは断って
おきたい。

　۠Ҭผఈ෦ܭ਺
　同様に，器種別の包含層での区域別の底部の数につい
ては次のような結果であった。
　区域別では，27区の83点が最も多く，以下，25区の76
点，30区の68点と28区の67点がそれに次ぐ。それより以
下は，24区の51点，26区の43点，23区と29区の41点と続

ୈ��ද　୦݀ॅډผఈ෦ܭ਺ද
住居跡 甕 大　甕 壺 大　壺 鉢 蓋 高　坏 小　甕 小　壺 小　鉢 計
　１号 ３ １ ４
　２号 ４ １１ ２ １７
　３号 ６ 9 １ １ １７
　４号 －
　５号 ３ ３ ６
　６号 ３ ６ １ １ １１
　７号 １５ １８ ４ ３７
　８号 ８ １ 9
　9号 １ １
１０号 ５ １ ５ ２ １３
１１号 １１ １ １ １３
１２号 ８ １ １３ １ ２ ３ ２８
１３号 １ １ １ ３
１４号 ５ ７ １ １３
１５号 9 ６ １ １ １７
１６号 －
１７号 ３ ３ ６
１８号 ８ １ ３ １ ２ １５
１9号 １ １
２０号 ３ ２ ５
２１号 ３ １ ４
２２号 １ １
２３号 －
２４号 ２０ １１ ２ ３３
２５号 ４ １ ５
２６号 １２ ２ ２ ２ １ １ ２０
２７号 －
２８号 －
２9号 １ １
３０号 ６ ４ １ １１
３１号 ６ ６
計 １４７ 9 １０８ ６ １７ １ ０ ２ ４ ３ ２9７
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く。これらは，いわゆる〝東の集落〟の区域であり，竪
穴住居や掘立柱建物跡，柱穴列，方形･円形周溝や数多
くの土坑などが見られる区域である。多くの遺構がある
ことから，それに伴って多くの人々が生活し，その結果
として多くの土器が遺棄ないし廃棄されたものであろう。
　それより以下では，12区の29点や５区の28点を始めと
して〝西の集落〟からも多くの土器片が出土しているも
のの，〝東の集落〟に比べるとそれほど多い数とは言え
ない状況である。
　器種別に見てみると，甕形土器は総数392点と最も多
く出土しており，その中でも27区が54点と最も多く，次
いで28区の42点がそれに次ぎ，以下，30区の39点，25区
の38点と続き，以下，24区の30点，23区と26区の28点，
29区の21点と続く。これも〝東の集落〟が優勢で，〝西
の集落〟は12区の17点と５区の11点があるに過ぎない。
大型甕形土器は総数５点の出土で，25区～ 27区を除く
23区から30区から，それぞれ１点ずつ出土している。
　壺形土器は総数282点の出土であり，甕形土器に次ぐ
出土数である。25区の36点が最も多く，次いで27区の28
点，30区の25点，28区の20点と続いており，これらはい
ずれも〝東の集落〟に含まれる。〝西の集落〟では５区
の14点が最も多く，12区の10点がそれに次ぐが，それに
匹敵するのは〝東の集落〟には24区，26区，33区，23区

と４区域が存在する。大型の壺形土器は１点の出土であ
り，26区から出土している。
　鉢形土器は６点の出土であり，12区の２点以外は１点
ずつの出土である。〝東の集落〟では27区だけであるが，
〝西の集落〟では５区，9区，13区と３区域から出土し
ていることは特異であると考えられる。高坏も１点の出
土で，18区から出土している。
　小型土器を見てみると，甕形土器は７点の出土，壺形
土器は12点，鉢形土器は9点の出土というように少数の
出土であるほか，１点の出土がほとんどで，複数の出土
は，甕形土器が37区から２点，壺形土器が28区から３点，
６区から２点出土しているのみである。
　１区から37区までの区域で総数は715点であるが，甕
形土器が392点と５割強を占め，次いで壺形土器が282点
で４割弱，小型土器こそ28点と４パーセント弱であるも
のの，大型土器は６点で１パーセントにも満たず，標準
サイズの甕形土器及び壺形土器がその大部分を占めてい
る状況が読み取れる。
　このことから，田原迫ノ上遺跡の包含層においても住
居跡と同様な器種の構成が見られることが判明した。こ
のことは，住居跡から出土する土器のあり方と包含層の
土器のあり方とは相互に関連があると捉えることができ
るかも知れない。今後，検討すべき課題と考えられる。

ୈ��ද　άϦουผఈ෦ܭ਺ද� 注；平成25年度調査地区は入れていない
区 甕 大　甕 壺 大　壺 鉢 蓋 高　坏 小　甕 小　壺 小　鉢 計
　１区 １ ４ ５
　２区 ５ ２ ７
　３区 ３ ３
　４区 １ ６ １ １ 9
　５区 １１ １４ １ １ １ ２８
　６区 ４ ３ ２ 9
　７区 ２ １ ３
　８区 9 １０
　9区 ７ ６ １ １ １ １ １６
１０区 ２ ２
１１区 ４ ４
１２区 １７ １０ ２ ２9
１３区 ８ ７ １ １ １７
１４区 －
１５区 ３ ４ ７
１６区 ５ ８ １ １４
１７区 ２ １ ３
１８区 １１ ６ １ １８
１9区 ３ ３ １ 　７
２０区 －
２１区 －
２２区 9 ２ １ １２
２３区 ２８ １ １１ １ ４１
２４区 ３０ １ １9 １ ５１
２５区 ３８ ３６ １ １ ７６
２６区 ２８ １４ １ ４３
２７区 ５４ ２８ １ ８３
２８区 ４２ １ ２０ ３ １ ６７
２9区 ２１ １ 9 ４１
３０区 ３9 １ ２５ １ １ １ ６８
３１区 ５ ５ １０
３２区 １２ ８ １ ２１
３３区 ７ １３ ２０
３４区 ３ ４ 　７
３５区 ２ ６ ８
３６区 ５ ５
３７区 ２ １ ２ ５
計 ３9２ ５ ２８２ １ ６ ０ １ ７ １２ 9 ７１５



441

　ੴ　ث
　次に，石器について見てみることにする。
　まず，明確に縄文時代前期に位置づけられる石器であ
るが，数的には非常に少ない。打製石鏃と石匙が出土し
ている。打製石鏃は２点を図化したが，何れも先端が折
損しており，使用によるものと考えられる。何れも凹基
式で，幅に対して長さが長い。石匙は横型に近い形状
で，刃部が基部に対してやや斜めになっている。何れも
Ⅴ層からの出土となっており，池田降下軽石層がⅥ層で
縄文時代前期に位置づけられることから，これらの石器
群を縄文時代前期に比定することは妥当であると考えら
れる。
　それ以降の石器はⅢ層からの出土である。Ⅲ層からは
縄文時代後期，晩期から弥生時代中期を経て古墳時代に
至る土器が出土しており，石器もその時期のものであろ
う。各石器の時期比定を行うに当たって，それぞれの石
器の器種の時期区分を明確に行うことはできなかったこ
とから，Ⅲ層出土の石器として一括して取り扱うことに
した。
　打製石鏃ではいろいろな種類のものが出土した。基部
にも平基式と凹基式の両方が見られ，長脚鏃も出土して
いる。形状的には，小さな三角形のもの，幅に比して長
い三角形となるもの，五角形のものなどが見られ，剥片
鏃もある。石材には，ハリ質安山岩，黒曜石，頁岩など
が主であるが，１点だけ凝灰岩と考えられる非常に軽い
石材を使っているものも見られる。
　石匙は横型の小型のものが出土している。黒曜石製の
小型のスクレイパーも出土した。
　打製の石器として横型の刃を持つものが２点出土し
た。打製石斧にも各種ある。縦型の短冊形の石斧で，基
部は四角または三角形状に整える。中には片面を敲打に
より整形しているものも見られ，撥形となっている。刃
部は大きく打ち欠いた部分を刃先として使用しているも
のや，両面から丁寧に調整して刃先を作っているものも
ある。基部に比して刃部が大きくなるラケット型の石斧
も出土した。何れも基部から刃部に向かうところに抉り
が入っており，木の柄に縛る部分と考えられる。
　石皿はほぼ四角形で完形となる大型のもののほか，破
損したものも見られ，遺棄に伴って破壊された可能性も
ある。磨石や敲石，凹石も多く出土した。磨石は，基本
的に円形または楕円形の平坦な礫を使用し，面積の広い
２面を磨り面として使用している。敲石も同様な礫を使
用しているが，磨石よりも断面が厚く，球状に近いと言
える。基本的に側縁を敲打しており，中には面積の広い
面をも敲打しているものも見られ，使用面が大きく剥が
れたものも見られる。敲石には棒状の石を用いたものも
見られ，先端部を敲打している。砥石を転用したものは，
各側縁に敲打が見られることから，縦方向の使用ではな

く，横方向に敲打したことが推定される。凹石は面積の
広い２面が大きく凹んでいる。
　三角形に近い平坦な自然礫の３辺のほぼ中央部を敲打
して若干凹ませ，その部分に網の紐をかけたと思われる
石錘と考えられるものも１点出土した。
　そのほか，軽石を加工したものも出土している。自然
の軽石の１面または複数面を平らに削ったものや，いろ
いろな面を削って形を整えたもの，小さな球状に近いも
のの中央部に穴を貫通させているもの，軽石にただ穴を
２，３か所空けたものなど，いろいろなものがある。丁
寧に形を整えたものなどは垂飾品を作ろうとしたのかも
しれない。
　石器でも，弥生時代の遺構に伴うものは確実にその時
代の石器ということができる。これから，これらの石器
群について見てみることにする。
　磨製石鏃は製品のほかに未製品も出土した。頁岩を薄
く剥ぎ，長い二等辺三角形に成形した後，平坦面を磨い
て整え，側面を研ぎ出している。基部は平らな平基式と
ともに，凹基式も出土している。未製品は平坦面に研磨
した痕跡が残るが，先端部が欠損している。
　磨製石鏃とともに打製石鏃も出土している。小さな三
角形で，基部が若干凹んでいる。それとともに，基部は
ほぼ平らで長さの長い三角形の石鏃も同様に出土してい
る。
　打製石斧も出土したが，短冊形とラケット形の石斧の
刃部が折損した状態での出土である。
　住居跡からは大型の砥石が出土している。その多くが
割れており，しかも一方の端が欠けている。長い部分が
残っているものであっても，その長い平坦面を再度利用
した痕跡はなく，割れる（折れる）と同時に住居内に廃
棄されていることになる。このことは，別な見方をすれ
ば，廃棄（遺棄）するに当たって割る（折る）ことがし
きたりとなっていた可能性を想像させる。それは，つま
り遺棄に際しての儀礼というようなものではなかろう
か。大きな（長い）砥石の一方の端がないということは，
それを遠方に廃棄したことも考えられる。それら全体が
遺棄に際しての儀礼ではなかったかと考えられる。砥石
の中には，平坦面ばかりでなく平坦面の中に直線的な溝
状の痕跡が残るものもあり，鋭い刃先のようなものを研い
だ痕跡と考えられる。そのほかに，数多くの住居跡内から
大型の自然礫が出土しており，平坦面を中心として稜の部
分もツルツルな状態になっている。石皿とは異なった触
感であり，磨く作業を行ったものと考えて台石として捉
えたが，詳細については分析方法を含めて今後検討を行
うとともに，類例の増加を待ちたい。そのほかに，磨製
石斧や先端を三角形に整えた楔形石器や樹皮を敲打する
ことで布に加工する樹皮布敲石（バーククロスビータ）
も出土して注目される。軽石製加工品も多く出土した。



442

ୈ３અ　遺跡のཱ஍ʹ͍ͭͯ
　ここでは，田原迫ノ上遺跡がこの地にあることについ
て考えてみたい。なぜ，この場所に田原迫ノ上遺跡が立
地しているのか，という理由である。
　このことは，同じ時代・時期と考えられる王子遺跡が
同じ笠野原台地に立地していることと併せて考えるべき
であろう。
　弥生時代中期という時代・時期には，集落は低地より
も小高い台地や山地の中腹などの比較的高い場所に経営
されるとされ，高地性集落との呼称もなされている。時
代的に，争乱など極度の緊張状態にあったとされている。
　その視点から見てみると，王子遺跡にしても田原迫ノ
上遺跡にしても標高70 ～ 120ｍ程で，下位の水田面との
比高差も30 ～ 60ｍ程度あることから，高地性の集落と
捉えることも可能かも知れない。
　田原迫ノ上遺跡から出土した遺物の中には，水田での
稲作を裏付けるような道具は出土していない。木器など
は台地では残らないが，それでも石器の中に石包丁など
は確認されていない。しかし，この地で作られたと考え
られる土器の中に，籾痕の残るものが数点あることや稲
のプラントオパールが確認されていることから，水稲か
陸稲かであるかは不明であるものの，遺跡の近辺で稲が
作られていたことは間違いない。陸稲であれば遺跡の近
辺で作られていた可能性が大きく，水稲であっても遺跡
の北側，串良川周辺で稲作が行われていたのであろう。
　それと同時に，土器の器壁に残された痕跡の中に，草
の実や小さな木の実の圧痕が残るものがあることから，
湿地でない乾いた土地で作られたことが考えられ，遺跡
が立地するような台地の周辺に草や木々が生い茂ってい
た可能性が，種実同定や樹種同定などの結果から伺える。
　水田耕作が行われていたとしても，争乱が想定される
ような緊張状態であれば，安全に生活するためには，生
産域と居住域を分けて生活していたことは考えられる。
　磨製石鏃の出土も不安定な状況を物語っている可能性
がある。製品だけでなく，未製品も出土するということ
は，ある程度の備えが必要だったことを意味するのかも
しれない。
　台地の縁辺に立地するということは，一つには周辺の
眺望が利くということであり，二つには水が得やすいと
いうことであり，三つには攻められた際に逃げることが
た易いということである。眺望が利くことは，守りやす
いことであり，攻撃を仕掛けられても守備としていち早
く体制がとれることに繋がる。また，登ってくる側に対
して位置的に高い立場から攻撃ができるということでも
ある。さらに低位の側からは上位の状況がつかまれにく
いことにもなる。ましてや崖が入り組んでいる北側の状
況であれば，地形的にも目隠しされている状況と捉える
ことができる。実際，北側の崖は，調査中に崩壊したこ

ともあり，入り組んだ地形となっているということがで
きよう。遺跡から下りた堂園の集落から遺跡のある方向
を見ると，崖は複雑な地形となっており，遺跡の中心的
な場所が把握できない上に，台地上に登ろうとしても途
中の坂道は急であることに加えて，九十九折りしている
ような印象を受ける。簡単に登れるようには思われない。
　水が得やすいことは，段丘平野を流れる串良川まで行
かなくても，シラス台地の崖の端ではレベル的に途中の
ところに湧水が湧くものであるし，現に調査担当者は遺
跡から少し降りた地点に湧水を確認している。水量も割
合に豊富ということであり，当時の人たちも実際に汲み
に行ったことが想定される。
　攻められたときに逃げやすいということは，台地の平
坦面から攻められた際には，複雑になっている地形の崖
に向かって下りていけば良いし，逆に下の方から攻めら
れたときには，平らな台地上をどの方向にでも逃げられ
るわけである。笠野原台地は地形的に全体的に緩やかに
南側に向けて下がっていることから，南方向に下ること
は容易であると考えられる。
　このように見てくると，この田原迫ノ上遺跡があると
ころは立地的に優れた場所に位置しているということが
考えられる。広大な笠野原台地において，防御を中心に
考えれば，環濠以外であれば，ここの場所の地形は良い
場所と言えるだろう。
　それでは，笠野原台地において，弥生時代に集落とし
て適地と考えられる場所はどの辺りと言えるだろうか。
笠野原台地が始まる北側の高隈の辺りは高隈山地の付け
根に当たり，狭隘な地形であることから適地とは考えに
くい。そのような場所から離れると，北から東にかけて
は串良川が南に向けて流れ，西側は鹿屋川が南流してい
て周辺の山地とは開析谷となって低地となり，そこには
狭いながらも段丘平野が形成されていることから，次第
に比高差のある台地となって来る。防御的な要素を多く
持つ集落は崖の状況で決定されるように思える。屹立し
た崖であれば条件的には好ましいと考えられるが，なだ
らかな崖や途中が階段状となっている崖には課題がある
と思われる。田原迫ノ上遺跡のような途中が入り組んだ
崖の場所や，王子遺跡のように谷を隔てて一段低い山の
ある場所，台地の端が広がっていて割合に広いスペース
がとれるところ，などは相対的に集落の適地の可能性が
考えられる。
　ただ，緊張状態を脱して平和な状況となれば，台地の
縁辺ではあっても水の得易い，川との比高差の少ない台
地の南側の端で，肝属川の本流に近い広大な平野に近い
ところか，肝属川の本流に面した微高地などが集落を形
成する場所として相応しいところと考えられるようにな
るのではないかと思われる。
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ୈ̐અ　ಉ時ظのपลの遺跡ʹ͍ͭͯ
　田原迫ノ上遺跡周辺に所在する弥生時代中期を中心と
した遺跡を５万分の１の地形図に落としてみた。すると，
笠野原台地などの台地の中央部にはなく，周辺部に位置
している状況が明確となった。台地別に，西の方から見
てみることにする。
　鹿屋原台地は，高隈山地の南の裾に位置している。鹿
屋川の右岸の台地である。鹿屋市街地は高隈山の西側を
南に流れてきた鹿屋川が，徐々に広大な肝属平野に出よ
うとする場所で，南東に向きを変えようとする屈曲部に
当たる。そのため，流れは若干スピードを緩めるように
感じられる。高隈山系の急な傾斜が平らな場所に出たと
ころに，５つの遺跡が並ぶように位置している。いずれ
も数軒の竪穴住居跡を持っているほか，前畑遺跡では掘
立柱建物跡も検出され，しかも，田原迫ノ上遺跡や王子
遺跡のような棟持柱を持つものも確認されている。これ
らの遺跡は，細かく見ると上谷川などのような小河川に
よって分けられてはいるが，基本的には高隈山側の各遺
跡からさほど遠くない場所に湧水地を持ち，小集落から
成る鹿屋原の小台地に位置する遺跡群と捉えられよう。
その中でも，前畑遺跡がそれら遺跡群の中心的な集落と
考えられる。
　次に，本地域で最大規模の台地である笠野原台地では，
西に王子遺跡と高付遺跡があり，北には十三塚，田原迫
ノ上の両遺跡，少し離れて東側に町田堀，川久保の両遺
跡が，南には吉ヶ崎遺跡が所在する。西にある遺跡のう
ち，王子遺跡は台地縁辺でも標高72ｍ程の平野との比高
差も大きい場所にあるのに対して，高付遺跡は笠野原台
地の南縁で，標高は約20ｍ，鹿屋川にほぼ接するように
位置していて，平野との比高差はほぼ０であるなど立地
的にも大きく異なっていると言える。また，王子遺跡が
竪穴住居が27軒から成っているのに対して，高付遺跡の
方は調査面積の狭さにもよるのかもしれないが数軒と極
めて少数である。これは，やはり弥生時代中期という緊
張状態にある中で，集落が安定しているのは台地の縁辺
などにある遺跡のように思われる。
　北側の遺跡では，十三塚，田原迫ノ上，町田堀，川久
保の４遺跡ともに台地の北側縁辺に同様に位置してい
る。北側を流れる串良川からの距離はそれぞれ異なるも
のの，川からの比高差という点では類似していると言え
る。川久保遺跡から離れて西の遺跡になるほど，狭隘な
がらも平野部分が広くなる傾向にある。台地の南端にあ
る吉ヶ崎遺跡は肝属平野との比高差も小さい。笠野原台
地自体が南に向けて緩やかに傾斜していることから，南
側の平野部とは比高差が縮まり，北側の４遺跡とは比較
にならないほど高低差がなくなる。笠野原台地の南東側
にある西ノ丸遺跡も，巨視的な見方をすれば笠野原台地
の南の端に当たると言えよう。ここは，串良川と鹿屋川

の合流点に近く，肝属平野の範囲の中でもあり，標高は
数ｍとなる。
　笠野原台地の東側に位置する永吉台地には北東側に永
吉天神段遺跡があり，南西側には西牟田遺跡が所在して
いる。細かく見れば，永吉天神段遺跡は永吉台地から小
さく分かれた小台地の中央部に当たることになる。それ
に対して西牟田遺跡は，永吉台地本体の南側中央部に位
置していることになる。標高は７ｍ程度であり，肝属平
野からは大きく離れているほか，段差的にも１～２段ほ
ど高い位置に所在していることになり，その意味では若
干異質なあり方と言えるかもしれない。
　今回取り上げた遺跡のある台地の中で，最も東側に位
置しているのが大崎台地に所在する遺跡である。麦田下，
下堀，荒園の３遺跡は大崎台地の西側に位置している。
いずれも永吉台地に対峙する位置にあり，大崎台地の縁
辺と言うことができる。この中にあって，麦田下遺跡は
より持留川に近いところにあり，比高的には２遺跡より
は一段低いところに位置している。この大崎台地の先端
部に当たるのが沢目遺跡である。沢目遺跡は砂地にある
遺跡であることから，厳密な意味では持留川と田原川に
よって運ばれた砂が志布志湾に流れ出て，その砂が志布
志湾の沿岸流により堆積した砂堆上の遺跡ということに
なろう。
　これら肝属川本流左岸の遺跡に対して，右岸の遺跡が
平後園遺跡などである。
　肝属山地が北側へと傾斜してきて，肝属平野に至って
傾斜が緩やかとなり，肝属川との間の河岸段丘上の狭い
台地に営まれた遺跡群と，肝属平野に展開する遺跡群と
が見られる。
　平後園，東田の両遺跡は野崎台地の北側縁辺に立地す
る遺跡であり，花牟礼，塚崎の両遺跡は塚崎台地の北側
縁辺に立地する遺跡ということになる。それぞれ北側の
肝属平野へは10ｍ未満の比高差であり，２つの台地は肝
属山地から流れ出た小河川によって分けられている。
　それに対して，波見西，下伊倉，津曲の３遺跡は，肝
属平野に立地する遺跡と言える。大隅半島最大の河川で
ある肝属川と比較するといくぶん高い所に位置してお
り，その意味では平野の中の微高地に立地していると捉
えられよう。下伊倉遺跡などは，現在では肝属川の右岸
にあるものの，行政区分では東串良町であることから，
本来は肝属川が遺跡の周囲を大きく蛇行しながら流れて
いたことが理解される。
　このように，弥生時代中期の遺跡は，それぞれの台地
の縁辺を中心に位置していた。台地の縁辺であれば河川
も近くを流れていたばかりでなく，台地の途中には湧水
地もあり，水は得やすかったと考えられるのである。時
代が下がるとともに，川の下流に向けて水田稲作を大々
的に行っていったと考えられる。
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ୈ��ද　弥生時代தظΛத৺ͱͨ͠遺跡஍໊ද� ˞註；（　）は河川からの距離がある程度離れていることを表わす

番号 遺跡名 　所　在　地 立　地 標高ｍ 近隣河川 弥生中期を主とする遺構 遺　物 調査年度

１ 飯盛ヶ岡 鹿屋市上野町 鹿屋原台地 １０８ （鹿屋川） 竪穴住居 山ノ口，磨製石
鏃 S63

２ 前畑 鹿屋市郷ノ原町 鹿屋原台地 ７０ （鹿屋川） 竪穴住居，掘立柱建物，円形周溝，溝
山ノ口，砥石，
磨製石鏃 S62

３ 中ノ原 鹿屋市大浦町 鹿屋原台地 ６８ （鹿屋川） 竪穴住居 山ノ口，大甕 S60

４ 中原山野 鹿屋市郷ノ原町 鹿屋原台地 ７０ （鹿屋川） 竪穴住居 山ノ口，大甕，
土製投弾 S60

５ 中ノ丸 鹿屋市大浦町 鹿屋原台地 ７０ （鹿屋川） 竪穴住居，円形周溝，土坑
山ノ口，磨製石
鏃未製品，土製
勾玉

S60

６ 王子 鹿屋市王子町 笠野原台地 ７２ 鹿屋川 竪穴住居，掘立柱建物，土坑，
溝

山ノ口，土製勾
玉，樹皮布敲石 S56

７ 高付 鹿屋市白崎町 笠野原台地 ２０ 鹿屋川 溝，土器溜り 山ノ口 S57

８ 十三塚 鹿屋市串良町 笠野原台地 １３１ 串良川 竪穴住居，掘立柱建物， 山ノ口，鉄鏃，
磨製石鏃， H20

9 田原迫ノ上 鹿屋市串良町 笠野原台地 １２０ 串良川 竪穴住居，掘立柱建物，円形
･方形周溝，土坑

山ノ口，磨製石
鏃，樹皮布敲石，
大砥石

H22

１０ 牧山 鹿屋市串良町 笠野原台地 １０５ 串良川 竪穴住居，掘立柱建物，土坑，
硬化面，柱穴

山ノ口，磨製石
鏃， H25

１１ 町田堀 鹿屋市串良町 笠野原台地 １００ 串良川 竪穴住居 山ノ口，入来，
高橋，丹塗り H25

１２ 川久保 鹿屋市串良町 笠野原台地 ３２ 串良川 竪穴住居 下城，翡翠？ H26

１３ 吉ヶ崎 鹿屋市串良町 笠野原台地 ２７ 中山川 竪穴住居 山ノ口，磨製石
鏃，石斧 S52

１４ 西ノ丸 鹿屋市串良町 肝属平野 ３ 串良川 竪穴住居，溝，土坑
山ノ口，入来，
須玖，土製勾玉，
管玉

H18

１５ 西牟田 肝属郡東串良町 肝属平野 ７ （串良川） 竪穴住居，土坑 山ノ口，土製勾
玉，丹塗り

１６ 麦田下 曽於郡大崎町 大崎台地 １9 持留川 竪穴住居，土器溜り 山ノ口，砥石 H18

１７ 下堀 曽於郡大崎町 大崎台地 ５７ 持留川
竪穴住居，土坑を伴う掘立柱
建物跡，竪穴状遺構，土坑，
土器溜り

山ノ口 H13

１８ 永吉天神段 曽於郡大崎町 永吉台地 ５０ 持留川 竪穴住居，掘立柱建物，サー
クル状柱穴遺構

山ノ口，入来磨
製石鏃 H22

１9 荒園 曽於郡大崎町 大崎台地 ５０ 持留川 竪穴住居，溝，土坑 山ノ口，砥石，
磨製石鏃未製品 H26

２０ 沢目 曽於郡大崎町 大崎砂堆 ８ 田原川 竪穴住居，土坑，柱穴 山ノ口，入来 H11

２１ 平後園 肝属郡肝付町 野崎台地 １０ 肝属川 磨・打製石斧

２２ 波見西 肝属郡肝付町 肝属平野 ３ 肝属川 山ノ口 H7

２３ 東田 肝属郡肝付町 野崎台地 ５ 肝属川 溝（時期不明） 山ノ口，入来，
大甕 H4

２４ 上原 肝属郡肝付町 野崎台地 １０ （肝属川） 竪穴住居 磨製石斧 S33

２５ 花牟礼 肝属郡肝付町 塚崎台地 ３５ （肝属川） 竪穴住居，溝，柱穴 S24

２６ 塚崎 肝属郡肝付町 塚崎台地 ２０ （肝属川） 竪穴住居？

２７ 津曲 肝属郡肝付町 肝属平野 　３ 肝属川 大型壺

２８ 下伊倉 肝属郡東串良町 肝属平野 ３ 肝属川 竪穴住居 山ノ口，入来 S62
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ୈ̑અ　遺跡の೥代ٴͼՊֶ෼ੳʹ͍ͭͯ
　遺跡の年代について放射性炭素年代測定を15件行っ
た。その結果は以下のとおりである。（うち１件は，サ
ンプルの取得に課題があったことから除外した。）

ᶗ　竪穴住居跡２号埋土出土土器付着炭化物№１　
　　　　　　　　　2,110±30ｙｒBP

　　竪穴住居跡２号埋土出土炭化種実№4
　　　　　　　　　　　　　　　　2,090±30ｙｒBP

　　竪穴住居跡３号埋土出土土器付着炭化物№2　
　　　　　　　　2,180±30ｙｒBP

　　竪穴住居跡７号埋土出土土器付着炭化物№3
　　　　　　　　　　　　　　　　2,040±30ｙｒBP

　　竪穴住居跡４号埋土出土土器付着炭化物№5
　　　　　　　　　　　　　　　　2,290±30ｙｒBP

ᶘ　竪穴住居跡１号床面出土炭化材№１
　　　　　　　　　　　　　　　　2,130±20ｙｒBP

　　竪穴住居跡１号埋土内出土炭化物№2
　　　　　　　　　　　　　　　　2,140±20ｙｒBP

　　竪穴住居跡２号埋土出土炭化物№3
　　　　　　　　　　　　　　　　2,090±20ｙｒBP

　　竪穴住居跡３号床面出土炭化物№4
　　　　　　　　　　　　　　　　2,130±20ｙｒBP

　　竪穴住居跡６号床面出土炭化物№7
　　　　　　　　　　　　　　　　2,080±20ｙｒBP

　　竪穴住居跡７号床面出土炭化物№8
　　　　　　　　　　　　　　　　2,120±20ｙｒBP

ᶙ　竪穴住居跡18号出土炭化物№1
　　　　　　　　　　　　　　　　2,070±30ｙｒBP

　　竪穴住居跡30号出土炭化物№2
　　　　　　　　　　　　　　　　2,210±30ｙｒBP

ᶚ　竪穴住居跡18号床面出土炭化物№2
　　　　　　　　　　　　　　　　2,090±20ｙｒBP

　これらの分析結果から，これらの竪穴住居跡群はすべ
て弥生時代中期に比定されることが判明した。

　また，炭化物の種実同定及び樹種同定を５件行った。
その結果は以下のとおりである。

ᶗ　竪穴住居跡２号埋土出土炭化物№１
　　　　　　　　　　イネ，コムギ

ᶘ　竪穴住居跡６号埋土出土炭化物№１
　　　　　　　　　　栽培種のイネ

ᶙ　竪穴住居跡18号ピット内出土炭化物№１
　　　　　　　　　　ユズリハ属

　　竪穴住居跡30号床面出土炭化物№１
　　　　　　コナラ属コナラ亜属コナラ節

ᶚ　竪穴住居跡18号埋土出土炭化物№１
　　　　　　栽培種のイネ，イチイガシ

　これらの分析結果から，弥生時代中期に遺跡周辺でイ
ネが栽培されていることが証明された。また，コムギに
ついては，本遺跡周辺で利用された植物質食糧であるこ
とが示唆された。
　さらに，出土炭化材の分析結果からは，コナラやイチ
イガシなどが確認されており，竪穴住居跡の建築部材な
どとして利用されたことが考えられる。ユズリハ属の炭
化物も確認された。

ୈ̒અ　遺跡の࢒ଘൣғ
　最後に，本報告書に掲載した範囲の調査を終了した時
点（平成25年度末）での遺跡の残存範囲を明示しておき
たい。
　調査は西側から行ったが，確認調査で遺跡が存在しな
いとされていた０区よりも西側，99 ～ 96区からも遺物
が出土したことから調査範囲に入れて調査を行った。
　また，市道の現道敷も同時に調査対象地であったが，
舗装道路であったことから交通量も多く，これを遮断し
て調査を行うことができなかった。そのために，市道の
現道敷部分については，今後，調査が必要である。
　同時に，今回の東九州自動車道の用地から外れた部分
には，周囲に遺跡が残存していることから，今後，開発
等が行われる際は，地元の教育委員会（鹿屋市教育委員
会）と計画段階から協議を行って調整を図る必要がある。

　図൛��・��・��のʮେܕ୆ੴʯʮ୦݀ॅډ跡ग़౔のେ
͍ͯͭʹ୆ੴʯܕ
　大型の台石については，整理作業を行う段階で，大型
の自然礫で石皿とは異なったツルツルの触感を持つもの
が多数あり，しかも，それらが住居跡内からの出土であ
ることが気になっていた。
　形状は，ほぼ自然礫そのままであり，図化の表現は困
難を窮め，1148・1151・1152・1154・1155の５点を実測
したに過ぎない。
　各竪穴住居跡からの出土点数は，１号・６号・11号・
13号・14号・17号・21号・24号からは１点ずつ，10号・
15号・31号からは２点ずつであり，多いところでも２点，
一般的には１点のみの出土である。
　ツルツルの触感をしているところは平らな部分だけと
は限らず，丸味を帯びた先端部分も同様な触感であり，
用途は不明である。大型の礫をわざわざ持ち込んでいる
ことから，目的は不明ながらも何らかの用途に使用して
いたことは明白であるため，写真図版には出土した全て
を掲載することにした。
　類例の増加を待ちたい。
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